
　3月6日、下津屋の室城神社で矢形餅の神事が、厳

かに古式ゆかしくおこなわれました。 

　この神事は、聖武天皇が疫病退散祈願のため、同

神社に弓矢を奉納されたことが起源とされ、以来弓

と矢をかたどった餅をつくり、疫病除けのまじない

として、今に継承されています。 

悪病退散を祈願 

この広報紙は、古紙配合率100％再生紙と環境にやさしい植物性大豆油インキを使用しています 

春祭りなど 
みんなの広場 

町生活安全まちづくり連絡会の募集など 

一般会計は72億2200万円 
平成18年度 当初予算 
人輝き 心和らぐ 躍動のまち 久御山 
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従
来
の
総
合
計
画
は
、
右
肩
上
が
り
の
経
済
成

長
と
堅
調
な
町
税
収
入
に
裏
打
ち
さ
れ
た
成
長
型

社
会
を
前
提
と
し
、
地
域
開
発
や
施
設
整
備
を
中

心
と
し
た
整
備
型
計
画
の
性
格
を
持
つ
も
の
で
し

た
。
 

　
し
か
し
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
長
引
く
景
気
の
低

迷
に
加
え
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
の
急
速
な

進
行
な
ど
、
先
行
き
不
透
明
な
社
会
経
済
環
境
と

な
る
一
方
、
地
方
分
権
が
本
格
化
す
る
な
か
で
、

住
民
参
加
や
協
働
の
流
れ
も
進
ん
で
い
る
こ
と
か

ら
、
限
ら
れ
た
財
源
を
重
点
的
に
投
入
し
、
最
も

効
果
が
あ
が
る
よ
う
、
経
営
感
覚
を
取
り
入
れ
た

行
財
政
運
営
を
め
ざ
す
と
と
も
に
、
住
民
と
協
働

し
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
不
可
欠
と
な

っ
て
い
ま
す
。
 

　
こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
、
将
来
に
向
か
っ
て

地
域
や
行
政
を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
の
か
に
つ

い
て
、
住
民
、
企
業
、
関
係
団
体
、
行
政
が
と
も

に
考
え
、
計
画
の
目
標
を
共
有
す
る
な
か
で
、
各

施
策
を
達
成
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
 

   ①
「
協
働
と
連
携
」
を
基
本
姿
勢
と
し
た

計
画
づ
く
り
 

　
本
格
化
す
る
地
方
分
権
社
会
に
的
確
に
対
応
す

る
た
め
に
は
、
行
政
の
み
な
ら
ず
住
民
や
企
業
、

各
種
団
体
な
ど
、
関
係
主
体
と
の
連
携
し
た
取
り

組
み
が
必
要
不
可
欠
で
す
。
そ
の
た
め
、
基
本
的

な
施
策
内
容
を
と
り
ま
と
め
て
い
る
「
施
策
の
大
 

人
輝
人
輝
き
心
和
心
和
ら
ぐ 

　
躍
動

　
躍
動
の
ま
ち
久
御
山

久
御
山 

人
輝
き
心
和
ら
ぐ 

　
躍
動
の
ま
ち
久
御
山 

〜
人
・
環
境
・
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
〜 

「人輝き「人輝き 心和らぐ心和らぐ 躍動のまち躍動のまち 久御山」を将久御山」を将

来像とする久御山町第来像とする久御山町第4次総合計画基本構想が次総合計画基本構想が

3月議会を経て策定。今号では、将来の町の羅月議会を経て策定。今号では、将来の町の羅

針盤となる基本構想とその大綱に基づく諸施策

の基本的方向を示した基本計画、諸施策の実現

のための具体事業を明らかにした実施計画につ

いてお知らせしますいてお知らせします。 

「人輝き 心和らぐ 躍動のまち 久御山」を将

来像とする久御山町第4次総合計画基本構想が

3月議会を経て策定。今号では、将来の町の羅

針盤となる基本構想とその大綱に基づく諸施策

の基本的方向を示した基本計画、諸施策の実現

のための具体事業を明らかにした実施計画につ

いてお知らせします。 

総
合
計
画
の
 

　
　
役
割
と
特
長
 

総
合
計
画
に
求
め
ら
れ
る
役
割
 

計
画
の
特
長
 



3
広報くみやま 平成18年4月1日 

社
会
経
済
情
勢
の
 

　
　
　
　
　
　
動
向
 

ま
ち
づ
く
り
の
 

　
　
　
　
主
要
課
題
 

ま
ち
の
魅
力
の
向
上
 

1

綱
」
に
お
い
て
、
住
民
と
行
政
に
よ
る
「
協
働
と

連
携
」
を
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
姿
勢
と
し
て
設
定

し
ま
し
た
。
 

②
優
先
し
て
達
成
す
べ
き
取
り
組
み
を
明

ら
か
に
し
た
計
画
づ
く
り
 

　
基
本
構
想
に
示
す
「
ま
ち
の
将
来
像
や
ま
ち
づ

く
り
の
基
本
目
標
」
の
実
現
に
向
け
、
優
先
し
て

達
成
す
べ
き
取
り
組
み
を
「
重
点
目
標
」
と
し
て

設
定
し
、
施
策
の
優
先
度
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　
こ
の
重
点
目
標
の
達
成
に
向
け
て
は
、
住
民
、

企
業
、
関
係
団
体
、
行
政
が
と
も
に
そ
の
目
標
を

共
有
し
、
協
働
・
連
携
を
図
り
な
が
ら
取
り
組
ん

で
い
く
も
の
と
し
ま
す
。
 

          ③
住
民
参
加
に
よ
る
計
画
づ
く
り
 

　
地
方
分
権
時
代
に
お
い
て
は
、
地
域
の
個
性
を

重
視
す
る
こ
と
や
住
民
に
よ
る
主
体
的
な
ま
ち
づ

く
り
の
実
現
が
一
層
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
そ
の
た
め
、
住
民
、
中
高
生
、
町
政
モ
ニ
タ
ー

を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
加
え
て
、
住

民
の
声
を
直
接
聴
く
こ
と
を
目
的
に
、
住
民
参
加

に
よ
る
「
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
会
議
」
を
開
催
す

る
と
と
も
に
、
各
種
団
体
と
の
懇
談
会
や
町
内
イ

ベ
ン
ト
開
催
時
に
お
け
る
住
民
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調

査
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
通
じ
て
得
た
多

様
な
意
見
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
限
り
に
計
画
に

反
映
し
、
住
民
参
加
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け

て
の
計
画
と
な
る
よ
う
に
努
め
ま
し
た
。
 

    　
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
、
高
度
情
報
社
会
、

環
境
問
題
、
物
の
豊
か
さ
か
ら
心
の
豊
か
さ
へ
と

変
化
、
個
性
や
主
体
性
が
重
視
さ
れ
、
社
会
経
済

状
況
が
大
き
な
変
革
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
 

　
新
し
い
時
代
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
に

あ
た
っ
て
は
次
の
よ
う
な
、
本
町
を
取
り
巻
く
新

た
な
時
代
潮
流
に
つ
い
て
、
共
通
の
認
識
を
持
ち
、

着
実
に
目
標
に
向
か
っ
て
進
ん
で
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
 

◆
新
た
な
時
代
潮
流
 

・
人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
の
進
行
 

・
交
流
と
連
携
の
時
代
の
到
来
 

・
環
境
問
題
に
対
す
る
意
識
の
高
ま
り
 

・
情
報
化
の
進
展
 

・
価
値
観
の
多
様
化
 

・
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
の
構
築
 

・
地
方
分
権
社
会
の
進
展
 

・
行
財
政
改
革
の
推
進
 

     　
本
町
の
現
状
や
住
民
の
意
向
等
を
ふ
ま
え
、「
ま

ち
の
魅
力
の
向
上
」、「
ま
ち
の
居
住
環
境
の
改
善
」、

「
ま
ち
の
活
性
化
の
推
進
」
の
3
つ
の
ま
ち
づ
く

り
の
主
要
課
題
を
抽
出
し
ま
し
た
。
 

  ▼
ま
ち
の
風
土
に
育
ま
れ
て
き
た
環
境
の
保
全
や

　
産
業
の
育
成
 

▼
利
便
性
の
高
い
交
通
条
件
の
活
用
 

▼
特
色
の
あ
る
教
育
の
さ
ら
な
る
充
実
 

                   

  ▼
住
宅
基
盤
の
整
備
 

▼
快
適
な
居
住
環
境
の
向
上
 

▼
安
全
で
安
心
な
生
活
空
間
の
確
保
 

  ▼
に
ぎ
わ
い
を
生
む
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
 

▼
地
域
活
動
の
促
進
 

▼
地
域
と
行
政
の
連
携
強
化
 

ま
ち
の
居
住
環
境
の
改
善
 

2
ま
ち
の
活
性
化
の
推
進
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総合計画の構成と期間 

　基本構想は、21世紀の第1四半世紀である平
成37年（2025年）までを見通しながら、将来像
や人口フレーム、土地利用構想と主要施策の大
綱等を明らかにするものです。目標年次につい
ては、近年の急速な時代の変化を考慮し、平成
27年度（2015年度）とします。 

　総合計画は、「基本構想」、「基本計画」、
「実施計画」で構成しています。 

（1）基本構想 

　基本計画は、基本構想の施策の大綱に基づき、
行政の部門ごとに諸施策の内容と事業の基本的
方向を明らかにするものです。基本構想との整
合性・実行性を確保するため、目標年次は、基
本構想と同じく平成27年度（2015年度）としま
す。 

（2）基本計画 

　実施計画は、基本計画に盛り込んだ施策の実
現を図るため、財政的措置も考慮し、3か年を計
画年次として、ローリング方式により毎年度策
定します。 

（3）実施計画 

構成と期間／役割と特長／社会経済情勢／主要課題 

久御山町第4次総合計画 



人輝き  ～人、協働の視点から～ 

心和らぐ  ～人、環境の視点から～ 

躍動  ～人の視点から～ 

4

基本理念と将来像 

将来像への思い 

広報くみやま 平成18年4月1日 

　今、この変革の時代を担い、新しい時代を築
いていくのは人です。本町では、町内在住の住
民とともに、町外から多くの人々が就業に訪れ
ている特性をふまえ、次のような願いを込めて
います。 
☆住民や企業など多様な主体が本町のまちづく
　りの主人公であり、これらの主体が互いに協働・
　連携してまちづくりを進めていくこと。 
☆一人ひとりがいきいきと輝き、生きがいをも
　って働き、学び、暮らせるまちづくりを進め
　ていくこと。 

　「住みよい希望にみちた町　久御山」をまちづ

くりの基本理念とし、将来像を「人輝き　心和ら

ぐ　躍動のまち　久御山～人・環境・協働のまち

づくり～」と定めます。 

人輝き  ～人、協働の視点から～ 

　これからは、「住みやすさ」が一層重視され、
住民自らがまちを選択する傾向がますます強ま
るものと考えられます。こうしたことをふまえ、
次のような願いを込めています。 
☆まちの最大の魅力である「のどかな環境」　
　を守りながら、すべての住民がゆとりとうる
　おいを実感できるまちづくりを進めていくこと。 
☆安心、快適な生活空間を確保するため、多様
　な人々が互いに手を取り合いながら支えてい
　ける、心と心がかよいあうまちづくりを進め
　ていくこと。 

心和らぐ  ～人、環境の視点から～ 

　「人輝き」、「心和らぐ」といったまちづくり
の基本要素に加えて、住民の生活の質や利便性
を高めていく観点から、次のような願いを込め
ています。 
☆さまざまな世代や町内外の人々が活躍する舞
　台として、「働きやすさ」、「にぎわいや楽しさ」を
　創出するまちづくりを進めていくこと。 

躍動  ～人の視点から～ 

環境保全 
循環型社会 
防災・防犯 
消防・救急・救助 
交通安全 

6.自然と人がともに生きる安全で安心な暮らし 
　の基盤づくり 

子育て支援 
高齢者福祉 

健康 
保健・医療 

障害者福祉 
地域福祉 
社会保障 

5.結び合いが支える福祉と健康づくり 

道路 
公園・緑地 

まちづくり 
公共交通 

河川 
上水道 
下水道 

1.魅力を生み出す定住と交流の基盤づくり 

工業 
商業・サービス業 

農業 

産業基盤 
地域交流 
消費生活 

2.豊かな暮らしや人々の活力を創造する産業づくり 

就学前教育 
学校教育 
青少年育成 

3.豊かな心とたくましく生きる力を育む教育のまちづくり 

文化 

社会教育 
スポーツ 

人権・平和 
男女共同参画 

4.お互いを尊重し、豊かな文化あふれる風土づくり 

住民参加 
コミュニティ・交流 

行財政運営 
情報化 

心がかようパートナーシップのまちづくり 

行政経営の基本姿勢 

まちづくりの基本施策 

基本計画 
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基本構想・基本計画の構成 

基本構想・基本計画の構成 

久御山町第4次総合計画 

広報くみやま 平成18年4月1日 

基本構想 

6.自然と人がともに生きる安全で安心な暮らしの基盤づくり 
（1）環境にやさしいまちをつくる 
（2）安全で安心なまちをつくる 

4.お互いを尊重し、豊かな文化あふれる風土づくり 
（1）世代を超えて参加できる生涯学習を推進する 
（2）すべての人権が尊重されるまちをつくる 

3.豊かな心とたくましく生きる力を育む教育のまちづくり 
（1）確かな学力と豊かな心を育む教育を推進する 
（2）青少年を健やかに育て、守るための環境をつくる 

2.豊かな暮らしや人々の活力を創造する産業づくり 
（1）魅力ある産業を振興する 
（2）産業環境の育成と安定した消費生活を確保する 

5.結び合いが支える福祉と健康づくり 
（1）生涯にわたっていきいきと過ごせる健康づくりを推進する 
（2）安心して子どもを生み育てることができるまちをつくる 
（3）誰もがいきいきと安心して暮らせる福祉のまちをつくる 
（4）ともに支え合う福祉のまちをつくる 
 

1.魅力を生み出す定住と交流の基盤づくり 
（1）のどかでゆとりのある地域環境をつくる 
（2）便利で機能性の高い快適な環境をつくる 
（3）水を守る環境を創出する 

心がかようパートナーシップのまちづくり 
（1）みんなとともに協働と交流のあるまちをつくる 
（2）柔軟で効率的な行財政運営と情報化を推進する 

施策の大綱 まちの将来像 

人輝き 心和らぐ 躍動のまち 久御山 
～人・環境・協働のまちづくり～ 

 

まちづくりの基本目標 2.まちづくりの基本施策 

1.行政経営の基本姿勢 

まちづくりの基本理念 

住みよい 希望にみちた町 久御山 

まちづくりの基本目標の実現に 
向けた重点目標 

①働く人が元気なまちをつくろう！ 

②にぎわいを発信するまちの拠点をつく

　ろう！ 

③定住を促す住宅施策を展開しよう！ 

④自然や歴史とふれあえるまちをつくろ

　う！ 

⑤夢と希望を持ち、学ぶ楽しさを実感で

　きるまちをつくろう！ 

⑥みんなで支え合い、健康でやすらぎの

　あるまちをつくろう！ 

⑦みんなで安全で安心なまちをつくろう！ 

⑧誰もが参加しやすいまちをつくろう！ 

まちづくりの基本指標 

1.魅力と活力にみちた居心地の良いまちに 

2.のどかな自然環境と豊かな心を育むまちに 

3.ふれあい、支え合いのあふれるまちに 

 

1.人口フレーム 

2.土地利用構想 

 

1.健康で明るい住民生活優先のまちづくり 
2.恵まれた自然につつまれたまちづくり 
3.夢と希望にあふれたまちづくり 

4.住民がともに手を取り携えて進めるまちづくり 
5.平和で人権を守るまちづくり 

　社会経済情勢の動向やまちづくりの主要課題を検討し、
基本構想・基本計画は、次のとおり構成しています。 
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人口フレーム　　平成27年度（2015年度）　⇒　18,000人 

　本町の人口は、昭和60年の19,136人をピークに減少を続け、平成17年では16,610人（速報値）となっていま
す（いずれも国勢調査）。少子高齢化に加え、特に子育て世代である30歳代とその子どもたちと考えられる5歳か
ら9歳までの転出が多い傾向にあります。 
　こうした傾向に歯止めをかけ、定住性の高いまちづくりを推進していくためには、既存宅地等の有効利用とあ
わせて、職住近接のゆとりのもてる生活ニーズや初めて住宅を取得する若いファミリー層の住宅需要などに対応
した住宅地を確保していくことが必要です。 
　このため、計画的な土地利用とあわせて、定住を積極的に推進するものとし、目標年次の平成27年度（2015
年度）における人口フレームを18,000人と設定します。 

人口フレーム 

土地利用構想 

産業誘導ゾーン 
大規模商業施設と一体となって、バスター
ミナルをはじめとする「まちの駅」の整備
を推進するなど、都市機能の集積を図る。
また、広域交通基盤が結節する有利な立地
条件を生かし、広域商業・業務施設等の立
地誘導を促進するなど、魅力とにぎわいの
あるまちの拠点を形成する。 

農業・集落ゾーン 
農業生産基盤の整備や農地の保全
を図るとともに、集落の住環境の
向上を図る。 

既成市街地ゾーン『工業エリア』既成市街地ゾーン『工業エリア』 
市街化区域の工業系用途地域を中市街化区域の工業系用途地域を中
心とする区域で、周辺の住環境に心とする区域で、周辺の住環境に
配慮しつつ、工業活動の増進を図配慮しつつ、工業活動の増進を図
るとともに、工業地環境の向上をるとともに、工業地環境の向上を
促進する促進する。 

既成市街地ゾーン『工業エリア』 
市街化区域の工業系用途地域を中
心とする区域で、周辺の住環境に
配慮しつつ、工業活動の増進を図
るとともに、工業地環境の向上を
促進する。 

住街区促進ゾーン住街区促進ゾーン 
市街化区域拡大の検討とあわせ
て、緑地環境と調和した快適な
住宅地の形成を促進する住宅地の形成を促進する。 

住街区促進ゾーン 
市街化区域拡大の検討とあわせ
て、緑地環境と調和した快適な
住宅地の形成を促進する。 

既成市街地ゾーン既成市街地ゾーン 
『行政サービスエリア』『行政サービスエリア』 
町役場、消防本部、中央町役場、消防本部、中央
公民館等が集積する区域公民館等が集積する区域
で、住民サービスの充実で、住民サービスの充実
を図るを図る。 

既成市街地ゾーン 
『行政サービスエリア』 
町役場、消防本部、中央
公民館等が集積する区域
で、住民サービスの充実
を図る。 

既成市街地ゾーン『住宅エリア』既成市街地ゾーン『住宅エリア』 
市街化区域の住居系用途地域を中心市街化区域の住居系用途地域を中心
とする区域で、各用途地域に基づきとする区域で、各用途地域に基づき
適正な建築活動の誘導を図るととも適正な建築活動の誘導を図るととも
に、居住環境の充実を図るに、居住環境の充実を図る。 

既成市街地ゾーン『住宅エリア』 
市街化区域の住居系用途地域を中心
とする区域で、各用途地域に基づき
適正な建築活動の誘導を図るととも
に、居住環境の充実を図る。 

土地利用促進ゾーン土地利用促進ゾーン 
市街化区域拡大の検討とあわせて、幹線道路の沿道機市街化区域拡大の検討とあわせて、幹線道路の沿道機
能の活用とその周辺地の健全な土地利用を促進する能の活用とその周辺地の健全な土地利用を促進する。 

土地利用促進ゾーン 
市街化区域拡大の検討とあわせて、幹線道路の沿道機
能の活用とその周辺地の健全な土地利用を促進する。 

国
道
1
号
 

京滋
バイ
パス
 

国
道
２４
号
 

府道八幡宇治線 

国道
４７
８号
 

府道宇治淀線 

木津川 

宇治川 

大字佐古 
  小字梶石 
    （三郷山） 

第
二
京
阪
道
路
 

公園・緑地ゾーン公園・緑地ゾーン 
久御山中央公園や宇治川、木津川の河川緑久御山中央公園や宇治川、木津川の河川緑
地の区域で、環境保全、レクリエーショ地の区域で、環境保全、レクリエーショ
ン、防災、景観機能の整備・充実を図るとン、防災、景観機能の整備・充実を図ると
ともに、良好な親水空間の確保を図るともに、良好な親水空間の確保を図る。 

公園・緑地ゾーン 
久御山中央公園や宇治川、木津川の河川緑
地の区域で、環境保全、レクリエーショ
ン、防災、景観機能の整備・充実を図ると
ともに、良好な親水空間の確保を図る。 
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行
政
経
営
の
基
本
姿
勢
 

心
が
か
よ
う
パ
ー
ト
ナ
ー
 

　
　
シ
ッ
プ
の
ま
ち
づ
く
り
 

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
施
策
 

魅
力
を
生
み
出
す
定
住
と
 

　
　
　
交
流
の
基
盤
づ
く
り
 

豊
か
な
暮
ら
し
や
人
々
の
 

活
力
を
創
造
す
る
産
業
づ
く
り
 

I

み
ん
な
と
と
も
に
協
働
と
交
流
の
あ

　
る
ま
ち
を
つ
く
る
 

①
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
交
流
 

　
身
近
な
ま
ち
づ
く
り
活
動
に
対
す
る
住
民
の
理

解
と
関
心
を
高
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
活
動
の
活

性
化
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
交
流
活
動
を
通
じ

て
、
連
帯
感
の
あ
る
地
域
社
会
の
形
成
を
図
り
ま

す
。
 

▼
自
治
会
活
動
支
援
、
自
治
会
長
サ
ロ
ン
の
開
催
、

　
久
御
山
中
学
校
・
ワ
ー
ウ
ィ
ッ
ク
ス
テ
ー
ト
・

　
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
交
流
事
業
 

②
住
民
参
加
 

　
ま
ち
づ
く
り
に
対
し
て
、
住
民
と
行
政
が
共
通

の
目
標
を
持
ち
、
地
域
の
主
体
的
な
活
動
が
ま
ち

づ
く
り
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
、
広
報
・
広
聴
活
動

の
充
実
、
情
報
公
開
の
推
進
、
地
域
の
ま
ち
づ
く

り
活
動
へ
の
支
援
な
ど
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
ま
す
。
 

▼
「
広
報
く
み
や
ま
」
の
発
行
、
町
政
モ
ニ
タ
ー

　
制
度
の
実
施
、
子
ど
も
議
会
の
開
催
 

II

柔
軟
で
効
率
的
な
行
財
政
運
営
と
情

　
報
化
を
推
進
す
る
 

①
行
財
政
運
営
 

　
質
の
高
い
効
率
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
た
め
、
統
一
的
な
考
え
方
に
基
づ
い
た
施
策
を

効
果
的
に
展
開
で
き
る
よ
う
、
総
合
的
な
組
織
力

の
向
上
と
効
率
的
な
財
政
運
営
な
ど
を
め
ざ
し
た

行
財
政
改
革
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。
さ
ら

に
、
Ｉ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
の
有
効
活
用
や
近

隣
市
町
と
の
広
域
行
政
連
携
、
民
間
企
業
の
経
営

管
理
手
法
の
導
入
も
図
り
な
が
ら
、
地
方
分
権
の

時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
、
ス
リ
ム
で
柔
軟
な
行
財
政

運
営
を
推
進
し
ま
す
。
 

▼
職
員
研
修
、
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
の
検
討
、
土

　
地
評
価
替
え
業
務
 

②
情
報
化
 

　
情
報
技
術
の
活
用
に
よ
り
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
や

行
政
運
営
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
住
民
が
安

心
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
享
受
で
き
る
よ
う
、
安
全
性

を
確
保
し
た
高
度
な
情
報
基
盤
の
確
立
に
努
め
ま

す
。
 

▼
生
涯
学
習
情
報
シ
ス
テ
ム
サ
ー
バ
等
の
更
新
、

　
行
政
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
管
理
・

　
運
営
、
基
幹
業
務
シ
ス
テ
ム
の
更
新
 

      I

の
ど
か
で
ゆ
と
り
の
あ
る
地
域
環
境

　
を
つ
く
る
 

①
ま
ち
づ
く
り
 

　
地
域
活
性
化
の
た
め
の
新
市
街
地
の
整
備
や
住

宅
・
宅
地
の
供
給
、
民
間
開
発
の
計
画
的
な
誘
導
、

効
率
的
な
都
市
施
設
の
整
備
な
ど
、
土
地
の
合
理

的
か
つ
健
全
な
利
用
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
安

全
で
安
心
で
き
る
住
み
よ
い
居
住
空
間
の
確
保
や

住
民
合
意
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。
 

▼
次
期
線
引
き
見
直
し
作
業
、
都
市
計
画
マ
ス
タ

　
ー
プ
ラ
ン
修
正
、
新
市
街
地
整
備
事
業
、
木
造

　
住
宅
耐
震
診
断
事
業
 

II

便
利
で
機
能
性
の
高
い
快
適
な
環
境

　
を
つ
く
る
 

①
公
共
交
通
 

　
多
様
な
交
通
手
段
の
結
節
機
能
と
な
る
バ
ス
タ

ー
ミ
ナ
ル
の
整
備
、
バ
ス
運
行
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

な
ど
に
よ
り
、
生
活
に
密
着
し
た
環
境
に
や
さ
し

い
バ
ス
利
用
を
促
進
し
ま
す
。
 

▼
公
共
交
通
体
系
の
調
査
検
討
お
よ
び
再
編
、
公

　
共
交
通
利
用
促
進
円
滑
化
事
業
 

②
道
路
 

　
広
域
幹
線
道
路
や
町
内
道
路
の
整
備
な
ど
、
広

域
交
通
基
盤
を
生
か
し
た
地
域
の
活
性
化
や
町
内

交
通
の
円
滑
化
を
図
る
と
と
も
に
、
狭
隘
道
路
の

解
消
や
道
路
緑
化
、
道
路
管
理
の
充
実
な
ど
、
安

全
で
親
し
み
と
う
る
お
い
の
あ
る
道
路
環
境
を
形

成
し
ま
す
。
 

▼
親
し
み
と
う
る
お
い
の
あ
る
道
づ
く
り
、
道
路

　
橋
梁
の
新
設
改
良
 

③
公
園
・
緑
地
 

　
公
園
・
緑
地
の
充
実
に
よ
り
地
域
の
ふ
れ
あ
い

や
健
康
づ
く
り
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
う
る
お

い
の
あ
る
水
辺
環
境
の
創
造
に
努
め
る
な
ど
、
緑

に
親
し
む
環
境
づ
く
り
を
住
民
と
と
も
に
推
進
し

ま
す
。
 

▼
緑
の
基
本
計
画
策
定
・
緑
化
重
点
事
業
、
宮
ノ

　
川
南
公
園
改
修
事
業
、
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
整
備

　
事
業
、
水
と
緑
の
回
廊
整
備
 

III

水
を
守
る
環
境
を
創
出
す
る
 

①
河
川
 

　
河
川
改
修
や
管
理
体
制
の
強
化
な
ど
、
防
災
機

能
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
河
川
の
美
化
・
愛

護
等
に
よ
り
水
質
汚
濁
の
防
止
に
努
め
ま
す
。
 

▼
排
水
路
等
の
改
修
整
備
、
巨
椋
池
地
域
排
水
管

　
理
事
業
費
負
担
 

②
上
水
道
 

　
日
常
時
や
非
常
時
に
お
け
る
水
源
の
確
保
と
上

水
道
施
設
の
機
能
維
持
・
管
理
を
図
る
と
と
も
に
、

水
に
対
す
る
意
識
の
醸
成
を
進
め
る
な
ど
、
良
質

な
水
の
安
定
供
給
に
努
め
ま
す
。
 

▼
配
水
管
の
改
良
事
業
、
施
設
整
備
計
画
策
定
 

③
下
水
道
 

　
公
共
下
水
道
の
計
画
的
・
効
率
的
整
備
を
進
め

る
と
と
も
に
、
水
洗
化
の
普
及
促
進
や
汚
水
処
理

汚
泥
の
有
効
活
用
な
ど
、
美
し
い
水
環
境
の
創
出

に
努
め
ま
す
。
 

▼
公
共
下
水
道
整
備
 

    I

魅
力
あ
る
産
業
を
振
興
す
る
 

①
農
業
 

　
農
業
の
持
続
的
発
展
に
向
け
て
、
農
業
基
盤
の

整
備
を
は
じ
め
、
担
い
手
の
育
成
、
安
全
・
安
心

で
高
品
質
な
地
域
農
産
物
の
生
産
、
環
境
に
や
さ

し
い
農
業
の
推
進
な
ど
、
魅
力
あ
る
農
業
づ
く
り

を
め
ざ
し
ま
す
。
 

▼
国
営
附
帯
府
営
農
地
防
災
事
業
の
推
進
、
農
業

　
用
水
路
改
修
お
よ
び
畑
地
灌
漑
施
設
の
更
新
、

　
地
域
担
い
手
育
成
総
合
支
援
補
助
、
く
み
や
ま

　
ブ
ラ
ン
ド
化
の
推
進
、
産
地
づ
く
り
対
策
事
業

　
補
助
 

②
工
業
 

　
新
市
街
地
の
整
備
と
あ
わ
せ
て
企
業
誘
致
を
図

る
と
と
も
に
、
優
れ
た
産
業
技
術
の
P
R
支
援
や

企
業
環
境
の
充
実
支
援
、
異
業
種
交
流
の
促
進
な
 

基
　
本
　
計
　
画
 

　
基
本
計
画
で
は
、
基
本
構
想
に
示
さ
れ
た
将
来
像
と
施
策
の
大
綱
を
実
現
す

る
た
め
、
部
門
ご
と
に
主
要
な
施
策
を
体
系
化
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
そ
の

基
本
方
針
と
今
後
3
年
間
で
実
施
す
る
主
な
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。
（
▼
は
主

な
実
施
計
画
事
業
）
 

か
ん
が
い
 

り
ょ
う
 

き
ょ
う
あ
い
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ど
に
よ
り
活
力
あ
る
工
業
の
育
成
を
図
り
ま
す
。
 

▼
企
業
立
地
促
進
助
成
、
展
示
会
等
出
展
支
援
助

　
成
、
Ｋ
Ｅ
Ｓ
等
認
証
取
得
事
業
支
援
助
成
 

③
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
 

　
周
辺
の
住
環
境
に
配
慮
し
つ
つ
、
既
存
商
業
店

舗
と
大
規
模
施
設
が
調
和
し
た
に
ぎ
わ
い
の
あ
る

商
業
の
育
成
を
図
り
ま
す
。
 

II

産
業
環
境
の
育
成
と
安
定
し
た
消
費

　
生
活
を
確
保
す
る
 

①
産
業
基
盤
 

　
産
業
経
営
の
支
援
を
は
じ
め
、
勤
労
者
に
対
す

る
生
活
支
援
や
職
業
能
力
の
向
上
支
援
な
ど
に
よ

り
労
働
力
を
確
保
し
、
安
定
し
た
産
業
基
盤
の
確

立
を
め
ざ
し
ま
す
。
 

▼
農
業
経
営
基
盤
強
化
資
金
利
子
補
給
、
中
小
企

　
業
低
利
融
資
、
中
小
企
業
者
資
金
借
入
利
子
補

　
給
、
商
工
会
補
助
、
勤
労
者
住
宅
資
金
融
資
預

　
託
金
お
よ
び
利
子
補
給
 

②
地
域
交
流
 

　
地
域
産
業
の
イ
ベ
ン
ト
や
拠
点
施
設
の
整
備
を

通
じ
て
、
地
域
産
業
へ
の
理
解
と
関
心
を
高
め
、

地
域
に
根
ざ
し
た
産
業
を
育
成
し
ま
す
。
 

▼
ふ
る
さ
と
フ
ェ
ア
久
御
山
の
開
催
、
物
産
館
の

　
設
置
 

③
消
費
生
活
 

　
消
費
者
保
護
対
策
の
充
実
や
食
の
安
全
性
の
確

保
に
努
め
る
な
ど
、
住
民
の
消
費
生
活
の
向
上
を

め
ざ
し
ま
す
。
 

▼
消
費
生
活
研
修
会
 

    I

確
か
な
学
力
と
豊
か
な
心
を
育
む
教

　
育
を
推
進
す
る
 

①
就
学
前
教
育
 

　
幼
稚
園
児
、
保
育
所
児
と
し
て
別
個
に
と
ら
え

る
の
で
は
な
く
、
子
ど
も
の
視
点
に
立
っ
て
、
0

歳
児
か
ら
5
歳
児
ま
で
、
同
じ
就
学
前
教
育
・
保

育
を
受
け
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
子
ど
も
が
置

か
れ
て
い
る
状
況
に
か
か
わ
ら
ず
、
す
べ
て
の
子

ど
も
に
就
学
前
教
育
の
機
会
を
等
し
く
提
供
し
ま

す
。
 

▼
幼
保
一
体
化
事
業
の
実
施
、
預
か
り
保
育
事
業
 

        ②
学
校
教
育
 

　
特
色
の
あ
る
教
育
や
安
全
な
環
境
の
な
か
で
、

子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
育
ち
、
豊
か
な
人
間
性

を
身
に
つ
け
る
た
め
、
家
庭
、
学
校
、
地
域
、
行

政
が
一
体
と
な
っ
て
学
校
教
育
の
充
実
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。
 

▼
学
級
費
・
修
学
旅
行
費
･
校
外
活
動
費
補
助
、

　
就
学
援
助
、
学
校
給
食
費
補
助
、
歯
科
医
療
費

　
扶
助
、
外
国
青
年
招
致
、
小
学
校
お
よ
び
幼
稚

　
園
・
保
育
所
国
際
理
解
教
育
、
小
・
中
学
校
校

　
内
L
A
N
お
よ
び
情
報
教
育
環
境
の
整
備
、
教

　
育
相
談
事
業
、
中
学
校
施
設
の
環
境
整
備
、
小

　
学
校
施
設
の
環
境
整
備
、
学
校
教
育
教
材
備
品

　
整
備
、
交
通
指
導
員
・
パ
ト
ロ
ー
ル
員
の
配
置
 

II

青
少
年
を
健
や
か
に
育
て
、
守
る
た

　
め
の
環
境
を
つ
く
る
 

①
青
少
年
育
成
 

　
地
域
社
会
に
関
心
を
も
ち
、
お
互
い
に
交
流
し

な
が
ら
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
、

主
体
的
に
行
動
で
き
る
青
少
年
の
健
全
育
成
に
取

り
組
み
ま
す
。
 

▼
青
少
年
健
全
育
成
協
議
会
補
助
 

    I

世
代
を
超
え
て
参
加
で
き
る
生
涯
学

　
習
を
推
進
す
る
 

①
社
会
教
育
 

　
「
久
御
山
町
生
涯
学
習
推
進
計
画
」
に
基
づ
き
、

生
涯
学
習
の
推
進
体
制
の
強
化
や
活
動
支
援
、
指

導
者
等
の
育
成
、
学
習
施
設
の
充
実
、
多
彩
な
学

習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
整
備
な
ど
、
そ
の
成
果
が
豊
か

な
地
域
づ
く
り
に
反
映
さ
れ
る
生
涯
学
習
の
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。
 

▼
生
涯
学
習
関
連
施
設
等
管
理
運
営
、
図
書
館
の

　
充
実
、
図
書
館
シ
ス
テ
ム
の
充
実
、
い
き
が
い

　
大
学
 

②
ス
ポ
ー
ツ
 

　
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
充
実
や
指
導
者
、
関
連
団
体

等
の
育
成
な
ど
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
気
軽

に
楽
し
め
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
努
め
ま
す
。
 

▼
体
育
協
会
事
業
費
補
助
、
く
み
や
ま
マ
ラ
ソ
ン

　
実
施
委
員
会
補
助
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・
レ
ク
リ

　
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
・
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

　
ル
の
開
催
 

③
文
化
 

　
歴
史
文
化
の
保
存
・
継
承
と
そ
の
活
用
を
図
る

と
と
も
に
、
芸
術
・
文
化
に
ふ
れ
あ
え
る
機
会
の

充
実
に
努
め
る
な
ど
、
文
化
の
香
り
高
い
ま
ち
づ

く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。
 

▼
文
化
財
保
護
事
業
、
郷
土
史
会
補
助
 

II

す
べ
て
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
ま
ち

　
を
つ
く
る
 

①
人
権
・
平
和
 

　
人
権
啓
発
活
動
や
相
談
体
制
の
充
実
、
平
和
理

念
の
啓
発
や
平
和
教
育
、
人
権
教
育
の
推
進
な
ど
、

住
民
一
人
ひ
と
り
の
問
題
と
し
て
、
人
権
と
平
和

を
尊
重
す
る
社
会
を
築
い
て
い
き
ま
す
。
 

▼
人
権
啓
発
の
充
実
、
戦
没
者
追
悼
式
、
平
和
学

　
習
事
業
 

②
男
女
共
同
参
画
 

　
「
久
御
山
町
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
」
に
基
づ

き
、
こ
れ
ま
で
の
性
差
意
識
改
革
や
男
女
平
等
の

教
育
を
推
進
し
、
女
性
も
気
軽
に
参
画
で
き
る
社

会
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
な
ど
、
男
女
が
そ
の
能

力
と
個
性
を
十
分
に
発
揮
し
、
お
互
い
を
尊
重
し

合
い
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
と
も
に
参
画
で

き
る
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。
 

▼
男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー
、
男
女
共
同
参
画
フ

　
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
女
性
の
た
め
の
相
談
 

    I

生
涯
に
わ
た
っ
て
い
き
い
き
と
過
ご

　
せ
る
健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る
 

①
健
康
 

　
「
健
康
く
み
や
ま
21
」
に
基
づ
き
、
健
康
づ
く

り
の
た
め
の
環
境
整
備
や
推
進
体
制
を
整
備
す
る

な
ど
、
住
民
の
生
涯
に
わ
た
る
心
身
の
健
康
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
 

▼
地
域
健
康
づ
く
り
活
動
の
推
進
、
「
健
康
く
み

　
や
ま
21
」
の
推
進
 

②
保
健
・
医
療
 

　
住
民
の
健
康
を
守
る
た
め
、
健
康
診
査
や
健
康

教
育
、
相
談
体
制
な
ど
の
保
健
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

や
感
染
症
の
適
切
な
予
防
対
策
と
と
も
に
、
広
域

的
医
療
体
制
の
充
実
な
ど
、
増
大
・
多
様
化
す
る

保
健
・
医
療
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。
 

▼
予
防
接
種
、
献
血
事
業
の
推
進
、
不
妊
治
療
給

　
付
助
成
、
乳
幼
児
健
康
診
査
、
フ
ッ
素
物
歯
面

　
塗
布
事
業
、
妊
産
婦
健
康
診
査
、
健
康
教
育
・

　
健
康
相
談
、
基
本
健
康
診
査
お
よ
び
各
種
検
診

　
等
の
実
施
、
一
般
高
齢
者
施
策
事
業
（
ポ
ピ
ュ

　
レ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ
ロ
ー
チ
事
業
）
 

豊
か
な
心
と
た
く
ま
し
く
生
き
る
 

　
力
を
育
む
教
育
の
ま
ち
づ
く
り
 

お
互
い
を
尊
重
し
、豊
か
な
 

文
化
あ
ふ
れ
る
風
土
づ
く
り
 

結
び
合
い
が
支
え
る
 

　
　
　
福
祉
と
健
康
づ
く
り
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自
然
と
人
が
と
も
に
生
き
る
安
全
で
 

　
　
安
心
な
暮
ら
し
の
基
盤
づ
く
り
 

II

安
心
し
て
子
ど
も
を
生
み
育
て
る
こ

　
と
が
で
き
る
ま
ち
を
つ
く
る
 

①
子
育
て
支
援
 

　
「
子
育
て
支
援
プ
ラ
ン
」
と
「
次
世
代
育
成
支

援
行
動
計
画
」
に
基
づ
き
、
子
育
て
支
援
の
推
進

体
制
の
整
備
や
そ
の
拠
点
整
備
、
ひ
と
り
親
家
庭

へ
の
支
援
、
保
育
体
制
の
充
実
、
地
域
に
お
け
る

子
育
て
支
援
な
ど
、
安
心
し
て
子
ど
も
が
生
み
育

て
ら
れ
る
よ
う
、
子
育
て
を
地
域
全
体
で
支
え
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
 

▼
子
育
て
支
援
施
設
の
設
置
、
乳
幼
児
医
療
費
助

　
成
、
福
祉
医
療
費
助
成
、
延
長
保
育
、
一
時
保

　
育
事
業
、
障
害
児
保
育
、
留
守
家
庭
児
童
育
成

　
事
業
、
子
育
て
支
援
の
推
進
、
つ
ど
い
の
広
場

　
事
業
「
親
子
サ
ロ
ン
」
 

III

誰
も
が
い
き
い
き
と
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
福
祉
の
ま
ち
を
つ
く
る
 

①
高
齢
者
福
祉
 

　
「
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
」
に
基
づ
き
、
寝
た

き
り
予
防
対
策
等
の
介
護
予
防
事
業
の
充
実
と
と

も
に
、
高
齢
者
の
社
会
参
加
活
動
を
促
進
す
る
な

ど
、
高
齢
者
が
誇
り
と
生
き
が
い
を
も
ち
、
健
康

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
 

▼
運
動
指
導
事
業
、
老
人
医
療
費
助
成
、
養
護
老

　
人
ホ
ー
ム
入
所
措
置
、
要
介
護
認
定
の
実
施
、

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
、
介
護
予
防

　
特
定
高
齢
者
施
策
事
業
、
介
護
保
険
給
付
介
護

　
サ
ー
ビ
ス
等
費
、
介
護
保
険
給
付
介
護
予
防
サ

　
ー
ビ
ス
等
費
、
介
護
保
険
給
付
特
定
入
所
介
護

　
サ
ー
ビ
ス
等
費
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
利
用
者
負

　
担
額
助
成
事
業
、
介
護
保
険
利
用
者
負
担
減
免

　
措
置
事
業
、
在
宅
寝
た
き
り
老
人
お
む
つ
等
支

　
給
事
業
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
補
助
 

②
障
害
者
福
祉
 

　
「
新
障
害
者
基
本
計
画
」
に
基
づ
き
、
福
祉
サ

ー
ビ
ス
や
各
種
支
援
制
度
の
充
実
、
総
合
的
な
相

談
体
制
の
確
立
な
ど
を
図
る
と
と
も
に
、
障
害
の

あ
る
人
の
自
立
と
社
会
参
画
を
支
援
す
る
な
ど
、

住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
立
し
生
活
で
き
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。
 

▼
障
害
福
祉
計
画
の
策
定
、
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ

　
ス
利
用
計
画
書
作
成
・
認
定
調
査
等
、
障
害
程

　
度
区
分
認
定
調
査
審
査
委
託
、
障
害
者
施
設
サ

　
ー
ビ
ス
費
、
障
害
者
居
宅
サ
ー
ビ
ス
費
、
障
害

　
者
自
立
支
援
医
療
給
付
、
重
度
心
身
障
害
老
人

　
健
康
管
理
事
業
助
成
、
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン

　
タ
ー
運
営
負
担
、
身
体
障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

　
事
業
、
身
体
障
害
者
補
装
具
給
付
、
福
祉
サ
ー

　
ビ
ス
等
利
用
者
助
成
、
社
会
福
祉
法
人
等
減
免

　
補
助
、
精
神
障
害
者
共
同
作
業
所
事
業
補
助
 

IV

と
も
に
支
え
合
う
福
祉
の
ま
ち
を
つ

　
く
る
 

①
地
域
福
祉
 

　
地
域
福
祉
活
動
の
充
実
や
人
材
の
育
成
、
高
齢

者
や
障
害
の
あ
る
人
な
ど
と
の
地
域
交
流
、
相
談

体
制
の
充
実
な
ど
、
と
も
に
支
え
合
う
福
祉
意
識

を
醸
成
し
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
ま
す
。
 

▼
民
生
児
童
委
員
協
議
会
補
助
、
社
会
福
祉
協
議

　
会
補
助
、
公
会
堂
等
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
補
助
、

　
成
年
後
見
制
度
利
用
支
援
、
く
ら
し
の
資
金
貸

　
付
 

②
社
会
保
障
 

　
国
民
健
康
保
険
に
お
け
る
収
納
率
の
向
上
や
保

健
事
業
の
推
進
に
よ
る
医
療
費
の
抑
制
な
ど
、
国

保
運
営
の
健
全
化
と
制
度
の
充
実
に
努
め
ま
す
。
 

ま
た
、
す
べ
て
の
住
民
が
年
金
を
受
給
で
き
る
よ

う
、
国
民
年
金
へ
の
加
入
促
進
や
制
度
の
周
知
・

啓
発
強
化
、
在
日
外
国
人
な
ど
の
年
金
救
済
な
ど

に
努
め
ま
す
。
 

▼
外
来
（
半
日
）
人
間
ド
ッ
ク
お
よ
び
脳
ド
ッ
ク
 

　
診
断
補
助
、
医
療
費
適
正
化
特
別
対
策
事
業
、

　
収
納
率
向
上
特
別
対
策
事
業
、
国
民
年
金
制
度

　
の
啓
発
 

    I

環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
を
つ
く
る
 

①
環
境
保
全
 

　
河
川
環
境
の
保
全
・
活
用
を
は
じ
め
、
花
と
緑

の
美
し
い
ま
ち
の
景
観
形
成
、
公
害
の
な
い
地
域

環
境
づ
く
り
な
ど
、
本
町
の
の
ど
か
な
自
然
環
境

や
景
観
の
維
持
・
向
上
に
努
め
ま
す
。
 

▼
前
川
桜
並
木
保
全
事
業
助
成
、
新
し
い
歴
史
に

　
向
か
っ
て
走
ろ
う
久
御
山
町
町
民
運
動
推
進
協

　
議
会
補
助
、
自
然
観
察
会
、
騒
音
・
振
動
調
査
 

②
循
環
型
社
会
 

　
「
久
御
山
セ
ー
ビ
ン
グ
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、

公
共
施
設
に
お
け
る
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
削

減
に
計
画
的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
住
民
、
企

業
へ
の
情
報
提
供
や
啓
発
を
お
こ
な
う
な
ど
、
温

室
効
果
ガ
ス
の
排
出
抑
制
に
向
け
た
主
体
的
な
取

り
組
み
を
促
進
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
ご
み
の

減
量
化
や
再
資
源
化
の
促
進
対
策
と
し
て
、
排
出

抑
制
・
再
使
用
・
再
生
利
用
に
積
極
的
に
取
り
組

み
、
持
続
可
能
な
循
環
型
社
会
の
形
成
を
め
ざ
し

ま
す
。
 

▼
役
場
庁
舎
の
Ｋ
Ｅ
Ｓ
認
証
取
得
、
再
生
資
源
集

　
団
回
収
事
業
補
助
、
可
燃
物
・
不
燃
物
処
理
、

　
廃
食
用
油
回
収
事
業
、
不
燃
物
収
集
委
託
 

II

安
全
で
安
心
な
ま
ち
を
つ
く
る
 

①
防
災
・
防
犯
 

　
「
久
御
山
町
地
域
防
災
計
画
」
に
基
づ
き
、
自

主
防
災
組
織
の
育
成
、
住
民
の
防
災
意
識
の
高
揚

を
図
る
と
と
も
に
、
避
難
道
路
、
防
災
情
報
シ
ス

テ
ム
な
ど
の
防
災
基
盤
や
広
域
的
な
防
災
体
制
の

整
備
、
建
築
物
の
耐
震
化
の
促
進
な
ど
、
災
害
に

強
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
地
域

ぐ
る
み
の
防
犯
体
制
の
強
化
や
住
民
の
防
犯
意
識

の
高
揚
な
ど
、
犯
罪
の
な
い
安
全
で
安
心
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。
 

▼
国
民
保
護
計
画
の
策
定
、
防
犯
・
暴
力
排
除
組

　
織
等
助
成
、
総
合
防
災
訓
練
、
京
都
府
衛
星
通

　
信
系
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
整
備
市
町
村
負
担
金
 

②
消
防
・
救
急
・
救
助
 

　
消
防
・
救
急
体
制
や
設
備
の
整
備
を
図
る
と
と

も
に
、
住
民
の
火
災
予
防
意
識
を
高
め
る
な
ど
、

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

ま
す
。
 

▼
消
防
団
員
研
修
、
消
防
指
令
装
置
更
新
、
消
防

　
機
械
器
具
等
整
備
 

③
安
全
交
通
 

　
交
通
安
全
施
設
や
駐
車
場
の
整
備
促
進
、
交
通

安
全
に
つ
い
て
の
啓
発
を
図
り
、
交
通
事
故
の
な

い
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。
 

▼
民
営
駐
車
場
建
設
助
成
、
交
通
パ
ト
ロ
ー
ル
員

　
の
配
置
、
交
通
安
全
施
設
設
置
 

パブリックコメントを公表 

　昨年に実施しました総合計
画基本構想原案に対するパブ
リックコメント（意見募集）
にご意見・ご提言をいただき、
ありがとうございました。 
　ご意見・ご提言に対しての
計画への反映等につきましては、
町ホームページに掲載してい
ますので、ご覧ください。 



昭
和
47
年
度
以
降
、
普
通
交
付
税
の
不
交
付
団

体
で
あ
り
ま
す
本
町
の
主
な
財
源
の
町
税
は
、
10 

年
前
と
比
べ
、
約
6
億
7
千
万
円
の
減
収
と
な
っ

て
お
り
、
今
後
緩
や
か
な
景
気
回
復
に
と
も
な
い
、

個
人
住
民
税
や
法
人
町
民
税
の
一
定
の
増
収
は
期

待
で
き
る
も
の
の
、
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
は
、

今
後
も
増
収
が
見
込
め
る
状
況
に
あ
り
ま
せ
ん
。
 

加
え
て
国
に
お
け
る
三
位
一
体
改
革
に
よ
る
補

助
金
の
削
減
な
ど
、
本
町
に
お
け
る
財
政
状
況
は
、

極
め
て
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
、
本
町
の
新
た
な

行
政
運
営
の
羅
針
盤
と
す
る
た
め
、
久
御
山
町
第

4
次
総
合
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。
 

こ
の
計
画
に
お
い
て
は
、
基
本
構
想
・
基
本
計

画
と
も
に
、
目
標
年
次
を
平
成
27
年
度
と
し
、
人

口
フ
レ
ー
ム
を
１
万
8
千
人
と
し
て
お
り
ま
す
。
 

土
地
利
用
構
想
で
は
、
今
回
初
め
て
住
街
区
促

進
ゾ
ー
ン
を
設
定
し
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
指
標

と
な
り
ま
す
人
口
フ
レ
ー
ム
の
達
成
に
向
け
て
、

住
宅
、
産
業
、
福
祉
、
教
育
、
子
育
て
支
援
な
ど

の
定
住
化
政
策
を
計
画
的
か
つ
総
合
的
に
推
進
し

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
 

今
後
10 
年
の
厳
し
い
時
代
を
乗
り
越
え
て
い
く

た
め
、
住
民
参
加
の
推
進
は
も
と
よ
り
、
住
民
の

皆
様
と
行
政
が
と
も
に
手
を
携
え
、「
協
働
と
連

携
」
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
 

ま
た
、
合
併
問
題
は
、
地
方
自
治
の
根
幹
に
か

か
わ
る
重
要
な
問
題
で
あ
り
ま
す
。
宇
治
市
、
城

陽
市
、
宇
治
田
原
町
、
井
手
町
の
2
市
2
町
の
枠

組
み
で
新
た
な
協
議
が
さ
れ
よ
う
と
し
て
お
り
、

2
市
2
町
の
動
向
を
注
視
す
る
と
と
も
に
、
住
民

の
皆
様
へ
合
併
に
関
す
る
情
報
を
提
供
し
、
再
度
、

ご
意
見
を
お
聴
き
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
 

い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、
第
4
次
総
合
計
画
の

ま
ち
の
将
来
像
で
あ
る
「
人
輝
き
　心
和
ら
ぐ
　躍

動
の
ま
ち
　久
御
山
」
の
実
現
に
向
け
ま
し
て
、

誠
心
誠
意
の
努
力
で
も
っ
て
行
政
運
営
に
取
り
組

ん
で
ま
い
る
決
意
で
ご
ざ
い
ま
す
。
 

ど
う
か
、
住
民
の
皆
様
の
ご
指
導
と
ご
支
援
、

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
 

   複
雑
・
多
様
化
し
て
い
る
行
政
需
要
に
的
確
に

対
応
し
て
い
く
た
め
に
は
、
職
員
の
定
員
管
理
の

適
正
化
や
給
与
・
手
当
の
適
正
化
、
行
政
組
織
の

再
編
・
強
化
、
事
務
事
業
の
見
直
し
と
改
善
が
喫

緊
の
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

そ
の
た
め
、
新
た
に
推
進
期
間
を
平
成
21
年
度

ま
で
と
し
た
久
御
山
町
第
3
次
行
政
改
革
大
綱
と

あ
わ
せ
て
、
行
政
改
革
の
具
体
的
な
実
行
計
画
で

あ
る
久
御
山
町
集
中
改
革
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
住

民
の
皆
様
に
公
表
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
皆
様
の
監

視
の
も
と
に
計
画
の
着
実
な
実
施
を
図
っ
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
 

特
に
、
事
務
事
業
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
計

画
的
に
行
政
評
価
制
度
を
導
入
し
、
各
事
務
事
業

の
整
理
・
統
合
、
廃
止
等
の
見
直
し
を
お
こ
な
い

ま
す
。
 

心
が
か
よ
う
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま
ち
づ
く
り
 

住
民
と
行
政
に
よ
る
「
協
働
と
連
携
」
の
 

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
 

坂本町長は、3月1日開会の町議会3月定例会で、町政運営に対する基本的な考え
方である施政方針を表明。住民の皆様と行政による「協働と連携」のまちづくりを行
政経営の基本に、18年度からスタートする第4次総合計画のまちの将来像である「人
輝き　心和らぐ　躍動のまち　久御山」の実現に向け、誠心誠意の努力でもって行政運
営に取り組んでいく決意を明らかにしました。そのあらましは、次のとおりです。 

平成18年度　坂本町長施政方針（要旨） 平成18年度　坂本町長施政方針（要旨） 
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   市
街
地
整
備
で
は
、
新
市
街
地
整
備
事
業
と
し

て
、
本
町
の
中
心
地
で
将
来
の
ま
ち
の
拠
点
機
能

を
備
え
た
「
ま
ち
の
駅
」
整
備
を
図
る
ほ
か
、
広

域
幹
線
道
路
整
備
に
よ
る
適
切
な
土
地
利
用
の
検

討
を
お
こ
な
い
、
市
街
化
区
域
と
市
街
化
調
整
区

域
の
区
分
の
見
直
し
を
進
め
ま
す
。
 

の
っ
て
こ
バ
ス
に
つ
い
て
は
、
住
民
・
就
業
者

の
利
便
性
の
評
価
・
総
括
を
お
こ
な
う
と
と
も
に
、

今
後
の
採
算
性
や
運
行
手
法
の
あ
り
方
も
含
め
た

検
討
を
お
こ
な
い
ま
す
。
 

生
活
に
密
着
し
た
道
路
の
安
全
性
、
快
適
性
の

向
上
を
め
ざ
し
、
藤
和
田
2
号
線
の
道
路
改
良
や

田
井
・
林
線
の
歩
道
設
置
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。
 

地
域
や
住
民
の
憩
い
と
交
流
の
場
と
し
て
、
安

全
・
安
心
な
公
園
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
町
の
西

地
域
に
お
い
て
は
、
地
域
の
ふ
れ
あ
い
ス
ペ
ー
ス

と
し
て
、
小
規
模
公
園
の
計
画
的
な
整
備
を
進
め

る
と
と
も
に
、
東
地
域
に
お
い
て
は
、
緑
地
の
有

効
活
用
と
散
策
機
能
の
充
実
を
図
る
た
め
、
前
年

度
に
実
施
設
計
を
お
こ
な
っ
た
宮
ノ
川
南
公
園
の

改
修
工
事
を
実
施
し
ま
す
。
 

水
道
事
業
で
は
、
財
政
の
健
全
化
に
向
け
て
経

営
努
力
を
続
け
、
引
き
続
き
水
道
料
金
の
負
担
軽

減
を
図
り
ま
す
。
 

公
共
下
水
道
整
備
に
つ
い
て
は
、
市
田
地
区
に

お
い
て
枝
線
管
渠
工
事
を
施
工
し
、
森
、
島
田
、

下
津
屋
地
区
と
御
牧
小
学
校
や
そ
の
周
辺
の
公
共

施
設
に
お
い
て
面
整
備
工
事
を
お
こ
な
い
ま
す
。
 

   農
業
振
興
で
は
、
農
産
物
直
売
所
を
核
と
し
た

久
御
山
ブ
ラ
ン
ド
化
の
推
進
や
農
を
通
じ
た
生
産

者
と
消
費
者
と
の
交
流
の
場
づ
く
り
を
積
極
的
に

推
進
す
る
と
と
も
に
、
本
町
の
水
田
農
業
を
よ
り

発
展
さ
せ
る
た
め
に
、
実
情
に
即
し
た
野
菜
・
加

工
用
米
等
へ
の
助
成
を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。
 

町
独
自
の
融
資
制
度
の
「
マ
ル
久
」
の
融
資
限

度
額
の
拡
充
や
商
工
会
へ
の
支
援
の
ほ
か
、
企
業

立
地
促
進
助
成
制
度
の
期
間
延
長
な
ど
を
お
こ
な

い
、
地
域
経
済
の
活
性
化
と
雇
用
機
会
の
促
進
を

図
り
ま
す
。
 

中
小
・
零
細
企
業
に
お
い
て
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
や
Ｋ
Ｅ

Ｓ
な
ど
の
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
認
証
取
得
の
促
進

が
図
ら
れ
る
よ
う
支
援
制
度
を
創
設
し
ま
す
。
 

こ
れ
ら
の
総
合
的
な
支
援
に
よ
り
、
競
争
力
や

信
頼
を
高
め
て
経
営
の
安
定
化
を
図
り
、「
モ
ノ

づ
く
り
の
ま
ち
久
御
山
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
さ
ら
に

高
め
て
ま
い
り
ま
す
。
 

    幼
保
一
体
的
運
営
に
つ
い
て
は
、
本
年
度
か
ら

佐
山
幼
稚
園
で
佐
山
保
育
所
5
歳
児
と
の
幼
保
一

体
的
運
営
を
進
め
ま
す
。
 

幼
稚
園
・
保
育
所
と
小
学
校
と
の
連
携
・
接
続

を
強
め
、
子
ど
も
の
理
解
を
よ
り
深
め
て
、
小
学

校
以
上
の
教
育
に
つ
な
が
る
「
確
か
な
学
力
」「
豊

か
な
心
」「
健
康
な
身
体
」
を
育
ん
で
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
 

小
学
校
や
幼
稚
園
、
保
育
所
の
門
扉
に
オ
ー
ト

ロ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
出
入
口
を
施
錠
す

る
こ
と
に
よ
り
安
全
を
確
保
し
ま
す
。
 

ま
た
、
通
学
路
等
に
お
け
る
登
下
校
の
安
全
対

策
面
で
は
、
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
員
配
置
の
充
実
に

加
え
、
地
域
の
関
係
団
体
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
な
ど
、
多
く
の
方
々
の
お
力
を
お
貸
し
い
た

だ
く
な
か
で
、
で
き
る
限
り
隙
間
の
な
い
取
り
組

み
を
展
開
し
ま
す
。
 

教
育
環
境
整
備
に
つ
い
て
は
、
東
角
小
学
校
南

校
舎
の
耐
震
補
強
や
外
壁
等
の
改
修
工
事
、
佐
山

小
学
校
給
食
室
の
屋
上
防
水
工
事
な
ど
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
 

   久
御
山
町
生
涯
学
習
推
進
計
画
を
も
と
に
、
生

涯
学
習
施
策
の
推
進
を
図
り
ま
す
。
 

社
会
体
育
に
つ
い
て
は
、
地
域
で
の
ス
ポ
ー
ツ

の
振
興
を
図
る
た
め
に
、
財
団
法
人
久
御
山
町
文

化
ス
ポ
ー
ツ
事
業
団
や
久
御
山
町
体
育
協
会
、
久

御
山
町
体
育
振
興
会
等
の
組
織
が
連
携
し
、
各
種

ス
ポ
ー
ツ
事
業
の
推
進
や
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
育
成

な
ど
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
ま

す
。
 

ま
た
、
本
年
度
か
ら
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入

し
、
財
団
法
人
久
御
山
町
文
化
ス
ポ
ー
ツ
事
業
団

を
指
定
管
理
者
に
指
定
し
、
さ
ら
な
る
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
質
の
向
上
と
管
理
・
運
営
経
費
の
節
減
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
 

久
御
山
町
男
女
協
同
参
画
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、

女
性
の
相
談
窓
口
を
は
じ
め
、
男
女
共
同
参
画
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
や
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
 

   65
歳
以
上
の
方
に
対
し
て
新
た
に
取
り
組
む
介

護
予
防
事
業
の
対
象
者
把
握
の
た
め
、
生
活
機
能

評
価
を
含
ん
だ
介
護
予
防
健
康
診
査
を
実
施
し
ま

す
。
 

ま
た
、
3
歳
児
健
診
に
お
け
る
フ
ッ
素
塗
布
を

取
り
入
れ
、
2
歳
6
か
月
児
歯
科
健
診
と
あ
わ
せ

て
、
乳
幼
児
の
む
し
歯
予
防
に
努
め
ま
す
。
 

子
育
て
の
相
談
や
情
報
提
供
の
充
実
を
図
る
た

め
、
そ
の
拠
点
施
設
と
な
る
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
の
設
置
に
向
け
て
、
施
設
の
設
計
と
設
置
場
所

の
検
討
を
お
こ
な
い
ま
す
。
 

来
る
べ
き
超
高
齢
化
社
会
を
見
据
え
て
、
久
御

山
町
第
4
次
高
齢
者
福
祉
計
画
を
策
定
し
、
そ
の

初
年
度
と
し
て
施
策
を
計
画
的
に
推
進
し
ま
す
。
 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
創
設
し
、
そ
の
運

営
を
社
会
福
祉
法
人
に
委
託
す
る
と
と
も
に
、
地

域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
実
施
の
た
め
の
民
間
事
業
者

に
お
け
る
事
業
所
開
設
を
促
進
し
ま
す
。
 

障
害
者
自
立
支
援
法
の
施
行
に
と
も
な
い
、
低

所
得
者
層
の
負
担
軽
減
に
努
め
ま
す
。
 

国
民
健
康
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
平
準
化
を

視
野
に
入
れ
た
税
率
改
正
に
取
り
組
み
ま
す
。
 

    地
球
温
暖
化
防
止
の
一
つ
と
し
て
、
本
庁
舎
に

お
い
て
「
Ｋ
Ｅ
Ｓ
・
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ

ム
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
の
認
証
取
得
を
め
ざ
す
と

と
も
に
、
平
成
19 
年
度
以
降
5
年
間
の
新
た
な
地

球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
の
策
定
を
お
こ
な
い
ま

す
。
 

河
川
等
の
美
化
活
動
に
取
り
組
む
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
の
活
動
支
援
や
自
然
観
察
会
の
実
施
な
ど
、

環
境
教
育
の
推
進
を
図
り
ま
す
。
 

ご
み
の
減
量
化
と
再
資
源
化
を
促
進
し
、
身
近

な
取
り
組
み
と
し
て
使
用
済
み
の
天
ぷ
ら
油
（
廃

食
用
油
）
の
回
収
を
実
施
し
、
河
川
の
水
質
保
全

を
図
り
、
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
に
努
め
ま
す
。
 

久
御
山
町
地
域
防
災
計
画
の
充
実
を
図
る
と
と

も
に
、
ゴ
ム
ボ
ー
ト
や
救
命
胴
衣
な
ど
の
防
災
備

品
な
ど
の
整
備
を
図
り
ま
す
。
 

子
ど
も
の
安
全
を
高
め
る
全
町
的
な
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
づ
く
り
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
ま
ち
の
安

全
パ
ト
ロ
ー
ル
キ
ャ
ッ
プ
や
ベ
ス
ト
を
貸
与
し
、

見
守
り
活
動
の
支
援
を
お
こ
な
い
ま
す
。
 

※
施
政
方
針
の
全
文
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。
 

豊
か
な
心
と
た
く
ま
し
く
 

　
　
生
き
る
力
を
育
む
教
育
の
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り
 

自
然
と
人
が
と
も
に
生
き
る
 

　
　
安
全
で
安
心
な
 

　
　
　
　
　
暮
ら
し
の
基
盤
づ
く
り
 

お
互
い
を
尊
重
し
、
豊
か
な
 

　
　
　
文
化
あ
ふ
れ
る
風
土
づ
く
り
 

結
び
合
い
が
支
え
る
 

　
　
　
　
　
　
福
祉
と
健
康
づ
く
り
 

魅
力
を
生
み
出
す
定
住
と
 

 
 
 
 
 
 
交
流
の
基
盤
づ
く
り
 

豊
か
な
暮
ら
し
や
人
々
の
活
力
を
 

 
 
 
 
 
創
造
す
る
産
業
づ
く
り
 

平成18年度　坂本町長施政方針（要旨） 

す
き
 

き
ょ
 

11
　　　　　　 

広報くみやま 平成18年4月1日 



一
般
会
計
、
特
別
会
計
な
ど
を
合
わ
せ
、
総
額
で
百
二
十
五
億
一
千
四
百
三
十
二
万
円
と
な
る
平
成
十

八
年
度
の
当
初
予
算
が
、
三
月
定
例
議
会
に
提
案
さ
れ
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
 

一
般
会
計
は
、
七
十
二
億
二
千
二
百
万
円
と
な
り
前
年
度
の
当
初
予
算
と
比
べ
四
億
一
千
二
百
万
円
、

六
・
〇
㌫
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
 

主
な
財
源
の
町
税
の
減
収
を
は
じ
め
、
三
位
一
体
改
革
に
よ
る
国
庫
補
助
負
担
金
の
削
減
な
ど
、
財
源

の
確
保
が
非
常
に
厳
し
い
な
か
、
こ
れ
ま
で
継
続
し
て
き
た
独
自
の
各
種
住
民
負
担
軽
減
策
を
引
き
続
き

維
持
し
な
が
ら
、
子
ど
も
に
対
す
る
安
全
・
安
心
を
守
る
施
策
や
子
育
て
支
援
策
、
就
学
前
教
育
の
推
進
、

教
育
環
境
の
整
備
な
ど
、
次
世
代
を
担
う
児
童
等
を
養
育
す
る
世
代
に
対
す
る
支
援
策
、
高
齢
者
や
障
害

者
に
対
す
る
福
祉
施
策
の
推
進
、
住
民
と
の
協
働
と
連
携
に
よ
る
行
政
運
営
を
推
進
す
る
施
策
の
充
実
な

ど
に
重
点
配
分
し
ま
し
た
。（
金
額
は
い
ず
れ
も
一
万
円
未
満
四
捨
五
入
）
 

 平
成
十
八
年
度
の
予
算
総
額
は
百
二
十
五
億
一

千
四
百
三
十
二
万
円
、
前
年
度
の
当
初
予
算
と
比

べ
、
五
億
八
千
九
百
六
十
七
万
円
（
四
・
九
㌫
）

の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

内
訳
は
、
一
般
会
計
が
七
十
二
億
二
千
二
百
万

円
、
国
民
健
康
保
険
や
公
共
下
水
道
事
業
な
ど
、

五
つ
の
特
別
会
計
で
四
十
五
億
四
千
六
百
七
十
万

円
、
そ
し
て
、
水
道
事
業
会
計
が
七
億
四
千
五
百

六
十
二
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

一
般
会
計
で
は
、
町
税
の
減
収
や
三
位
一
体
改

革
に
よ
る
国
庫
補
助
負
担
金
の
削
減
な
ど
、
財
源

の
確
保
が
非
常
に
厳
し
く
な
り
、
加
え
て
、
義
務

的
経
費
等
の
増
加
に
よ
り
年
々
財
政
の
硬
直
化
が

進
む
な
か
、
経
常
経
費
の
前
年
度
比
5
㌫
減
の
シ

ー
リ
ン
グ
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
久
御
山
町
第

3
次
行
政
改
革
大
綱
や
集
中
改
革
プ
ラ
ン
で
の
事

務
事
業
の
見
直
し
を
反
映
す
る
な
か
で
、
久
御
山

町
第
4
次
総
合
計
画
の
ま
ち
の
将
来
像
で
あ
る
「
人

輝
き
 
心
和
ら
ぐ
 
躍
動
の
ま
ち
 
久
御
山
」
の
実

現
に
向
け
た
種
々
の
事
業
費
を
計
上
し
た
予
算
と

な
っ
て
い
ま
す
。
 

   町
税
は
、
四
十
三
億
五
千
百
三
十
一
万
円
、
前

年
度
と
比
べ
九
百
一
万
円
、
〇
・
二
㌫
の
減
と
な

り
、
歳
入
全
体
に
占
め
る
構
成
比
は
、
六
十
・
二

㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

地
方
譲
与
税
で
は
、
三
位
一
体
改
革
に
と
も
な

う
税
源
移
譲
措
置
と
し
て
の
所
得
譲
与
税
の
増
な

ど
、
前
年
度
と
比
べ
七
千
万
円
増
の
一
億
八
千
五

百
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
恒
久
的
な

減
税
の
実
施
に
と
も
な
う
地
方
税
の
減
収
の
一
部

を
補
て
ん
す
る
た
め
の
地
方
特
例
交
付
金
で
七
千

万
円
を
計
上
し
、
地
方
消
費
税
交
付
金
で
三
億
六

千
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
 

国
庫
支
出
金
で
は
、
障
害
者
自
立
支
援
給
付
費

国
庫
負
担
金
や
各
種
児
童
手
当
交
付
金
、
ま
ち
づ

く
り
交
付
金
な
ど
で
、
前
年
度
と
比
べ
一
億
八
千

八
百
八
十
四
万
円
増
の
三
億
九
千
八
百
七
十
三
万

円
を
計
上
。
府
支
出
金
で
は
、
市
町
村
未
来
づ
く

り
交
付
金
や
在
宅
福
祉
事
業
費
補
助
金
な
ど
で
、

二
億
一
千
九
百
十
四
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
 

 繰
入
金
で
は
、
歳
出
に
見
合
っ
た
財
源
を
確
保

す
る
た
め
、
財
政
調
整
基
金
か
ら
三
億
三
千
三
百

万
円
、
公
共
施
設
建
設
基
金
か
ら
二
億
五
千
万
円

な
ど
を
繰
り
入
れ
、
繰
入
金
の
総
額
は
、
前
年
度

と
比
べ
四
千
七
百
八
十
二
万
円
減
の
五
億
八
千
九

百
二
十
七
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

町
債
で
は
、
一
般
財
源
の
不
足
を
補
う
た
め
の

臨
時
財
政
対
策
債
の
ほ
か
、
新
市
街
地
整
備
事
業

債
や
小
学
校
校
舎
改
修
事
業
債
な
ど
で
六
億
五
千

五
百
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
 

 
▼平成18年度会計別当初予算額 

※水道事業会計は、支出の総額であり、収入額とは相違があります。 

老　人　保　健 

三郷山財産区  

国民健康保険  

一　般　会　計 

水道事業会計  

特別会計 

 

介　護　保　険 

合　　　　　計 

公共下水道事業 

13億 950万円 

780万円 

13億7140万円 

72億2200万円 

7億4562万円 

7億1420万円 

125億1432万円 

11億4380万円 

1億 900万円 

▲50万円 

9360万円 

4億1200万円 

1417万円 

4160万円 

5億8967万円 

▲8020万円 

9.1％ 

▲6.0％ 

7.3％ 

6.0％ 

1.9％ 

6.2％ 

4.9％ 

▲6.6％ 

会　計　名 予　算　額 対前年度増減額 増　減　率 

一般会計 
歳　入 

　町
税
が
全
体
の
 

６０
㌫
を
占
め
る
 

平
成
18 
年
度
当
初
予
算
 

総額１２５億１４３２万円 

住民との協働による行政運営と 
安全で安心して暮らせるまちづくりを推進 

一般会計は、６.０㌫増の７２億２２００万円 
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総
務
費
　
市
町
合
併
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施
を

は
じ
め
、
子
ど
も
議
会
の
開
催
や
自
治
会
長
サ
ロ

ン
の
実
施
、
久
御
山
町
第
4
次
総
合
計
画
の
概
要

版
の
作
成
、
そ
し
て
、
災
害
時
に
必
要
な
ゴ
ム
ボ

ー
ト
や
救
命
胴
衣
な
ど
の
防
災
備
品
の
購
入
、
ま

た
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を

め
ざ
し
、
子
ど
も
安
全
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
に
よ

る
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
の
展
開
、
武
力
攻
撃
災
害
が

発
生
し
た
場
合
の
救
援
等
の
対
策
を
ま
と
め
た
国

民
保
護
計
画
の
策
定
な
ど
で
、
九
億
五
千
百
十
九

万
円
（
構
成
比
十
三
・
二
㌫
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

民
生
費
　
障
害
者
自
立
支
援
法
の
施
行
に
と
も
な

い
、
低
所
得
者
に
対
し
て
利
用
者
負
担
額
の
軽
減

策
や
障
害
福
祉
計
画
の
策
定
、
い
き
い
き
ホ
ー
ル

で
の
運
動
指
導
事
業
の
出
張
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施

の
ほ
か
、
子
育
て
支
援
施
策
で
は
、
平
成
十
九
年

度
に
お
け
る
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
整
備
に
向

け
、
機
能
、
施
設
の
設
計
費
お
よ
び
用
地
購
入
費
、

子
ど
も
の
安
全
確
保
を
図
る
た
め
の
保
育
所
の
門

扉
整
備
工
事
な
ど
で
、
十
六
億
三
百
四
十
六
万
円

（
同
二
十
二
・
二
㌫
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

衛
生
費
　
基
本
健
康
診
査
や
健
康
教
育
・
健
康
相

談
事
業
、
各
種
が
ん
検
診
事
業
な
ど
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
新
た
に
健
康
体
操
を
導
入
し
、
高
齢

者
が
寝
た
き
り
と
な
ら
な
い
よ
う
予
防
事
業
を
展

開
す
る
ほ
か
、
環
境
保
全
や
公
害
対
策
、
ご
み
の

減
量
化
と
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
経
費
な
ど
と
な
っ
て

い
ま
す
。
 

農
林
水
産
業
費
　
農
業
委
員
会
の
経
費
や
農
業
振

興
、
各
種
農
業
団
体
へ
の
助
成
、
町
独
自
の
産
地

づ
く
り
対
策
事
業
補
助
金
、
畑
地
灌
漑
施
設
を
改

修
す
る
農
業
基
盤
整
備
事
業
な
ど
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
農
産
物
直
売
所
設
置
推
進
事
業
補
助
金

な
ど
で
、
一
億
二
千
七
百
九
十
万
円
（
同
一
・
八

㌫
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

商
工
費
　
企
業
立
地
促
進
助
成
金
制
度
を
延
長
し

た
の
を
は
じ
め
、
環
境
問
題
を
考
慮
し
た
企
業
活

動
を
促
進
す
る
た
め
、
Ｋ
Ｅ
Ｓ
・
Ｉ
Ｓ
Ｏ
認
証
取

得
事
業
支
援
助
成
金
を
新
た
に
計
上
し
た
ほ
か
、

展
示
会
等
出
展
支
援
助
成
、
中
小
企
業
者
資
金
借

入
利
子
補
給
・
保
証
料
補
給
金
や
商
工
会
へ
の
支

援
な
ど
で
、
二
億
二
千
六
百
一
万
円
（
同
三
・
一

㌫
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

土
木
費
　
町
道
田
井
・
林
線
の
交
通
安
全
施
設
整

備
事
業
な
ど
の
道
路
整
備
や
地
区
内
排
水
路
の
整

備
費
、
維
持
管
理
経
費
の
ほ
か
、
町
内
を
巡
回
す

る
の
っ
て
こ
バ
ス
の
運
行
費
や
新
市
街
地
整
備
事

業
、
ふ
れ
あ
い
型
の
小
規
模
公
園
を
計
画
的
に
整

備
す
る
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
整
備
事
業
、
水
と
緑
の

回
廊
整
備
事
業
な
ど
で
、
十
五
億
四
千
二
百
十
一

万
円
（
同
二
十
一
・
四
㌫
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

消
防
費
　
緊
急
時
の
通
報
を
効
率
よ
く
受
信
で
き

る
よ
う
消
防
指
令
装
置
の
更
新
を
は
じ
め
、
消
防
・

防
災
用
の
資
材
搬
送
車
の
購
入
や
小
型
ポ
ン
プ
の

更
新
、
消
防
団
の
活
動
支
援
費
な
ど
、
救
急
・
消

防
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
 

教
育
費
　
通
学
路
の
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化
や

各
幼
稚
園
・
小
学
校
の
門
扉
の
自
動
施
錠
と
カ
メ

ラ
付
き
の
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
の
設
置
、
東
角
小
学
校

プ
ー
ル
改
修
工
事
や
東
角
小
学
校
北
校
舎
耐
震
補

強
お
よ
び
改
修
工
事
を
実
施
す
る
ほ
か
、
小
・
中

学
校
の
校
外
活
動
・
修
学
旅
行
費
補
助
な
ど
の
保

護
者
負
担
の
軽
減
策
や
佐
山
幼
稚
園
で
の
五
歳
児

の
一
体
的
運
営
の
実
施
、
そ
し
て
、
ゆ
う
ホ
ー
ル

や
総
合
体
育
館
な
ど
の
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
に

対
す
る
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
や
体
育
館
と
い

き
い
き
ホ
ー
ル
に
自
動
体
外
式
除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ

Ｄ
）
の
設
置
、
町
民
プ
ー
ル
の
幼
児
プ
ー
ル
塗
装

工
事
な
ど
で
、
十
一
億
三
千
二
百
六
十
三
万
円
（
同

十
五
・
七
㌫
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

一般会計 
歳　出 

土
木
費
が
大
幅
な
増
 

か
ん
が
い
 

地方譲与税等＝地方譲与税+利子割交付金+交通安全対策特別交付金+配当割交付金+株式等譲渡所得割交付金 
地方特例交付金等＝地方特例交付金+地方交付税　　諸収入等＝諸収入+寄附金+繰越金+財産収入 
 

▽歳 入 内 訳  
総額 72億2200万円 

▽歳出内訳（性質別） 
総額 72億2200万円 

地方譲与税等 
2億1200万円 
（3.0%） 

府支出金 
2億1914万円 
（3.0%） 

国庫支出金 
3億9873万円 
（5.5%） 

使用料及び手数料 
8484万円（1.2%） 

分担金及び負担金 
6202万円（0.8%） 

地方消費税交付金 
3億6000万円 
（5.0%） 

自動車取得税交付金 
4500万円（0.6%） 

地方特例交付金等 
9000万円（1.3%） 

繰入金 
5億8927万円 
（8.1%） 

諸収入等 
1億5469万円（2.2%） 

町債 
6億5500万円 
（9.1%） 

町税 
43億5131万円 
（60.2%） 

予備費  
2500万円（0.3%） 
積立金 
1833万円（0.3%） 

扶助費 
4億3427万円 
（6.0%） 

維持補修費 
7158万円 
（1.0%） 

貸付金 
4800万円（0.7%） 

　繰出金 
7億1187万円 
（9.9%） 

物件費 
13億7343万円 
（19.0%） 

補助費等 
6億8541万円 
（9.5%） 

普通建設事業（補助） 
6億1043万円（8.5%） 

人件費 
23億42万円 
（31.8%） 

普通建設事業 
（単独） 
4億6488万円 
（6.4%） 

公債費 
4億7838万円 
（6.6%） 
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●議会費　議会運営のために使うお金 
●総務費　全般的なまちづくりの費用や役場 
　の庁舎維持管理などの総括的な事務に使う 
　お金 
●民生費　高齢者や障害者、保育所運営など 
　の福祉全般の事務や事業に使うお金 
●衛生費　保健衛生やごみ処理など安全で衛 
　生的な生活のために使うお金 
●労働費　勤労者の技能の養成などに使うお 
　金 
●農林水産業費　農業の振興のために使うお 
　金 
●商工費　商工業の振興に使うお金 
●土木費　町道の新設や改良、河川の維持管 
　理、都市計画事業などに使うお金 
●消防費　防火水利・消防機械器具等の整備 
　や消防団の運営などに使うお金 
●教育費　幼稚園や小・中学校の運営費用や 
　生涯学習のための費用、町内の体育施設の 
　維持管理などに使うお金 
●公債費　建設事業などをおこなうための借 
　入金を返済するお金 
●予備費　予算外の支出または予算超過の支 
　出にあてるお金 

（一般会計予算額） 民　生　費 土　木　費 

消　防　費 公　債　費 商　工　費 

24,723円 27,656円 12,990円 

17,235人 

72億2200万円 

（3月1日現在人口） 

93,025円 89,673円 

419,031円 
住民一人あたりの予算額 

教　育　費 総　務　費 衛　生　費 

議　会　費 農林水産業費 

7,543円 7,542円 1,676円 

65,788円 55,312円 33,103円 

予 備 費 

労 働 費 

歳出の 
目的別内訳 

予備費 
2500万円（0.3%） 

商工費 
2億2601万円（3.1%） 

議会費 
1億2980万円（1.8%） 

公債費 
4億7838万円（6.6%） 

労働費 
890万円（0.1%） 

消防費 
4億2253万円（5.9%） 

農林水産業費 
1億2790万円（1.8%） 

総務費 
9億5119万円 
（13.2%） 

民生費 
16億346万円 
（22.2%） 

衛生費 
5億7409万円（7.9%） 

土木費 
15億4211万円 
（21.4%） 

教育費 
11億3263万円 
（15.7%） 
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◆
市
町
合
併
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
〈
新
〉
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
三
百
一
万
円
】
 

市
町
合
併
に
つ
い
て
、
広
く
住
民
の
意
向
を
把

握
す
る
た
め
、
合
併
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
し
ま
す
。
 

◆
第
4
次
総
合
計
画
書
お
よ
び
概
要
版
の
作
成
 

　
〈
新
〉
　
　
　
　
　
　
【
五
百
七
十
四
万
円
】
 

第
4
次
総
合
計
画
書
お
よ
び
概
要
版
を
作
成
し
、

全
戸
配
布
を
お
こ
な
い
ま
す
。
 

◆
広
報
「
く
み
や
ま
」
の
発
行
 

　
　
　
　
　
　
　
　
【
一
千
八
百
六
十
一
万
円
】
 

住
民
情
報
や
町
の
話
題
な
ど
を
広
く
住
民
に
提
供

し
、
町
政
の
理
解
を
深
め
ま
す
。
 

◆
町
政
モ
ニ
タ
ー
制
度
 
 
 
 
【
六
十
万
円
】
 

住
民
の
町
政
に
対
す
る
要
望
等
を
把
握
す
る
た

め
、
町
政
モ
ニ
タ
ー
制
度
を
実
施
し
ま
す
。
 

◆
子
ど
も
議
会
の
開
催
〈
新
〉
 
 
【
三
万
円
】
 

町
政
に
対
す
る
住
民
参
加
と
協
働
の
観
点
か
ら

子
ど
も
議
会
を
開
催
し
、
町
政
運
営
の
推
進
に
努

め
ま
す
。
 

◆
自
治
会
長
サ
ロ
ン
の
開
催
〈
新
〉
【
三
万
円
】
 

サ
ロ
ン
形
式
に
よ
る
自
治
会
長
の
情
報
交
換
の

場
を
提
供
し
ま
す
。
 

◆
新
市
街
地
整
備
事
業
 

　
　
　
　
　
　
【
五
億
四
千
九
百
九
十
一
万
円
】
 

将
来
、
市
街
地
形
成
を
計
画
し
て
い
る
地
域
に

つ
い
て
、
地
区
計
画
と
地
権
者
に
よ
る
土
地
区
画

整
理
事
業
の
手
法
に
よ
り
、
ま
ち
づ
く
り
の
活
性

化
を
図
り
ま
す
。
 

◆
公
共
交
通
の
っ
て
こ
バ
ス
運
行
事
業
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
四
千
百
七
十
九
万
円
】
 

町
内
公
共
交
通
網
の
充
実
と
住
民
の
交
通
利
便

性
向
上
の
た
め
、
の
っ
て
こ
バ
ス
の
運
行
を
お
こ

な
い
ま
す
。
 

◆
道
路
改
良
お
よ
び
歩
道
の
整
備
 

　
　
　
　
　
　
　
　
【
一
億
四
千
五
十
八
万
円
】
 

円
滑
で
安
全
な
道
路
交
通
体
系
確
立
の
た
め
、

道
路
整
備
・
歩
道
等
の
整
備
を
お
こ
な
い
ま
す
。
 

◆
宮
ノ
川
南
公
園
改
修
事
業
〈
新
〉
 

　
　
　
　
　
　
　
　
【
二
千
五
百
三
十
二
万
円
】
 

公
園
散
策
路
の
改
修
や
子
ど
も
か
ら
老
人
ま
で

の
憩
い
の
ス
ペ
ー
ス
づ
く
り
な
ど
、
地
域
の
特
性

に
あ
っ
た
個
性
的
な
公
園
に
改
修
し
ま
す
。
 

◆
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
整
備
事
業
〈
新
〉
 

　
　
　
　
　
　
　
　
【
三
千
三
百
二
十
五
万
円
】
 

旧
集
落
地
域
に
ふ
れ
あ
い
型
の
小
規
模
公
園
（
ポ

ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
）
を
計
画
的
に
整
備
し
ま
す
。
 

◆
中
央
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
張
替
工
事
〈
新
〉
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
五
百
万
円
】
 

中
央
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
張
り
替
え
、
利
用

者
の
利
便
性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。
 

◆
水
と
緑
の
回
廊
整
備
事
業
【
九
百
七
十
万
円
】
 

都
市
下
水
路
の
管
理
用
通
路
を
活
用
し
、
や
す

ら
ぎ
と
う
る
お
い
の
あ
る
自
転
車
・
歩
行
者
道
路

を
整
備
し
ま
す
。
 

◆
佐
山
都
市
下
水
路
河
床
張
工
事
〈
新
〉
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
三
百
万
円
】
 

佐
山
都
市
下
水
路
の
改
修
整
備
を
お
こ
な
い
、

排
水
機
能
の
向
上
を
図
り
ま
す
。
 

◆
野
村
地
内
排
水
路
整
備
事
業
〈
新
〉
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
四
百
七
十
万
円
】
 

地
区
内
排
水
路
等
の
改
修
整
備
を
計
画
的
に
お

こ
な
い
ま
す
。
 

◆
佐
山
排
水
機
場
機
器
整
備
事
業
〈
新
〉
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
一
千
四
百
六
十
万
円
】
 

佐
山
排
水
機
場
の
各
種
設
備
機
器
の
老
朽
化
に

と
も
な
い
、
更
新
等
の
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
を
お
こ

な
い
ま
す
。
 

◆
畑
地
灌
漑
施
設
更
新
事
業
〈
新
〉
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
一
千
三
百
万
円
】
 

老
朽
化
し
て
い
る
畑
地
灌
漑
施
設
の
更
新
に
よ

り
、
安
定
的
な
水
量
、
水
質
を
確
保
し
ま
す
。
 

◆
農
産
物
直
売
所
設
置
推
進
事
業
補
助
金
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
百
二
十
万
円
】
 

農
産
物
の
久
御
山
ブ
ラ
ン
ド
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
直
売
所
の
運
営
経
費
に
対
し
支
援
を
お
こ

な
い
ま
す
。
 

◆
担
い
手
育
成
総
合
支
援
協
議
会
補
助
金
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
百
五
十
五
万
円
】
 

農
業
の
担
い
手
を
育
成
す
る
総
合
的
な
施
策
の

検
討
な
ど
を
お
こ
な
う
協
議
会
に
対
し
、
事
業
活

動
の
費
用
に
つ
い
て
補
助
を
お
こ
な
い
ま
す
。
 

◆
産
地
づ
く
り
対
策
事
業
補
助
金
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
一
千
百
四
十
六
万
円
】
 

水
田
農
業
構
造
改
革
対
策
を
推
進
す
る
た
め
、

産
地
づ
く
り
対
策
事
業
に
対
し
、
町
の
実
態
に
即

し
た
補
助
を
お
こ
な
い
ま
す
。
 

◆
Ｋ
Ｅ
Ｓ
・
Ｉ
Ｓ
Ｏ
認
証
取
得
事
業
支
援
助
成
金

〈
新
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
【
百
八
十
万
円
】
 

中
小
企
業
者
の
競
争
力
や
信
頼
、
環
境
問
題
に

考
慮
し
た
企
業
活
動
を
高
め
る
た
め
、
Ｋ
Ｅ
Ｓ
・

Ｉ
Ｓ
Ｏ
認
証
取
得
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。
 

◆
展
示
会
等
出
展
支
援
助
成
事
業
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
百
五
十
万
円
】
 

企
業
が
展
示
会
等
に
出
展
す
る
際
の
出
展
費
用

や
移
送
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。
 

◆
企
業
立
地
促
進
助
成
金
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
六
千
三
百
五
十
万
円
】
 

一
定
の
条
件
を
満
た
し
た
町
外
か
ら
の
転
入
企

業
お
よ
び
町
内
で
の
移
転
、
新
増
設
企
業
に
対
し
、

町
独
自
の
助
成
を
お
こ
な
い
、
企
業
立
地
と
雇
用

の
促
進
を
図
り
ま
す
。
 

◆
商
工
会
補
助
金
　
【
一
千
九
百
六
十
四
万
円
】
 

商
工
業
の
総
合
的
な
改
善
・
発
展
を
め
ざ
す
町

商
工
会
に
対
し
て
補
助
し
ま
す
。
 

◆
中
小
企
業
者
資
金
借
入
れ
保
証
料
補
給
お
よ
び

利
子
補
給
　
　
　
　
　
　
【
八
千
三
十
万
円
】
 

中
小
企
業
経
営
の
安
定
の
た
め
に
、
必
要
な
資

金
の
融
資
を
受
け
た
者
に
対
し
、
そ
の
融
資
に
係

る
保
証
料
お
よ
び
利
子
の
一
部
を
補
給
し
ま
す
。
 

か
ん
が
い
 

市
町
合
併
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
 

子
ど
も
議
会
の
開
催
 

心
が
か
よ
う
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
ま
ち
づ
く
り
 

農
産
物
直
売
所
へ
の
支
援
や
 

Ｋ
Ｅ
Ｓ
等
認
証
取
得
に
助
成
 

豊
か
な
暮
ら
し
や
人
々
の
活
力
を
創
造
す
る
産
業
づ
く
り
 

新
市
街
地
整
備
の
推
進
 

ふ
れ
あ
い
型
の
小
規
模
公
園
を
整
備
 

魅
力
を
生
み
出
す
定
住
と
交
流
の
基
盤
づ
く
り
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◆
東
角
小
学
校
プ
ー
ル
改
修
工
事
〈
新
〉
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
八
千
二
百
二
十
万
円
】
 

東
角
小
学
校
プ
ー
ル
の
改
修
を
お
こ
な
い
、
教

育
環
境
の
整
備
・
充
実
を
図
り
ま
す
。
 

◆
東
角
小
学
校
北
校
舎
耐
震
補
強
お
よ
び
改
修
工

事
〈
新
〉
　
　
　
　
　
　
【
九
千
九
百
万
円
】
 

東
角
小
学
校
北
校
舎
の
耐
震
補
強
お
よ
び
改
修

工
事
を
お
こ
な
い
、
教
育
環
境
の
整
備
・
充
実
を

図
り
ま
す
。
 

◆
児
童
安
全
確
保
対
策
〈
新
〉【
一
千
三
十
万
円
】
 

小
学
校
、
幼
稚
園
、
保
育
所
の
門
扉
を
オ
ー
ト

ロ
ッ
ク
化
す
る
と
と
も
に
、
カ
メ
ラ
付
き
イ
ン
タ

ー
ホ
ン
を
設
置
し
ま
す
。
ま
た
、
通
学
路
の
安
全

パ
ト
ロ
ー
ル
の
時
間
を
延
長
し
、
児
童
の
よ
り
一

層
の
安
全
確
保
を
図
り
ま
す
。
 

◆
社
会
教
育
事
業
（
い
き
が
い
大
学
・
各
種
講
座

等
）
　
　
　
　
　
　
　
【
三
百
三
十
七
万
円
】
 

生
涯
学
習
の
一
つ
と
し
て
、
い
き
が
い
大
学
な

ど
を
開
催
し
、
住
民
の
社
会
教
育
お
よ
び
生
涯
教

育
の
向
上
を
図
り
ま
す
。
 

◆
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
指
定
管
理
料
〈
新
〉
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
一
億
六
千
三
百
万
円
】
 

指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
、
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
施
設
の
効
率
的
運
営
を
図
り
ま
す
。
 

◆
中
央
公
民
館
設
備
改
修
工
事
〈
新
〉
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
七
百
三
十
万
円
】
 

中
央
公
民
館
の
高
圧
受
電
設
備
の
改
修
工
事
を

お
こ
な
い
ま
す
。
 

◆
幼
児
プ
ー
ル
塗
装
工
事
〈
新
〉
【
百
十
万
円
】
 

幼
児
プ
ー
ル
の
老
朽
化
に
と
も
な
い
、
塗
装
の

補
修
を
お
こ
な
い
ま
す
。
 

◆
自
動
体
外
式
除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
の
設
置
　

〈
新
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
【
八
十
三
万
円
】
 

総
合
体
育
館
と
い
き
い
き
ホ
ー
ル
に
自
動
体
外

式
除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
を
設
置
し
ま
す
。
 

◆
男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
【
八
十
七
万
円
】
 

男
女
平
等
と
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、

具
体
的
な
施
策
を
展
開
し
ま
す
。
 

◆
基
本
健
康
診
査
　
【
二
千
九
百
三
十
二
万
円
】
 

生
活
習
慣
病
の
早
期
発
見
お
よ
び
健
康
保
持
と

適
切
な
医
療
の
確
保
を
図
る
た
め
、
基
本
健
康
診

査
、
結
核
検
診
等
を
実
施
し
ま
す
。
 

◆
各
種
が
ん
検
診
事
業
　
【
九
百
五
十
四
万
円
】
 

肺
が
ん
検
診
、
55
歳
以
上
の
男
性
を
対
象
と
す

る
前
立
腺
が
ん
検
診
を
は
じ
め
、
各
種
の
が
ん
検

診
を
実
施
し
ま
す
。
 

◆
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
設
計
等
業
務
〈
新
〉
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
四
千
八
百
十
七
万
円
】
 

平
成
十
九
年
度
に
お
け
る
少
子
化
対
策
、
子
育

て
支
援
の
拠
点
施
設
の
整
備
に
向
け
て
、
機
能
、

施
設
内
容
の
設
計
お
よ
び
用
地
を
購
入
し
ま
す
。
 

◆
小
学
校
・
中
学
校
学
級
費
・
修
学
旅
行
費
・
校

外
活
動
費
補
助
金
【
一
千
七
百
四
十
九
万
円
】
 

保
護
者
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
小
学
校
、

中
学
校
の
修
学
旅
行
費
等
に
対
し
、
補
助
を
お
こ

な
い
ま
す
。
 

◆
乳
幼
児
医
療
給
付
　
　
【
三
千
百
七
十
万
円
】
 

就
学
前
の
乳
幼
児
の
医
療
費
に
対
し
、
そ
の
自

己
負
担
額
を
助
成
し
ま
す
。
 

◆
福
祉
医
療
給
付
　
【
二
千
九
百
六
十
一
万
円
】
 

重
度
障
害
者
お
よ
び
母
子
家
庭
に
対
し
、
医
療

費
を
助
成
し
ま
す
。
 

◆
児
童
手
当
給
付
　
【
一
億
三
千
二
百
六
万
円
】
 

小
学
校
6
年
生
ま
で
の
児
童
を
対
象
に
児
童
手

当
を
支
給
し
ま
す
。
 

 

◆
高
齢
者
あ
ん
し
ん
ガ
イ
ド
改
訂
版
の
作
成
〈
新
〉
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
百
六
十
一
万
円
】
 

介
護
保
険
法
の
改
正
や
介
護
報
酬
の
改
訂
な
ど

に
あ
わ
せ
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
改
訂
版
を
作
成
し

ま
す
。
 

◆
介
護
保
険
利
用
者
負
担
減
免
措
置
補
助
金
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
四
百
九
十
六
万
円
】
 

社
会
福
祉
法
人
が
実
施
す
る
介
護
保
険
利
用
料

減
免
措
置
事
業
に
対
し
助
成
し
ま
す
。
 

◆
介
護
保
険
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
利
用
料
助
成
事
業
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
五
百
万
円
】
 

居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
諸
事
業
の
利
用
者
に
対
し

て
、
町
独
自
の
利
用
料
の
負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。
 

◆
運
動
指
導
事
業
（
い
き
い
き
ホ
ー
ル
）
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
一
千
八
百
八
万
円
】
 

運
動
機
能
の
低
下
や
寝
た
き
り
等
の
予
防
対
策

と
し
て
、
介
護
予
防
教
室
や
パ
ワ
ー
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
 

◆
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
利
用
者
助
成
〈
新
〉
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
六
百
九
十
万
円
】
 

低
所
得
者
等
に
対
し
、
障
害
者
自
立
支
援
法
に

係
る
利
用
者
負
担
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。
 

◆
社
会
福
祉
法
人
等
減
免
公
費
助
成
〈
新
〉
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
五
十
二
万
円
】
 

社
会
福
祉
法
人
が
実
施
す
る
障
害
者
自
立
支
援

法
に
係
る
利
用
料
減
額
措
置
事
業
に
対
し
助
成
し

ま
す
。
 

 

東
角
小
学
校
の
プ
ー
ル
改
修
や
小
学
校
等
の
 

門
扉
に
カ
メ
ラ
付
き
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
を
設
置
 

豊
か
な
心
と
た
く
ま
し
く
生
き
る
力
を
育
む
教
育
の
ま
ち
づ
く
り
 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
計
や
 

障
害
者
自
立
支
援
法
に
係
る
利
用
者
負
担
を
軽
減
 

結
び
合
い
が
支
え
る
福
祉
と
健
康
づ
く
り
 

指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
 

自
動
体
外
式
除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
を
設
置
 

お
互
い
を
尊
重
し
、豊
か
な
文
化
あ
ふ
れ
る
風
土
づ
く
り
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◆
精
神
障
害
者
相
談
員
の
設
置
〈
新
〉
【
三
万
円
】
 

精
神
障
害
者
の
生
活
支
援
の
充
実
を
図
る
た
め
、

精
神
障
害
者
に
対
す
る
相
談
員
を
独
自
に
設
置
し

ま
す
。
 

 

◆
障
害
福
祉
計
画
の
策
定
〈
新
〉
【
二
百
十
万
円
】
 

障
害
者
の
自
立
支
援
を
促
進
す
る
た
め
、
数
値

目
標
や
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
含
め
た
障
害
福
祉

計
画
を
策
定
し
ま
す
。
 

◆
京
都
府
衛
星
通
信
系
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
整
備
 

負
担
金
〈
新
〉
　
　
【
一
千
六
百
五
十
六
万
円
】
 

災
害
時
に
必
要
な
情
報
を
迅
速
に
伝
達
す
る
た

め
、
安
全
か
つ
信
頼
性
の
高
い
衛
星
通
信
系
情
報

伝
達
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
対
し
、
京
都
府
へ
応
分

の
負
担
を
お
こ
な
い
ま
す
。
 

◆
国
民
保
護
計
画
の
策
定
〈
新
〉
【
五
十
八
万
円
】
 

武
力
攻
撃
災
害
が
発
生
し
た
場
合
の
警
報
の
伝

達
や
救
援
等
の
対
策
を
ま
と
め
た
国
民
保
護
計
画

を
策
定
し
ま
す
。
 

◆
ま
ち
の
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
推
進
事
業
〈
新
〉
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
三
十
三
万
円
】
 

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
め

ざ
し
、
子
ど
も
安
全
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
に
よ
る

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。
 

◆
防
災
備
品
の
購
入
（
ゴ
ム
ボ
ー
ト
、
救
命
胴
衣

な
ど
）
　
　
　
　
　
　
　
　
【
九
十
六
万
円
】
 

災
害
時
に
対
処
で
き
る
よ
う
必
要
な
防
災
備
品

（
ゴ
ム
ボ
ー
ト
、
救
命
胴
衣
な
ど
）
を
購
入
し
ま

す
。
 

◆
消
防
指
令
装
置
更
新
事
業
〈
新
〉
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
四
百
二
十
二
万
円
】
 

緊
急
通
報
の
受
信
が
効
率
的
に
お
こ
な
え
る
よ

う
消
防
指
令
装
置
を
更
新
し
ま
す
。
 

◆
消
防
・
防
災
用
資
材
搬
送
車
の
購
入
〈
新
〉
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
三
百
二
万
円
】
 

消
防
、
防
災
時
の
緊
急
時
に
対
応
す
る
資
材
搬

送
車
を
購
入
し
ま
す
。
 

◆
小
型
ポ
ン
プ
更
新
事
業
〈
新
〉
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
二
百
六
十
八
万
円
】
 

老
朽
化
に
よ
る
小
型
ポ
ン
プ
を
計
画
的
に
更
新

し
ま
す
。
 

    
総
額
は
十
三
億
七
千
百
四
十
万
円
 

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
総
額
十
三
億
七
千
百
四
十

万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
 

国
保
の
財
政
は
医
療
費
な
ど
の
増
加
で
、
よ
り

厳
し
い
状
況
下
に
あ
り
ま
す
が
、
財
源
の
不
足
分

を
一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
る
な
ど
、
住
民
負
担

の
軽
減
に
努
め
て
い
ま
す
。
 

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
保
険
給
付
費
に
八
億
五

千
五
十
一
万
円
、
被
保
険
者
の
健
康
増
進
の
た
め

の
健
康
教
室
の
開
催
や
人
間
ド
ッ
ク
健
診
の
助
成

な
ど
の
保
健
事
業
費
に
七
百
六
十
二
万
円
を
計
上

し
て
い
ま
す
。
 

  
総
額
は
十
三
億
九
百
五
十
万
円
 

前
年
度
当
初
と
比
べ
一
億
九
百
万
円
（
九
・
一

㌫
）
増
の
十
三
億
九
百
五
十
万
円
を
計
上
し
て
い

ま
す
。
 

老
人
保
健
医
療
費
の
支
払
い
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
 

  
公
共
下
水
道
整
備
事
業
費
に
 

三
億
二
千
五
百
七
十
万
円
 

下
水
道
事
業
の
推
進
を
図
る
た
め
、
総
額
十
一

億
四
千
三
百
八
十
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
 

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
下
水
道
使
用
料
で
四
億

七
千
万
円
、
国
庫
支
出
金
で
一
億
一
千
万
円
、
一

般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
で
三
億
九
千
五
百
二
十
万

円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
 

歳
出
で
は
、
公
共
下
水
道
整
備
事
業
費
に
三
億

二
千
五
百
七
十
万
円
を
計
上
し
、
森
・
島
田
・
下

津
屋
地
区
な
ど
で
工
事
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
 

  
総
額
は
七
百
八
十
万
円
 

三
郷
山
の
保
全
と
適
切
な
管
理
の
た
め
、
総
額

七
百
八
十
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
 

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
京
都
府
お
よ
び
城
南
衛

生
管
理
組
合
の
土
地
賃
貸
収
入
で
七
百
五
十
八
万

円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
 

歳
出
で
は
、
基
金
積
立
金
に
六
百
四
十
七
万
円

な
ど
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
 

  
保
険
給
付
費
に
六
億
五
千
五
百
十
三
万
円
 

高
齢
者
の
介
護
を
社
会
全
体
で
支
え
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
介
護
保
険
特
別
会
計
の
予
算
総
額
は
、

七
億
一
千
四
百
二
十
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
 

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
み
な
さ
ん
か
ら
納
め
て

い
た
だ
く
保
険
料
で
一
億
四
千
四
十
六
万
円
計
上

し
た
ほ
か
、
国
庫
支
出
金
で
一
億
四
千
七
百
二
十

万
円
、
支
払
基
金
交
付
金
で
二
億
四
百
三
十
五
万

円
な
ど
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
 

歳
出
で
は
、
保
険
給
付
費
に
六
億
五
千
五
百
十

三
万
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
 

  
支
出
総
額
は
七
億
四
千
五
百
六
十
二
万
円
 

収
入
で
は
、
水
道
料
金
の
収
益
等
で
五
億
七
千

百
二
十
六
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
 

支
出
総
額
は
、
七
億
四
千
五
百
六
十
二
万
円
を

計
上
。
そ
の
内
訳
は
、
水
道
事
業
を
遂
行
す
る
た

め
の
事
業
費
用
と
し
て
府
営
水
道
な
ど
か
ら
の
受

水
費
に
二
億
三
千
二
百
八
十
五
万
円
の
ほ
か
、
動

力
費
に
一
千
七
百
六
十
六
万
円
、
配
水
管
の
増
設

や
改
良
工
事
に
一
億
一
千
四
百
二
十
万
円
、
取
水

ポ
ン
プ
操
作
盤
更
新
工
事
等
に
七
百
二
十
五
万
円

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
 

特
別
会
計
・
企
業
会
計
 

民
健
康
保
険
 

国
 

郷
山
財
産
区
 

三
 護

保
険
 

介
 道

事
業
 

水
 

人
保
健
 

老
 共

下
水
道
事
業
 

公
 

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
や
 

防
災
備
品
（
ゴ
ム
ボ
ー
ト
な
ど
）
を
充
実
 

自
然
と
人
が
と
も
に
生
き
る
安
全
で
安
心
な
暮
ら
し
の
基
盤
づ
く
り
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本
町
の
行
政
改
革
は
、
昭
和
61
年
2
月
に
行
政

改
革
大
綱
を
策
定
し
、
平
成
8
年
3
月
に
新
た
に

第
2
次
行
政
改
革
大
綱
へ
の
見
直
し
を
お
こ
な
い
、

時
代
に
即
し
た
組
織
の
編
成
や
情
報
化
の
推
進
等

に
よ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
て
き
ま
し

た
。
 

し
か
し
、
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
の
急
速
な

進
行
や
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
長
引
く
景
気
の
低
迷
な

ど
、
先
行
き
不
透
明
な
社
会
経
済
環
境
に
加
え
、

地
方
分
権
が
一
層
推
進
さ
れ
る
な
か
、
地
方
自
治

体
に
お
い
て
は
、
自
ら
の
責
任
に
お
い
て
社
会
経

済
情
勢
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
し
、
住
民
福
祉
の

向
上
と
個
性
的
で
活
力
あ
る
地
域
社
会
の
構
築
を

図
っ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

こ
う
し
た
状
況
の
な
か
で
、
本
年
4
月
か
ら
新

た
に
ス
タ
ー
ト
す
る
「
久
御
山
町
第
4
次
総
合
計

画
」
の
実
現
に
向
け
て
、
よ
り
健
全
で
持
続
可
能

な
行
財
政
運
営
を
お
こ
な
っ
て
い
く
た
め
、
現
行

の
第
2
次
行
政
改
革
大
綱
を
見
直
し
、「
第
3
次

行
政
改
革
大
綱
」
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
そ
の

実
現
に
向
け
た
年
次
計
画
で
あ
る
「
集
中
改
革
プ

ラ
ン
」
を
策
定
し
た
も
の
で
す
。
 

事
務
事
業
を
再
点
検
し
、
よ
り
ス
リ
ム
な
行
政
経
営
を
め
ざ
し
て
―
 

長
引
く
景
気
の
低
迷
に
よ
る
町
税
の
大
幅
な
減
収
を
は
じ
め
、「
三
位

一
体
改
革
」
に
よ
る
国
庫
補
助
負
担
金
の
削
減
な
ど
、
財
源
の
確
保
が

非
常
に
厳
し
い
な
か
で
、
こ
の
ほ
ど
、『
久
御
山
町
第
3
次
行
政
改
革

大
綱
』
と
「
久
御
山
町
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
 

今
号
で
は
、
そ
の
主
な
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

行
政
改
革
大
綱
と
集
中
改
革
プ
ラ
ン
策
定
の
経
過
 

職
員
定
数
や
事
務
事
業
を
見
直
し
 

持
続
可
能
な
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
め
ざ
し
ま
す
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   よ
り
具
体
的
に
行
財
政
の
改
革
・
改
善
を
お
こ

な
っ
て
い
く
た
め
に
、
行
政
改
革
大
綱
の
推
進
期

間
を
平
成
18 
年
度
か
ら
21
年
度
ま
で
の
4
年
間
と

し
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
今
回
の
大
綱
で
は
、
改
革
や
改
善
す
る

具
体
的
な
目
標
を
住
民
の
み
な
さ
ん
と
共
有
し
て

達
成
し
て
い
く
よ
う
、
職
員
の
削
減
数
や
見
直
す

べ
き
事
業
を
示
し
た
集
中
改
革
プ
ラ
ン
を
策
定
し

た
こ
と
が
特
長
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

大
綱
は
次
の
3
つ
の
基
本
姿
勢
と
7
つ
の
重
点

項
目
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
改
革
プ
ラ

ン
は
、
年
度
ご
と
に
具
体
的
な
改
革
項
目
と
目
標

数
値
を
示
し
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
概
要
を
記
載

し
て
い
ま
す
。
 

   
1
．
住
民
と
の
協
働
に
よ
る
行
政
運
営
の
推
進
 

行
政
改
革
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
多
様
化
・

高
度
化
す
る
住
民
の
要
望
を
的
確
に
把
握
し
、
常

に
住
民
の
意
向
を
尊
重
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質

を
高
め
る
た
め
、
住
民
と
の
「
協
働
と
連
携
」
に

よ
る
行
政
運
営
を
お
こ
な
い
ま
す
。
 

2
．
持
続
可
能
で
安
定
し
た
行
財
政
運
営
基
盤
の

確
立
 

限
ら
れ
た
財
源
の
有
効
活
用
を
図
り
、
簡
素
で

効
率
的
な
行
財
政
運
営
を
お
こ
な
う
た
め
、
経
営

感
覚
に
基
づ
い
た
コ
ス
ト
意
識
を
持
ち
、
迅
速
性

を
重
視
す
る
な
か
で
、
中
期
的
な
視
点
に
立
っ
た

財
政
計
画
に
基
づ
き
、
収
支
均
衡
を
確
保
し
た
持

続
可
能
で
安
定
し
た
行
財
政
運
営
基
盤
の
確
立
を

図
り
ま
す
。
 

3
．
民
間
資
源
な
ど
を
活
用
し
た
行
財
政
運
営
の

仕
組
み
の
変
革
 

多
様
化
・
高
度
化
す
る
行
政
需
要
の
も
と
で
、

効
果
的
・
効
率
的
な
行
財
政
運
営
を
お
こ
な
う
た

め
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
と
住
民
意
向
に
十
分

留
意
す
る
な
か
で
、
で
き
る
限
り
経
費
の
削
減
が

図
れ
る
よ
う
、
現
行
の
行
財
政
運
営
の
仕
組
み
を

見
直
し
、
適
正
な
管
理
監
督
の
も
と
に
民
間
資
源

な
ど
の
活
用
に
よ
り
、
行
政
内
部
の
事
務
改
革
を

推
進
し
ま
す
。
 

  
 1

．
事
務
事
業
の
見
直
し
と
改
善
 

①
事
務
事
業
の
整
理
合
理
化
 

▼
住
民
の
複
雑
多
様
化
す
る
行
政
ニ
ー
ズ
や
新
た

な
行
政
課
題
に
的
確
に
対
応
す
る
た
め
、
施
策

の
厳
選
化
・
重
点
化
に
努
め
ま
す
。
 

▼
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
を
基
本
に
、

事
務
事
業
の
効
率
性
（
費
用
対
効
果
）、
有
効

性（
目
標
達
成
度
）
を
具
体
的
な
指
標
で
客
観

的
に
分
析
・
評
価
し
、
事
務
事
業
の
見
直
し
や

優
先
施
策
・
重
点
施
策
を
検
討
す
る
た
め
、
行

政
評
価
（
事
務
事
業
評
価
）
制
度
の
導
入
を
図

り
ま
す
。
 

 事
務
事
業
の
廃
止
・
見
直
し
 

平
成
18 
年
度
廃
止
‥
テ
レ
ホ
ン
ガ
イ
ド
、
結

婚
記
念
樹
の
配
布
、
住
民
票
自
動
交
付
機
、

職
員
弔
慰
金
制
度
、
職
員
10 
年
表
彰
、
就

職
支
度
金
、
Ｊ
Ａ
巡
回
健
診
補
助
、
あ
ん

し
ん
介
護
の
窓
口
運
営
↓
地
域
包
括
セ
ン

タ
ー
に
引
継
ぎ
 

　
見
直
し
‥
い
き
い
き
健
康
教
室
Ｏ
Ｂ
会
補

助
↓
必
要
に
よ
り
補
助
、
法
定
外
公
共
物
・

道
路
台
帳
管
理
↓
電
子
化
、
教
育
委
員
会

だ
よ
り
↓
発
行
年
3
回
を
2
回
、
駐
車
対

策
協
議
会
↓
交
通
安
全
対
策
協
議
会
と
統

合
、
交
通
パ
ト
ロ
ー
ル
員
の
配
置
↓
重
点

箇
所
に
改
善
、
農
家
組
合
長
視
察
↓
町
バ

ス
を
使
用
、
介
護
保
険
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等

の
利
用
者
負
担
額
助
成
↓
1/2
補
助
を
1/4
、

中
小
企
業
者
資
金
借
入
利
子
・
保
証
料
補

給
↓
保
証
料
全
額
を
1/2
、
利
子
補
給
3
年

を
2
年
、
ふ
る
さ
と
フ
ェ
ア
補
助
↓
見
直

し
、
水
田
農
業
推
進
協
議
会
事
務
↓
事
務

局
を
検
討
 

平
成
19 
年
度
廃
止
‥
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
駆
除
、

配
食
サ
ー
ビ
ス
、
水
稲
種
子
更
新
補
助
、

教
育
委
員
会
だ
よ
り
 

　
見
直
し
‥
公
用
車
の
管
理
↓
集
中
管
理
、

企
業
立
地
助
成
↓
制
度
の
見
直
し
 

平
成
20
年
度
廃
止
‥
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
 

平
成
21
年
度
見
直
し
‥
職
員
駐
車
場
料
金
↓

金
額
の
適
正
化
、
敬
老
金
↓
支
給
額
、
対

象
等
を
検
討
 

行
政
改
革
大
綱
と
集
中
改
革
プ
ラ
ン
の
あ
ら
ま
し
 

行
政
改
革
の
基
本
姿
勢
 

行
政
改
革
の
重
点
項
目
 

大
綱
の
推
進
期
間
は
4
年
 

職
員
削
減
や
見
直
し
事
業
を
明
記
 

第3次行政改革大綱と集中改革プランの

策定にあたっては、町政に識見のある人や

住民代表で構成した久御山町行政改革推進

委員会（依田博会長：京都女子大学教授）

を設置。昨年10月18日に坂本町長から委

員会に対し、大綱とプランの原案について

諮問し、5回にわたる審議を経て、今年2

月20日に答申を受けました。 

答申では、原案をおおむね妥当としたう

えで、今後は大綱を具体化するなかで、住

民から理解が得られる真の行政改革を実行

することとし、職員の資質向上を図り、人

件費等の義務的経費の削減をはじめ、物件

費や維持補修費の経常経費の不断の節減な

ど、持続可能な財政運営をめざすことを要

請しています。 

また、具体的には、職員削減目標の17人

については、最低の目標数とし、31項目の

事業見直しについては妥当であるが、この

ほかにも他市町と比較して過剰なサービス

もあることから早期に事務事業評価制度を

導入するなかで、引き続き見直しをおこな

うこと。さらに、民間委託に関しては、保

育所や幼稚園についても、住民の意向を配

慮するなかで、検討していくことなどが盛

り込まれています。 

※答申の内容は、町ホームページに掲載し

ています。 

【行政改革推進委員】会長：依田博、職務

代理：田井勇、委員：西口幸男、松田雅宣、

西村淑乃、松尾信子　＝敬称略・順不同＝ 

集
中
改
革
プ
ラ
ン
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②
補
助
金
等
の
整
理
合
理
化
 

▼
町
補
助
金
等
に
つ
い
て
は
、
行
政
の
責
任
分
野
、

経
費
負
担
の
あ
り
方
、
費
用
対
効
果
等
を
勘
案

し
、
既
に
目
的
が
達
成
さ
れ
て
い
る
も
の
や
時

代
の
変
化
等
に
と
も
な
い
、
効
果
が
期
待
で
き

な
く
な
っ
た
も
の
な
ど
に
つ
い
て
は
、
廃
止
・

縮
小
・
統
合
や
終
期
の
設
定
等
の
整
理
合
理
化

を
進
め
ま
す
。
 

③
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
（
民
間
委
託
等
）
の
推
進
 

▼
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
に
つ
い
て
は
、
適
正
な
管

理
の
も
と
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
・
向
上
等

に
留
意
し
つ
つ
、
効
率
性
・
経
済
性
を
考
慮
し
、

民
間
委
託
等
が
可
能
な
業
務
に
つ
い
て
は
、
積

極
的
に
推
進
し
ま
す
。
 

▼
公
の
施
設
に
つ
い
て
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
維

持
・
向
上
等
に
留
意
し
つ
つ
、
指
定
管
理
者
制

度
を
積
極
的
に
活
用
す
る
と
と
も
に
、
直
営
施

設
に
つ
い
て
も
可
能
な
限
り
、
制
度
の
活
用
を

検
討
し
ま
す
。
ま
た
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
に
つ
い
て

も
、
本
町
に
お
け
る
適
用
の
可
能
性
を
研
究
し

ま
す
。
 

指
定
管
理
者
制
度
と
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
民
間
委
託
等
）
 

指
定
管
理
者
制
度
↓
平
成
18 
年
度
か
ら
（
財
）

文
化
ス
ポ
ー
ツ
事
業
団
を
指
定
し
、
8
施

設
で
実
施
。
平
成
21
年
度
か
ら
健
康
セ

ン
タ
ー
で
も
実
施
 

民
間
委
託
↓
平
成
20
年
度
か
ら
一
般
ゴ
ミ
収

集
を
一
部
委
託
、
平
成
22
年
度
ま
で
に
学

校
給
食
等
の
委
託
の
可
否
を
含
め
、
あ
り

方
を
検
討
 

④
広
域
行
政
の
推
進
 

▼
近
隣
市
町
と
の
連
携
を
深
め
、
行
政
需
要
を
一

体
的
に
担
え
る
よ
う
、
総
合
的
な
広
域
行
政
を

推
進
し
ま
す
。
 

▼
市
町
村
業
務
シ
ス
テ
ム
の
共
同
開
発
を
積
極
的

に
活
用
し
、
開
発
や
保
守
に
か
か
る
経
費
の
節

減
を
図
り
ま
す
。
 

2
．
行
政
組
織
の
再
編
・
強
化
 

▼
時
代
の
変
化
に
的
確
に
対
応
し
て
い
く
た
め
、

わ
か
り
や
す
く
即
応
性
の
高
い
柔
軟
な
組
織
・

機
構
へ
の
再
編
を
お
こ
な
い
ま
す
。
 

▼
縦
割
り
行
政
の
弊
害
を
除
く
た
め
、
命
令
系
統

の
連
携
調
整
の
機
能
を
取
り
入
れ
た
組
織
強
化

を
図
り
ま
す
。
 

▼
事
務
処
理
の
意
思
決
定
の
迅
速
化
や
責
任
の
明

確
化
と
職
員
の
主
体
性
を
発
揮
さ
せ
る
た
め
、

組
織
の
フ
ラ
ッ
ト
化
や
グ
ル
ー
プ
制
導
入
の
検

討
を
お
こ
な
い
ま
す
。
 

3
．
定
員
管
理
と
報
酬
・
給
与
等
の
適
正
化
 

①
定
員
管
理
の
適
正
化
 

▼
中
期
的
な
視
点
に
立
っ
た
定
員
適
正
化
計
画
に

基
づ
き
、
職
員
数
の
適
正
化
を
着
実
に
実
施
し

ま
す
。
 

▼
新
し
い
行
政
課
題
や
主
要
事
務
事
業
を
抱
え
る

部
門
へ
計
画
的
・
重
点
的
に
職
員
を
配
置
す
る

と
と
も
に
、
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
な
ど
に
よ
り
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
内
容
が
変
更
し
た
部
門

は
、
削
減
を
断
行
す
る
な
ど
、
行
政
需
要
の
変

化
に
見
合
っ
た
柔
軟
で
積
極
的
な
職
員
配
置
を

お
こ
な
い
ま
す
。
 

▼
嘱
託
職
員
・
臨
時
職
員
に
つ
い
て
も
、
正
職
員

と
の
均
衡
を
図
り
つ
つ
、
最
小
の
人
員
で
効
率

性
を
考
慮
し
た
配
置
を
お
こ
な
い
ま
す
。
 

②
報
酬
・
給
与
等
の
適
正
化
 

▼
特
別
職
等
の
報
酬
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
適

正
な
見
直
し
を
検
討
し
ま
す
。
 

▼
職
員
給
与
に
つ
い
て
は
、
国
に
準
拠
し
た
制
度

と
そ
の
運
用
を
基
本
に
、
適
正
な
給
与
体
系
に

努
め
る
と
と
も
に
、
職
員
の
能
力
・
実
績
を
よ

り
重
視
し
た
給
与
体
系
へ
の
転
換
を
図
り
ま
す
。
 

▼
特
殊
勤
務
手
当
に
つ
い
て
は
、
制
度
の
趣
旨
を

ふ
ま
え
る
な
か
で
、
見
直
し
を
お
こ
な
い
ま
す
。
 

▼
時
間
外
勤
務
手
当
に
つ
い
て
は
、
従
前
よ
り
抑

制
に
努
め
て
き
ま
し
た
が
、
事
務
事
業
の
見
直

し
や
業
務
能
率
の
効
率
化
に
よ
り
、
さ
ら
な
る

縮
減
を
図
る
と
と
も
に
、
職
員
の
心
身
の
健
康

増
進
に
努
め
ま
す
。
 

▼
旅
費
に
つ
い
て
は
、
出
張
目
的
、
人
員
、
出
張

地
、
行
程
な
ど
そ
の
必
要
性
や
合
理
性
を
十
分

精
査
す
る
と
と
も
に
、
日
当
の
見
直
し
、
各
種

割
引
制
度
の
利
用
等
に
よ
り
節
減
に
努
め
ま
す
。
 

▼
福
利
厚
生
事
業
に
つ
い
て
は
、
地
方
公
務
員
法

第
42
条
に
基
づ
く
職
員
の
保
健
、
元
気
回
復
そ

の
他
厚
生
に
関
す
る
事
業
を
継
続
し
つ
つ
、
不

適
切
と
思
わ
れ
る
内
容
に
つ
い
て
は
見
直
し
を

お
こ
な
い
、
福
利
厚
生
制
度
の
適
正
化
に
努
め

ま
す
。
 

定
員
管
理
 

　
　
平
成
17 
年
4
月
１
日
現
在
の
職
員
数
2
 

　
7
3
人
を
平
成
22
年
4
月
１
日
で
2
5
6

人
と
し
、
純
減
数
17 
人
、
6
・
2
㌫
の
削

減
を
図
り
ま
す
。
 

集
中
改
革
プ
ラ
ン
 

集
中
改
革
プ
ラ
ン
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諸
手
当
の
適
正
化
 

平
成
18 
年
度
実
施
↓
税
務
手
当
、
企
業
職
手

当
の
廃
止
、
旅
費
日
当
の
見
直
し
、
地
域

手
当
の
段
階
的
見
直
し
 

平
成
19 
年
度
実
施
↓
自
動
車
運
転
手
当
、
塵

芥
収
集
作
業
手
当
の
廃
止
、
住
居
手
当
の

段
階
的
見
直
し
 

平
成
20
年
度
実
施
↓
消
防
業
務
手
当
、
通
勤

手
当
の
見
直
し
 

 4
．
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
職
員
資
質
の
向
上

と
人
材
育
成
 

①
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
質
の
向
上
 

▼
住
民
に
信
頼
さ
れ
る
職
員
を
め
ざ
し
、
応
対
の

基
本
で
あ
る
、
あ
い
さ
つ
や
電
話
応
対
（
電
話

応
対
マ
ニ
ュ
ア
ル
）
は
も
と
よ
り
、
住
民
窓
口

の
応
対
に
つ
い
て
も
、
親
切
・
丁
寧
・
正
確
・

迅
速
・
公
平
を
旨
と
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
徹
底
に

努
め
ま
す
。
 

▼
住
民
の
利
便
性
・
快
適
性
を
高
め
る
た
め
、
情

報
通
信
シ
ス
テ
ム
の
安
全
性
・
信
頼
性
の
確
保

に
十
分
配
慮
し
な
が
ら
、
各
種
申
請
手
続
き
の

電
子
化
な
ど
、
電
子
自
治
体
の
実
現
を
め
ざ
し

ま
す
。
 

▼
限
ら
れ
た
職
員
体
制
の
な
か
で
、
よ
り
充
実
し

た
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
お
こ
な
う
た
め
、
勤
務
時

間
の
割
振
り
変
更
な
ど
の
検
討
を
お
こ
な
い
ま

す
。
 

②
職
員
資
質
の
向
上
と
人
材
育
成
 

▼
職
員
の
事
務
処
理
能
力
や
政
策
形
成
能
力
が
一

層
求
め
ら
れ
る
な
か
、
公
務
員
と
し
て
の
資
質
・

能
力
の
向
上
を
図
る
た
め
、
職
員
研
修
を
充
実

し
ま
す
。
 

▼
職
員
の
意
識
改
革
を
実
行
し
、
職
員
が
意
欲
的

に
職
務
に
従
事
す
る
た
め
の
、
公
平
公
正
な
手

法
に
よ
る
人
事
評
価
制
度
の
導
入
な
ど
の
検
討

と
と
も
に
、
職
員
の
能
力
が
反
映
さ
れ
る
体
制

を
構
築
し
ま
す
。
 

▼
各
種
資
格
取
得
者
の
有
効
活
用
と
女
性
職
員
の

積
極
的
な
登
用
な
ど
に
よ
り
、
人
材
活
用
を
図

り
ま
す
。
 

5
．
行
政
情
報
化
等
の
推
進
 

▼
行
政
の
情
報
化
に
つ
い
て
は
、
費
用
対
効
果
を

的
確
に
把
握
し
た
う
え
で
、
総
合
的
か
つ
計
画

的
に
進
め
、
Ｉ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
を
活
用

し
た
行
政
情
報
の
共
有
化
や
相
互
利
用
、
ペ
ー

パ
レ
ス
化
を
図
り
ま
す
。
 

6
．
公
正
の
確
保
と
透
明
性
の
向
上
 

①
公
正
で
透
明
な
町
政
の
推
進
 

▼
住
民
と
の
協
働
や
町
政
へ
の
住
民
参
加
を
推
進

す
る
た
め
、
情
報
公
開
制
度
を
は
じ
め
、
行
政

手
続
制
度
の
促
進
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制

度
等
の
活
用
に
よ
り
、
公
正
の
確
保
と
透
明
性

の
向
上
に
努
め
ま
す
。
 

▼
第
3
セ
ク
タ
ー
（
町
が
資
本
金
、
基
本
金
そ
の

他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
も
の
の
25
㌫
以
上
を
出
資

し
て
い
る
法
人
に
限
る
）
に
つ
い
て
、
行
政
内

部
の
改
革
と
同
様
に
組
織
の
簡
素
・
効
率
化
、

職
員
定
数
・
給
与
の
適
正
化
等
の
事
業
運
営
の

総
点
検
を
は
じ
め
と
す
る
内
部
改
革
の
指
導
や

改
善
要
望
を
お
こ
な
い
ま
す
。
 

▼
公
共
工
事
の
入
札
・
契
約
制
度
に
つ
い
て
、
透

明
性
の
確
保
、
公
正
な
競
争
の
促
進
、
施
工
体

制
の
適
正
化
等
を
図
る
た
め
の
改
善
に
努
め
ま

す
。
 

②
広
報
広
聴
活
動
の
充
実
 

▼
住
民
と
の
情
報
の
共
有
化
を
図
る
た
め
、「
広

報
く
み
や
ま
」
や
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
充
実
す

る
と
と
も
に
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
と
ら
え
、
行

政
情
報
を
住
民
に
わ
か
り
や
す
く
提
供
し
ま
す
。

ま
た
、
住
民
が
真
に
求
め
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
た
め
「
町
政
を
見
る
会
」
を
は
じ
め
、

「
町
政
モ
ニ
タ
ー
制
度
」
や
「
エ
コ
ー
ラ
イ
ン
」

を
引
き
続
き
お
こ
な
い
、
広
く
住
民
の
声
を
聴

く
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、
住
民
の
満
足
度
の

適
切
な
把
握
に
努
め
ま
す
。
 

7
．
経
費
の
節
減
合
理
化
等
と
財
政
の
健
全
化
 

①
経
常
経
費
の
節
減
 

▼
物
件
費
や
維
持
補
修
費
等
の
経
常
的
経
費
に
つ

い
て
、
不
断
の
節
減
を
継
続
し
ま
す
。
 

▼
地
球
温
暖
化
の
防
止
と
限
ら
れ
た
資
源
の
有
効

活
用
の
た
め
、「
久
御
山
セ
ー
ビ
ン
グ
プ
ラ
ン
」

の
継
続
的
な
推
進
に
よ
る
冷
暖
房
温
度
の
適
正

化
、
昼
休
み
の
消
灯
、
ペ
ー
パ
レ
ス
化
、
再
生

紙
の
使
用
な
ど
一
層
の
省
エ
ネ
対
策
を
図
る
と

と
も
に
、
住
民
・
事
業
所
と
も
連
携
し
た
ご
み

の
減
量
化
と
資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル
化
に
努
め
ま

す
。
 

②
財
政
の
健
全
化
 

▼
使
用
料
、
手
数
料
に
つ
い
て
、
住
民
負
担
の
公

平
性
と
自
主
財
源
の
確
保
を
図
る
た
め
、
行
政

コ
ス
ト
と
の
均
衡
や
公
共
性
、
社
会
的
弱
者
に

配
慮
し
た
な
か
で
、
適
正
な
料
金
等
の
見
直
し

を
検
討
し
ま
す
。
 

▼
町
税
を
は
じ
め
国
民
健
康
保
険
税
、
介
護
保
険

料
等
の
滞
納
対
策
の
強
化
を
図
り
、
収
納
率
の

向
上
に
努
め
ま
す
。
 

▼
公
有
財
産
の
効
率
的
有
効
活
用
を
図
り
ま
す
。
 

▼
特
別
会
計
や
企
業
会
計
に
つ
い
て
は
、
独
立
採

算
制
が
基
本
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
国
民
健
康
保

険
・
老
人
保
健
・
介
護
保
険
・
公
共
下
水
道
の

各
特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、
適
正
な
事
業
運
営

に
努
め
る
と
と
も
に
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
出

金
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
限
り
抑
制
を
お
こ
な

い
ま
す
。
ま
た
、
水
道
事
業
会
計
に
つ
い
て
は
、

健
全
な
経
営
に
努
め
ま
す
。
 

   
第
3
次
行
政
改
革
大
綱
の
実
現
に
向
け
た
集

中
改
革
プ
ラ
ン
の
実
践
に
よ
る
経
費
削
減
は
約
7

億
6
0
0
0
万
円
（
4
年
間
の
累
計
総
額
）
と
試

算
し
て
い
ま
す
。
 

廃
止
、
見
直
し
事
業
や
外
部
委
託
の
方
向
性

な
ど
、
詳
し
く
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

経
費
削
減
は
7
億
6
0
0
0
万
円
 

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
 

集
中
改
革
プ
ラ
ン
 

じ
ん
 

か
い
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障
害
者
自
立
支
援
法
に
よ
る
 

新
た
な
手
続
き
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期
日
前
投
票
は
、
当
日
投
票
所
に
行
け
な
い
人

が
、
そ
の
理
由
を
記
入
し
た
申
請
書
を
提
出
す
る

こ
と
で
利
用
で
き
ま
す
。
 

　
投
票
所
と
同
様
に
、
候
補
者
名
を
記
入
し
た
投

票
用
紙
を
、
直
接
投
票
箱
に
入
れ
ま
す
の
で
、
た

い
へ
ん
投
票
し
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
期
日
前
投
票
の
投
票
場
所
は
、
役
場
庁
舎
1
階

ロ
ビ
ー
で
、
期
間
は
4
月
8
日
g
ま
で
で
す
。
投

票
時
間
は
午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後
8
時
ま
で
で

す
。
土
・
日
曜
日
も
投
票
で
き
ま
す
。
 

　
申
請
書
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

http://w
w
w
.tow

n.kum
iyam

a.kyoto.jp 
  

　
長
期
の
入
院
や
不
在
の
た
め
に
、
期
日
前
投
票

も
で
き
な
い
人
は
、
不
在
者
投
票
の
制
度
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
不
在
者
投
票
が
で
き
る
の
は
、
次

の
人
で
す
。
 

①
仕
事
先
・
旅
行
先
な
ど
の
名
簿
登
録
地
以
外
に

　
い
る
人
 

②
病
院
、
老
人
ホ
ー
ム
等
の
施
設
に
入
所
し
て
い

　
る
人
 

③
選
挙
期
日
に
は
満
20
歳
を
迎
え
る
が
、
投
票
を

　
お
こ
な
お
う
と
す
る
日
現
在
、
ま
だ
20
歳
に
達

　
し
な
い
人
 

問
い
合
わ
せ
／
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
（
広
報

　
　
行
政
課
内
）
 

 

　町では、住民のみなさんが安心して地域活動をおこ
なえるよう、活動中の不測の事故を広く救済する「住
民活動補償制度」に加入しています。 
▼対象活動 
　町内に活動の拠点を置き、5人以上で共通の目的を持った
住民で自主的に組織された住民団体等がおこなう地域活動
や社会教育活動、個人が自由意志のもとにおこなう継続的、
計画的または公益性のある直接的活動が対象です。 
　また、住民活動に類するもので、住民のみなさんが無報
酬で参加する活動も対象になります。ただし、宗教、政治、
営利を目的とした活動や企業活動は対象となりません。 
※対象の住民団体等とは「住民（町外居住者を含む）によ
　り自主的に構成された町内に本拠地を有する団体等」で、
　事前に総務課へ団体登録をされた団体や個人（活動主体
　となる自治会や体育協会等に氏名登録をされている団体
　や個人を含む）です。 
▼賠償内容 
　団体の指導者や責任者の
過失によって、参加者や第
三者にケガをさせたり、財
物に損害を与え、法律上の
損害賠償責任を負ったとき
などが対象です。 
▼傷害費用内容 
　指導者や参加者自身が急
激かつ偶然な外来の事故に
より死亡したり、後遺障害
を被ったり、入院・通院治
療を要するケガをしたとき
などが対象です。 
　活動の内容や事故の状況によって、対象とならないとき
があります。 
問い合わせ/総務課 
 

住民活動補償制度 住民活動補償制度 

ふれあい保険制度 

対 人 賠 償  

受託品賠償 1事故 

1事故 2億円 

100万円 

　区　分 てん補限度額 

1名 6000万円 

対 物 賠 償  1事故 100万円 

1事故につき5,000円は免責で自己負担 

死　　亡  1名 500万円 
後遺障害  1名 15～500万円 
入　　院  1名 1日　3,000円 

（180日限度） 
通　　院  1名 1日　2,000円 

（90日限度） 

入院・通院保険金は、事故日から通算 
して180日限度 

　区　分 給付限度額  

   　
障
害
者
自
立
支
援
法
の
施
行
に
よ
り
、
今
月
か

ら
こ
れ
ま
で
の
支
援
費
制
度
や
更
生
医
療
・
精
神

通
院
医
療
な
ど
の
制
度
を
利
用
さ
れ
て
い
た
人
は
、

自
己
負
担
額
の
見
直
し
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
 

　
10
月
か
ら
は
、
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
体
系
に
変
わ

る
た
め
、
9
月
末
日
ま
で
に
次
の
よ
う
な
新
た
な

手
続
き
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、

後
日
、
該
当
さ
れ
る
人
に
案
内
し
ま
す
。
 

◎
福
祉
サ
ー
ビ
ス
 

調
査
 

　
認
定
調
査
員
が
訪
問
し
、
障
害
の
状
況
な
ど
に

つ
い
て
の
聞
き
取
り
調
査
を
お
こ
な
い
ま
す
。
 

審
査
・
判
定
 

　
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
介
護
給
付
で

は
、
調
査
結
果
を
も
と
に
、
審
査
会
で
審
査
さ
れ
、

障
害
程
度
区
分
が
決
め
ら
れ
ま
す
。
 

認
定
・
通
知
 

　
障
害
程
度
区
分
や
介
護
者
の
状
況
、
申
請
者
の

意
向
な
ど
を
も
と
に
、
サ
ー
ビ
ス
の
支
給
量
な
ど

を
決
め
、
決
定
通
知
書
と
受
給
者
証
が
申
請
者
に

交
付
さ
れ
ま
す
。
 

事
業
所
と
契
約
 

　
支
給
量
な
ど
が
決
定
し
た
ら
、
申
請
者
が
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る
事
業
者
を
選
択
し
て
、
契
約
を

お
こ
な
い
ま
す
。
 

◎
補
装
具
と
日
常
生
活
用
具
 

　
10
月
か
ら
自
己
負
担
額
の
見
直
し
と
給
付
品
目

の
再
編
が
お
こ
な
わ
れ
、
自
己
負
担
額
な
ど
が
こ

れ
ま
で
と
変
わ
り
ま
す
。
 

◎
障
害
児
施
設
 

　
10
月
か
ら
知
的
障
害
児
通
園
施
設
や
入
所
施
設

が
契
約
制
度
に
変
わ
り
、
サ
ー
ビ
ス
に
か
か
る
費

用
が
原
則
１
割
負
担
と
な
り
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
社
会
福
祉
課
 

不
在
者
投
票
 

4
月
9
日
は
 

投
票
日
で
す
 

 

 
投
票
日
に
投
票
所
へ
行
け
な
い
人
は
、
期
日
前
投
票
を
し
ま
し
ょ
う
。
 

　
一
人
で
も
多
く
の
人
が
投
票
し
や
す
い
よ
う
に
、
投
票
日
の
前
で
も
投
票
で
き
る
方

法
が
あ
り
ま
す
。
上
手
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

期
日
前
投
票
 

　京都府知事 
選　挙 



排
水
設
備
工
事
は
 

　
　
　
町
指
定
工
事
業
者
で
 

 ご
利
用
く
だ
さ
い
 

　
　
　
　
　
町
の
融
資
制
度
 

 

　
　
下
水
道
が
使
用
で
き
る
区
域
 

　
　
新
た
に
下
水
道
が
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
 

　
　
た
区
域
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公
共
下
水
道
が
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
地

域
の
ご
家
庭
や
事
業
所
な
ど
は
、
便
所
を
水
洗
化

し
、
生
活
排
水
と
と
も
に
、
公
共
下
水
道
管
に
接

続
す
る
た
め
の
排
水
設
備
工
事
を
お
こ
な
わ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

　
こ
の
排
水
設
備
工
事
は
、
公
共
下
水
が
使
用
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
日
か
ら
、
く
み
取
り
式
便
所

は
3
年
以
内
、
浄
化
槽
設
置
便
所
は
6
か
月
以
内

に
お
こ
な
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
排
水
設
備
工
事
は
、
町
の
指
定
を
受
け
た
排
水

設
備
指
定
工
事
業
者
で
な
い
と
施
工
で
き
ま
せ
ん
。

町
で
は
、
１
0
6
業
者
を
指
定
し
て
い
ま
す
。
 

   　
公
共
下
水
道
が
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
地

域
の
ご
家
庭
が
、
水
洗
便
所
へ
改
造
な
ど
の
排
水

設
備
工
事
を
す
る
と
き
に
、
設
備
資
金
を
必
要
と

す
る
場
合
は
、
町
内
の
金
融
機
関
に
融
資
を
あ
っ

せ
ん
す
る
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
 

★
融
資
制
度
が
利
用
で
き
る
人
 

　
次
の
①
か
ら
⑤
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い

る
人
で
す
。
（
工
場
や
事
業
所
は
除
く
）
 

①
公
共
下
水
道
が
使
用
可
能
に
な
っ
た
日
か
ら
3

　
年
以
内
で
あ
る
こ
と
。
町
内
に
住
所
が
あ
り
、

　
独
立
し
た
生
計
を
営
ん
で
い
る
こ
と
。
 

②
町
税
を
完
納
し
て
い
る
こ
と
。
 

③
償
還
能
力
が
あ
る
こ
と
。
 

④
費
用
を
一
度
に
負
担
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る

　
こ
と
。
 

⑤
融
資
を
受
け
る
人
の
ほ
か
に
、
返
済
能
力
の
あ

　
る
保
証
人
を
一
人
立
て
ら
れ
る
こ
と
。
 

融
資
の
限
度
額
／
工
事
費
用
の
範
囲
内
で
１
0
0

　
　
万
円
以
内
（
１
万
円
単
位
）
 

融
資
期
間
／
84
か
月
（
7
年
）
以
内
（
6
か
月
単

　
　
位
）
 

融
資
利
率
／
年
利
１
・
0
㌫
 

償
還
方
法
／
元
利
均
等
月
賦
償
還
 

利
子
補
給
／
融
資
を
受
け
た
と
き
か
ら
5
年
を
限

　
　
度
に
全
額
補
給
し
ま
す
。
 

申
し
込
み
／
工
事
契
約
の
と
き
、
排
水
設
備
指
定

　
　
工
事
業
者
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
 

   　
下
水
道
使
用
料
は
水
道
使
用
水
量
に
よ
っ
て
算

定
し
、
2
か
月
ご
と
（
偶
数
月
）
に
水
道
料
金
と

一
緒
に
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

  　
下
水
道
を
使
用
し
て
い
る
人
は
、
定
期
的
に
排

水
設
備
の
「
ま
す
」
を
確
認
し
、
必
要
に
応
じ
て

掃
除
を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

　
ま
た
、
「
ま
す
」
の
上
に
移
動
が
で
き
な
い
も

の
な
ど
を
置
か
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
下
水
道
課
 

公
共
下
水
道
 

１２
・
6
㌶
が 

　新
た
に
使
用
可
能
に 

下水道で 
　きれいな川と 
　　　　環境づくり 

スマッシー 

　
森
・
市
田
等
の
一
部
 

▼ 

　
下
津
屋
の
一
部
 

▼ 

下
水
道
使
用
料
は
 

　
　
　
水
道
使
用
量
で
算
定
 

 排
水
設
備
は
定
期
的
な
点
検
を
 

　
快
適
で
住
み
よ
い
生
活
環
境
を
め
ざ
し
、
昭
和
57
年
度
か
ら
進
め
て
い
る
公
共
下
水

道
事
業
は
、
4
月
1
日
か
ら
新
た
に
12
・
6
㌶
の
地
域
で
下
水
道
が
使
用
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
 

　
新
し
く
使
用
で
き
る
区
域
は
、
森
、
市
田
、
下
津
屋
等
の
一
部
の
地
域
で
す
。
す
で

に
使
用
で
き
る
区
域
と
合
わ
せ
る
と
3
8
3
・
2
㌶
に
な
り
、
全
体
計
画
面
積
の
約
75

・
0
㌫
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
 



みんなが主役 
まちの話題！ あ・れ・こ・れ 

毎月１日は「安全・安心の日」です。 

図書館講座（3月4日・ゆうホール） 
すくすくひろば（3月2日・ゆうホール） 
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安養寺（東一口） 保健センター 

春祭り 

春を告げる双盤の鉦 参加者同士の交流を図る 

パパ＆ママ教室 

　町では、父親や母親になる予定の人を対象にパパ＆ママ

教室を開いています。 

　この教室は、妊娠中から父親・母親としての自覚を持ち、

ともに育児に対する環境づくりを促し、妊娠・出産・育児

についての正しい知識を広め、また、同じ時期に出産する

人同士で交流を深めてもらおうとおこなっています。 

　4回の教室を1シリーズとし、年間4クール実施。妊娠

中の過ごし方の話やプレママ体操、歯科健診や妊娠中の栄

養を考えた調理実習、先輩ママとの交流会など内容も充実

しています。 

　第4回目の妊婦体験や沐浴実習などは、住民のみなさん

から、「父親や仕事をしている人も参加しやすいようにし

てほしい」という要望を受けて、土曜日に実施したところ、

多くのご夫婦に参加いただきました。 

　今年度からは、図書館の職員による妊娠に関する絵本の

読みきかせもおこない、今後も、参加者同士が交流を深め、

悩みや不安を解消できるよう実施していきます。 

 

　東一口の安養寺の春祭りが、3月11日・12日の2日間

おこなわれ、春を告げる双盤の鉦の音が鳴り響きました。 

　この春祭りは、その昔、漁師の弥陀次郎が夢のお告げで

淀川から同寺の本尊十一面観世音菩薩を網で引き上げたの

が始まりと伝えられ、今に継承されています。 

　春祭りを前に安養寺では、仏具を丁寧にみがき、本堂の

飾り付けや祭りを告げる大幟、吹き流しを立て、祭りの雰

囲気を盛り上げます。 

　また、祭りに欠かせない双盤念仏は、保存会のみなさん

が2月下旬から本堂や公会堂で練習をおこない、本番に備

えます。この双盤念仏は、双盤と呼ばれる鉦を撞木で打ち

鳴らしながら南無阿弥陀仏の6文字を唱える念仏のことで、

六字詰と大鉦の二通りがあります。 

　3月11日の朝、初夜、12日早朝の御開帳、日中、午後

4時からの御閉帳におこなわれる双盤念仏は、10基の鉦

を一列に並べて頭の誘導で打ち鳴らされ、10人の息のあ

った鉦の音は、人々に感動を与えていました。 

もくよく 

多くのご夫婦が参加した沐浴実習 鉦を打ち鳴らす保存会のみなさん 

しゅもく 

のぼり 

ぼ さつ 

み だ じ ろう 

そうばん かね 

おおがね 

かしら 



経営活性化講演会（3月6日・役場庁舎5階コンベン 
ションホール） 

淀み大作戦（3月11日・巨椋池排水幹線） 

総合体育館 農産物直売所運営協議会 

子育て支援学級 

親子で楽しく体を動かそう 安全・安心な野菜を消費者へ 

夢いっぱい音楽
会（3月4日・ゆ

うホール） 

2月15日から3月14日までの受付分（敬称略） 

生産農場見学会 

　久御山町農産物直売所運営協議会では、3月4日、「旬

菜の里」を利用する消費者26人を招き、野菜等の生産農

場見学会を開きました。 

　この日は、坊之池の大塚裕二さんの農場など3か所を訪

れ、キュウリや観葉植物、軟弱野菜などの栽培を見学しま

した。参加者は安全・安心の野菜づくりをされている生産

者から直接話を聞き、「これからも安心しておいしい野菜

を食べられます」と大喜びでした。 
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　3月2日、就学前の子どもを対象に、社会教育課主催の

子育て支援学級が開かれました。 

　町子育て支援アドバイザーの荒井敏江先生の指導のもと、

ボールや輪を使った遊びがおこなわれました。 

　大きなボールの上で、お母さんと手をつないだ子が大き

くジャンプする遊びでは、慣れてくると、トランポリンの

ように、大きく開脚してジャンプする子もいて、まだ、肌

寒い体育館も親子の熱気につつまれていました。 

質問も熱心に 元気にジャンプ 

俊
治
・
み
ど
り
 

太
陽
・
道
子
 

達
也
・
幸
代
 

友
一
・
由
佳
 

孝
大
・
弘
子
 

　
努
・
幸
絵
 

友
和
・
恵
利
佳
 

ご
結
婚
 

大
字
名
 

夫
の
氏
名
 

お
誕
生
 

大
字
名
 

出

生

児
 

父

・

母
 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
 

下
村
　
政
嗣
 

岡
本
　
耕
治
 

石
川
　
正
明
 

菊
本
　
和
也
 

鈴
木
　
久
和
 

加
藤
　
貴
生
 

星
野
　
貞
親
 

大
橋
辺
 

相
　
島
 

野
　
村
 

　
林
 

　
〃
 

　
〃
 

市
　
田
 

中
　
島
 

　
森
 

佐
　
山
 

　
林
 

市
　
田
 

下
津
屋
 

　
栄
 

見
舘
　
裕
樹
 

上
野
　
美
貴
 

平
　
　
圭
昭
 

関
　
亜
弥
乃
 

桐
野
　
唯
菜
 

杉
浦
　
乙
寧
 

板
生
　
彩
菜
 

   あ
 

妻
の
氏
名
 

下
村
　
英
美
 

岡
本
眞
理
子
 

石
川
　
澄
代
 

菊
本
　
朗
子
 

鈴
木
　
純
子
 

加
藤
　
　
恵
 

星
野
　
裕
美
 

ひ
ろ
き
 

　み
　
き
 

よ
し
あ
き
 

　や
　
の
 

ゆ
い
　な
 

お
と
　ね
 

あ
や
　な
 

 

二人のおかげで周りは笑顔いっぱい。

ありがとうね 

佐山　父 貴也さん・母 ゆかりさん 

犬田　智菜ちゃん（長女◯） 
いぬた　　とも　な 

右 
（平成11年1月17日生） 

　　　直斗くん（長男◯） 
なお　と 

左 
（平成17年5月20日生） 
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ご
活
用
く
だ
さ
い 

　
町
の
融
資
・
助
成
制
度 

 事
業
主
・
勤
労
者
の
み
な
さ
ん
へ 

展
示
会
等
出
展
支
援
助
成
制
度
 

勤
労
者
住
宅
資
金
融
資
制
度
 

育
児
休
業
資
金
支
援
 

中
小
企
業
低
利
融
資
制
度
 

「
マ
ル
久
制
度
」
 

 中
小
企
業
融
資
の
 

保
証
料
お
よ
び
利
子
補
給
制
度
 

 

K
E
S
・
I
S
O
 

認
証
取
得
助
成
制
度
 

　
中
小
企
業
者
の
み
な
さ
ん
に
対
し
、
事
業
資
金

を
低
利
で
融
資
を
お
こ
な
い
、
経
営
の
安
定
と
健

全
な
発
展
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
制
度
で
す
。
 

　
対
象
は
、
町
内
に
住
所
が
あ
り
、
１
年
以
上
継

続
し
て
事
業
を
営
み
、
町
税
を
完
納
し
、
信
用
保

証
協
会
の
保
証
対
象
と
な
る
中
小
企
業
者
で
す
。
 

                　
マ
ル
久
制
度
や
国
、
府
の
一
部
の
融
資
制
度
を

ご
利
用
さ
れ
た
中
小
企
業
の
み
な
さ
ん
の
負
担
の

軽
減
と
経
営
の
安
定
化
の
支
援
を
図
る
た
め
、
融

資
に
か
か
る
信
用
保
証
料
や
支
払
わ
れ
た
利
子
に

対
し
て
補
給
を
し
て
い
ま
す
。
 

                  　
町
内
の
中
小
企
業
者
が
開
発
・
製
作
さ
れ
た
製

品
等
を
、
公
的
機
関
等
が
開
く
展
示
会
等
に
出
展

さ
れ
た
と
き
、
出
展
お
よ
び
移
送
に
か
か
る
経
費

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。
 

　
助
成
率
は
、
助
成
対
象
経
費
の
１
／
2
以
内
で
、

上
限
40
万
円
で
す
。
 

            　
勤
労
者
の
住
生
活
の
向
上
を
図
る
た
め
、
自
ら

居
住
す
る
住
宅
の
新
築
・
購
入
・
増
改
築
等
の
資

金
融
資
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
 

融
資
限
度
額
／
5
0
0
万
円
以
下
 

融
資
期
間
等
／
１
5
0
万
円
以
下
（
10 
年
以
内
・
 

無
担
保
）
１
5
0
万
円
超
え
る
（
15 
年
以
内
・
 

有
担
保
）
 

融
資
利
率
／
１
・
98
㌫
�
 

返
済
方
法
／
元
利
均
等
払
い
 

  　
京
都
府
の
育
児
休
業
資
金
融
資
を
受
け
ら
れ
た

人
の
生
活
の
安
定
を
図
る
た
め
、
こ
の
融
資
に
係

る
保
証
料
と
育
児
休
業
期
間
中
に
支
払
わ
れ
た
利

子
を
全
額
補
給
し
て
い
ま
す
。
 

〔
参
考
〕
 

育
児
休
業
資
金
融
資
（
育
児
休
業
の
取
得
に
よ
り
、

休
業
期
間
中
に
要
す
る
資
金
）
 

・
融
資
限
度
額
１
0
0
万
円
 

・
融
資
期
間
　
6
年
 

・
融
資
利
率
　
１
・
7
㌫
 

   　
 

   　
京
の
ア
ジ
ェ
ン
ダ
21
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
Ｋ
Ｅ
Ｓ
（
環

境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
）

や
国
際
標
準
化
機
構
（
Ｉ
Ｓ
Ｏ
）
の
国
際
規
格
Ｉ

Ｓ
Ｏ
１
4
0
0
0
シ
リ
ー
ズ
の
認
証
を
新
規
に
取

得
さ
れ
た
中
小
企
業
者
に
対
し
、
認
証
取
得
に
要

し
た
経
費
の
一
部
を
助
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
中

小
企
業
の
競
争
力
と
環
境
管
理
水
準
の
向
上
を
図

る
と
と
も
に
、
産
業
振
興
の
促
進
と
環
境
保
全
意

識
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
し
た
制
度
で
す
。
 

◆
対
象
企
業
 

　
町
内
に
事
業
所
が
あ
る
中
小
企
業
者
で
、
町
税

　
を
完
納
し
て
い
る
こ
と
 

◆
対
象
事
業
 

　
・
京
の
ア
ジ
ェ
ン
ダ
21
フ
ォ
ー
ラ
ム
Ｋ
Ｅ
Ｓ
の

　
　
認
証
取
得
 

　
・
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
4
0
0
0
シ
リ
ー
ズ
の
認
証
取
得
 

　
※
い
ず
れ
も
平
成
18 
年
4
月
１
日
か
ら
平
成
23

　
　
年
3
月
31
日
ま
で
の
間
に
新
規
に
認
証
取
得

　
　
し
た
も
の
 

            問
い
合
わ
せ
／
産
業
課
 

 

◆助成金額（認証取得経費の1/2以内） 

※ＫＥＳステップ1、ステップ2またはＩＳＯ
　14000シリーズのいずれか1回限りで
　す。 

KESステップ1

認証取得の種類 

KESステップ2

ISO14000シリーズ 

助成金額の上限 

50,000円 

150,000円 

150,000円 

融　資　制　度 項　目 率・期間 

信用保証料補給 

利子補給 

信用保証料補給 

利子補給 

マル久制度 

京都府小規模企業おうえん融資 
京都府創業育成融資（開業促進） 

国民生活金融公庫 
　小企業等経営改善資金融資 
国民生活金融公庫 
　金融環境変化対応貸付融資 

1/2

2年 

1/2

3年 

運用資金 

項　　目 利率 

設備資金 

運転・設備併用 

融資限度額 

2,000万円 

3,000万円 

3,000万円 

5年 

7年 

7年 

融資 
期間 

2.0㌫ 

2.0㌫ 

2.0㌫ 

　
産
業
の
発
展
と
町
内
企
業
の
育
成
や

勤
労
者
の
福
祉
の
た
め
、
い
ろ
い
ろ
な

融
資
・
助
成
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
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い
ま
知
り
た
い
、
す
ぐ
知
り
た
い
、
そ

ん
な
情
報
を
24
時
間
・
年
中
無
休
で
ご
案

内
し
て
き
ま
し
た
「
く
ら
し
の
テ
レ
ホ
ン

ガ
イ
ド
く
み
や
ま
」
を
今
月
末
日
で
廃
止

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
 

　
テ
レ
ホ
ン
ガ
イ
ド
は
、
平
成
6
年
10 
月

に
導
入
以
来
、
住
民
の
み
な
さ
ん
に
情
報

発
信
の
一
つ
と
し
て
、
役
場
へ
の
届
け
出

や
手
続
き
の
方
法
、
施
設
の
利
用
案
内
、

催
し
も
の
な
ど
の
町
政
情
報
を
ご
案
内
し

て
き
ま
し
た
が
、
近
年
は
、
住
民
の
み
な

さ
ん
の
利
用
も
減
少
し
、
行
政
改
革
の
推

進
と
集
中
改
革
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
事
務
事

業
の
見
直
し
に
よ
っ
て
、
廃
止
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

　
今
後
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
／
広
報
行
政
課
 

 
 
 
 
■国民健康保険税条例の一部改正 
　国民健康保険事業の安定運営を推
進するとともに、国民健康保険税の
応能・応益率の平準化に取り組み、
被保険者の負担の公平を図るため、
本条例を改正しました。 
●改正内容 
国民健康保険税率 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■国民健康保険条例の一部改正 
●改正内容 
法律の名称 
　「精神保健及び精神障害者福祉に
　関する法律」を「障害者自立支援法」
　に改めました。 
給付内容 
　自己負担の全額を継続して給付し、
　精神・結核医療付加金を5㌫から 
　10㌫へ改めました。 
■施行日 
平成18年4月1日 
問い合わせ／国保医療課 

 
 
 
 
　町では、住民のみなさんに安全な
水道水を安心してお使いいただくた
めに、水道法に基づいた水質検査を
おこなっています。平成17年度の水
質検査結果は下表のとおりです。 
　また、平成18年度水質検査計画を

策定しました。計画書（全文）は、
水道課の窓口や町ホームページでご
覧ください。 
　今後もより一層安全で安定した水
質管理に努めてまいります。 
問い合わせ／水道課 

水道水の水質検査結果を 
　　　　　　お知らせします 

国民健康保険税条例などを 
一部改正しました 

テ
レ
ホ
ン
ガ
イ
ド
を
 

廃
止
し
ま
す
 

1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
11 
12 
13 
14 
15 
16 
17 
18 
19 
20 
21 
22 
23 
24 
25 
26 
27 
28 
29 
30 
31 
32 
33 
34 
35 
36 
37 
38 
39 
40 
41 
42 
43 
44 
45 
46 
47 
48 
49 
50

一般細菌 
大腸菌 
カドミウム及びその化合物 
水銀及びその化合物 
セレン及びその化合物 
鉛及びその化合物 
ヒ素及びその化合物 
六価クロム化合物 
シアン化物イオン及び塩化シアン 
硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 
フッ素及びその化合物 
ホウ素及びその化合物 
四塩化炭素 
1,4-ジオキサン 
1,1-ジクロロエチレン 
シス-1,2-ジクロロエチレン 
ジクロロメタン 
テトラクロロエチレン 
トリクロロエチレン 
ベンゼン 
クロロ酢酸 
クロロホルム 
ジクロロ酢酸 
ジブロモクロロメタン 
臭素酸 
総トリハロメタン 
トリクロロ酢酸 
ブロモジクロロメタン 
ブロモホルム 
ホルムアルデヒド 
亜鉛及びその化合物 
アルミニウム及びその化合物 
鉄及びその化合物 
銅及びその化合物 
ナトリウム及びその化合物 
マンガン及びその化合物 
塩化物イオン 
カルシウム・マグネシウム等（硬度） 
蒸発残留物 
陰イオン界面活性剤 
ジェオスミン 
2-メチルイソボルネオール 
非イオン界面活性剤 
フェノール類 
有機物（全有機炭素の量） 
PH値 
味 
臭気 
色度 
濁度 

検　　査　　項　　目 基準値（mg/L） 最　　　高 

※水道法の規定により、定期的に検査をおこなっています。 

最　　　低 
100個／ml以下 
検出されないこと 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

異常でないこと 
異常でないこと 

 
 
0.001未満 
0.00005未満 
0.001未満 
0.001未満 
0.001未満 
0.005未満 
0.001未満 
0.55 
0.09 
0.02未満 
0.0002未満 
0.005未満 
0.005未満 
0.005未満 
0.005未満 
0.005未満 
0.003 
0.001未満 
0.002未満 
0.006 
0.004未満 
0.003 
0.001 
0.01 
0.02未満 
0.005 
0.005未満 
0.008未満 
0.005未満 
0.07 
0.03未満 
0.01未満 
 
0.005未満 
  .1 
  .4 
 
0.02未満 
0.000001未満 
0.000001未満 
0.005未満 
0.0005未満 
0.5 
  .35 
 
 
1未満 
0.1未満 

検出せず 
検出せず 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

異常なし 
異常なし 

検出せず 
検出せず 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

異常なし 
異常なし 

 
 
0.01以下 
0.0005以下 
0.01以下 
0.01以下 
0.01以下 
0.05以下 
0.01以下 
  以下 
0.8以下 
1以下 
0.002以下 
0.05以下 
0.02以下 
0.04以下 
0.02以下 
0.01以下 
0.03以下 
0.01以下 
0.02以下 
0.06以下 
0.04以下 
0.1以下 
0.01以下 
0.1以下 
0.2以下 
0.03以下 
0.09以下 
0.08以下 
1以下 
0.2以下 
0.3以下 
1以下 
  以下 
0.05以下 
  以下 
  以下 
  以下 
0.2以下 
0.00001以下 
0.00001以下 
0.02以下 
0.005以下 
5以下 
5.8-8.6 
 
 
5度以下 
2度以下 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

10 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

200 
 

200 
300 
500

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

14 
 

13 
38 
112 
 
 
 
 
 
 
7

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

11 
 

11 
38 
105 
 
 
 
 
 
 
6

 
 
0.001未満 
0.00005未満 
0.001未満 
0.001未満 
0.001未満 
0.005未満 
0.001未満 
0.44 
0.08未満 
0.02未満 
0.0002未満 
0.005未満 
0.005未満 
0.005未満 
0.005未満 
0.005未満 
0.002 
0.001未満 
0.002未満 
0.002 
0.004未満 
0.001 
0.001未満 
0.01未満 
0.02未満 
0.002 
0.005未満 
0.008未満 
0.005未満 
0.03 
0.03未満 
0.01未満 
 
0.005未満 
  .9 
  .3 
  .0 
0.02未満 
0.000001未満 
0.000001未満 
0.005未満 
0.0005未満 
0.5未満 
  .94 
 
 
1未満 
0.1未満 

（1）医療分 

所得割 

現　　行 

資産割 

均等割 

平等割 

改　正　後 

100分の6.9 100分の7.2

100分の20 100分の15

1人当たり 
17,000円 

1人当たり 
21,000円 

1世帯当たり 
21,000円 

1世帯当たり 
24,000円 

（2）介護分 

所得割 

現　　行 

資産割 

均等割 

平等割 

改　正　後 

100分の1.5 100分の1.7

100分の3 100分の1.5

1人当たり 
7,200円 

1人当たり 
7,500円 

1世帯当たり 
5,400円 

1世帯当たり 
5,600円 

テ
レ
ホ
ン
ガ
イ
ド
を
 

廃
止
し
ま
す
 



エ
コ
ー
ポ
ス
ト
設
置
場
所
 

役
場
庁
舎
１
階
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
 

中
央
公
民
館
・
ゆ
う
ホ
ー
ル
 

い
き
い
き
ホ
ー
ル
・
総
合
体
育
館
 

保
育
所
・
幼
稚
園
・
荒
見
苑
 

Ｊ
Ａ
御
牧
支
店
・
佐
山
支
店
 

 

A
道
路
改
良
計
画
を
検
討
し
ま
す
 

A
増
設
の
要
望
を
し
ま
す
 

A
計
画
的
に
整
備
を
進
め
ま
す
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Q
公
園
を
造
っ
て
く
だ
さ
い
 

Q
街
灯
を
設
置
し
て
く
だ
さ
い
 

Q
ト
ッ
プ
ワ
ー
ル
ド
前
の
 

道
路
を
広
く
で
き
ま
せ
ん
か
 

 

   　
中
島
に
は
現
在
、
公
園
が
あ
り
ま
せ
ん
。
周
り

が
田
ん
ぼ
や
畑
で
の
ん
び
り
し
て
い
る
よ
う
で
す

が
、
大
き
な
道
に
囲
ま
れ
て
い
て
、
結
構
乗
用
車

や
ト
ラ
ッ
ク
が
走
っ
て
い
ま
す
。
子
を
持
つ
母
と

し
て
は
、
子
ど
も
が
遊
ぶ
の
を
の
ん
び
り
と
見
守

っ
て
い
ら
れ
る
公
園
が
ほ
し
い
で
す
。
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
島
・
女
性
）
 

  　
公
園
は
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
遊
べ
る
ス

ペ
ー
ス
で
あ
る
と
と
も
に
、
高
齢
者
や
地
域
住
民

の
憩
い
の
場
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し

て
重
要
な
役
割
を
果
た
す
施
設
で
す
。
 

　
第
4
次
総
合
計
画
に
も
公
園
・
緑
地
整
備
を
す

る
た
め
の
基
本
計
画
を
策
定
し
、
住
民
ニ
ー
ズ
に

応
じ
た
身
近
な
公
園
の
整
備
を
図
り
、
国
道
１
号

以
西
の
農
業
・
集
落
ゾ
ー
ン
に
お
い
て
、
地
域
の

ふ
れ
あ
い
型
の
小
規
模
公
園
や
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク

を
計
画
的
に
整
備
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
【
都
市
計
画
課
】
 

   　
ト
ッ
プ
ワ
ー
ル
ド
前
の
道
は
、
以
前
か
ら
夕
方

に
な
る
と
仕
事
帰
り
の
自
動
車
や
バ
イ
ク
と
学
校

帰
り
の
自
転
車
な
ど
で
込
み
合
っ
て
、
歩
い
て
通

る
と
き
も
何
回
も
隅
の
ほ
う
へ
よ
け
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
道
が
狭
い
た
め
自
動
車
も
対
向
待
ち

ば
か
り
で
危
険
で
す
。
事
故
が
起
こ
る
前
に
考
え

て
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
（
佐
山
・
女
性
）
 

  　
こ
の
道
路
は
、
道
幅
が
狭
い
た
め
自
動
車
の
離

合
も
難
し
い
状
況
で
す
。
現
在
、
京
都
府
の
古
川

改
修
事
業
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の

改
修
に
あ
わ
せ
て
、
道
路
改
良
計
画
を
検
討
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
　
　
【
道
路
河
川
課
】
 

   　
国
道
１
号
京
都
南
道
路
が
開
通
し
、
通
勤
時
間

が
短
縮
さ
れ
て
う
れ
し
い
の
で
す
が
、
夜
間
は
伏

見
・
佐
山
間
で
家
の
少
な
い
区
間
が
と
て
も
暗
く

怖
い
気
が
し
ま
す
。
街
灯
を
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
佐
山
・
女
性
）
 

  　
道
路
を
管
理
す
る
京
都
国
道
事
務
所
へ
、
道
路

照
明
の
増
設
に
つ
い
て
検
討
す
る
よ
う
要
望
し
ま

す
。
 

　
要
望
の
箇
所
に
つ
い
て
は
、
農
地
が
多
く
夜
間

照
明
に
よ
る
農
作
物
へ
の
影
響
を
考
え
、
暗
く
し

て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
　
　
　
【
監
理
課
】
 

  　
エ
コ
ー
ラ
イ
ン
は
、
あ
な
た
の
声
を
聴
か
せ
て

い
た
だ
く
大
切
な
通
信
手
段
で
す
。
 

　
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聴
か
せ
く
だ
さ
い
。
 

 

　「排水機場前」バス停は、昨年7月に「のってこバス（巡
回バス）」を新運行内容に改める際に、地域住民のみなさ
んのご要望にこたえる形で、東一口地域に乗り入れるルー
トとして新たに設置しました。 
　東一口地域の北側には、巨椋池排水幹線（前川）の両堤
に沿って約300本の桜が植えられており、「京都の自然
200選」にも選ばれています。3月末から4月に入るころ、
ソメイヨシノが一斉に開花し、満開時の前川に映える景観
は見事なもので、毎年、町内外から多くの花見客が訪れま
す。今年も4月8日gに恒例の「桜のつどい」が予定され
ています。 
　また、バス停の名称にもなっている「巨椋池排水機場」
は、バス停の目の前にあります。この排水機場は、昭和
16年に国営干拓事業の第1号として築造されましたが、流
域内の開発などにより排水機能が低下したため、平成9年
度から国営事業として全面的に改修がおこなわれ、昨年4
月に新排水機場の運用を開始しました。 
問い合わせ／都市計画課 

バス停シリーズ 

「排水機場前」 

　町内の「のってこバス（巡回バス）」の停留所をシリー
ズで紹介しています。 
　各バス停が持つ魅力などをお届けし、住民のみなさんが
使いやすい形で、巡回バスをご利用いただきたいと考えて
います。 
　今回は「排水機場前」バス停です。 

前川桜並木と巨椋池排水機場 
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91

身に覚えのない請求 

　
ま
っ
た
く
根
拠
の
な
い
架
空
請
求
が
横
行
し
て

い
ま
す
。
不
安
を
あ
お
る
脅
し
文
句
が
書
か
れ
て

お
り
、
か
か
わ
り
た
く
な
い
の
で
お
金
を
振
り
込

ん
で
し
ま
っ
た
、
過
去
に
自
分
が
利
用
し
た
別
事

業
者
の
請
求
と
勘
違
い
し
て
振
り
込
ん
で
し
ま
っ

た
と
い
う
よ
う
な
被
害
ケ
ー
ス
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
 

　
最
近
で
は
、
実
在
す
る
公
的
機
関
や
そ
れ
と
類

似
し
た
名
称
の
使
用
、
デ
ジ
タ
ル
放
送
な
ど
の
広

く
周
知
さ
れ
て
い
な
い
制
度
の
悪
用
、
未
購
入
の

ア
ダ
ル
ト
関
係
商
品
に
関
連
し
た
請
求
な
ど
の
手

口
が
み
ら
れ
ま
す
。
 

　
こ
こ
数
年
こ
の
よ
う
な
悪
質
な
手
口
は
繰
り
返

さ
れ
て
お
り
、
再
発
防
止
策
の
網
の
目
を
く
ぐ
っ

て
は
新
た
な
手
口
が
次
々
に
出
て
き
て
い
ま
す
。
 

　
身
に
覚
え
が
な
い
場
合
、
最
善
の
自
衛
策
は
無

視
す
る
こ
と
で
す
。
利
用
し
た
覚
え
が
あ
る
場
合

は
支
払
う
義
務
が
発
生
し
ま
す
が
、
法
外
な
遅
延

料
金
を
払
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

　
請
求
内
容
に
不
明
な
点
が
あ
っ
た
り
、
不
安
を

感
じ
た
ら
、
相
手
に
連
絡
し
た
り
支
払
う
前
に
、

ま
ず
最
寄
り
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
相
談
し
ま

し
ょ
う
。
同
様
の
架
空
請
求
が
多
数
の
人
に
届
い

て
い
る
な
ど
の
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、

対
処
の
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
得
ら
れ
ま
す
。
 

　
ま
た
、
届
い
た
書
面
が
、

「
裁
判
所
か
ら
の
督
促
」
な

ど
と
思
わ
れ
る
と
き
に
は
、

書
類
の
真
偽
の
判
断
は
難
し

い
た
め
、
放
置
せ
ず
、
す
ぐ

に
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
相

談
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
 

　
架
空
請
求
が
届
い
た
な
ら
、
郵
送
の
場
合
は
住

所
を
、
電
子
メ
ー
ル
の
場
合
は
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

を
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
他
の

情
報
（
電
話
番
号
等
）
を
悪
質
業
者
に
知
ら
れ
る

と
別
の
手
段
で
請
求
し
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

今
知
ら
れ
て
い
る
以
上
の
個
人
情
報
を
知
ら
れ
な

い
よ
う
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
決
し

て
脅
し
文
句
に
ひ
る
ん
で
支
払
っ
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
身
に
覚
え
が
な
く
、
し
つ
こ
く
悪
質
な
取
り

立
て
が
あ
る
と
き
は
警
察
に
届
け
ま
し
ょ
う
。
 

　
ま
た
、
請
求
の
ハ
ガ
キ
等
は
、
今
後
悪
質
業
者

が
何
ら
か
の
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
て
き
た
と
き

の
証
拠
と
な
る
の
で
保
管
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
 

  　
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
こ
ま
れ
た
ら
、
１
人
で
悩
ま

ず
府
消
費
生
活
科
学
セ
ン
タ
ー
1
0
7
5
（
6
7

１
）
0
0
0
4
、
府
山
城
広
域
振
興
局
商
工
観
光

室
1
0
7
7
4
（
2
１
）
2
１
0
3
ま
た
は
産
業

課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

ヒ
バ
リ 

（
ス
ズ
メ
目
ヒ
バ
リ
科
） 

　
町
内
で
は
よ
く
見
か
け
る
鳥
で
、
ス
ズ
メ

よ
り
大
き
く
17 
㌢
ぐ
ら
い
あ
り
ま
す
。
 

　
早
春
の
ヒ
バ
リ
は
、
ま
ず
地
上
の
土
塊
や

石
の
上
な
ど
少
し
で
も
高
い
と
こ
ろ
で
さ
え

ず
り
、
約
半
月
ほ
ど
し
て
大
空
へ
さ
え
ず
り

な
が
ら
、
ほ
ぼ
垂
直
に
舞
い
上
が
り
ま
す
。
 

　
人
か
ら
見
る
と
、
う
ら
ら
か
な
春
を
喜
ん

で
い
る
よ
う
に
見
え
る
ヒ
バ
リ
で
す
が
、
さ

え
ず
り
は
求
愛
や
縄
張
り
宣
言
と
い
う
繁
殖

行
動
を
し
て
い
ま
す
。
 

　
地
上
で
の
行
動
が
多
く
、
植
物
の
種
子
、

昆
虫
類
や
ク
モ
類
な
ど
を
歩
き
回
り
な
が
ら

つ
い
ば
み
ま
す
。
飛
び
立
つ
と
き
は
、
「
ビ
ュ

ル
ビ
ュ
ル
」
繁
殖
期
に
地
上
や
縄
張
り
宣
言

の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
飛
翔
中
に
「
チ
ュ
ル
リ
・

ピ
チ
ュ
リ
・
チ
ュ
リ
・
チ
ュ
リ
リ
」
と
い
ろ

い
ろ
な
声
を
組
み
合
わ
せ
、
一
分
以
上
鳴
き

続
け
ま
す
。
 

　
雌
雄
同
色
で
、
頭
か
ら
尾
羽
ま
で
の
上
面

は
淡
い
黄
褐
色
で
黒
褐
色
の
斑
が
あ
り
、
羽

色
が
土
肌
そ
っ
く
り
で
目
立
ち
に
く
い
で
す
。

雄
は
頭
頂
の
羽
を
よ
く
立
て
ま
す
が
、
雌
は

雄
ほ
ど
立
て
ま
せ
ん
。
 

 

 
 
 
 
 
 
　今号から悲惨な交通事故を防ぐため、シリー
ズで高齢者の交通事故防止を掲載します。 
　高齢者の交通事故死傷者が年々増加していま
す。全国で発生した交通事故による死傷者の総
数のうち、10人に1人は高齢者です。このよう
に、高齢者の交通事故死傷者が年々増加してい
るのは、高齢者人口が年々増加するとともに、
元気で活躍する高齢者が増えていることが基本
的要因であり、高齢者が特に交通事故に遭いや
すいということではありません。 
　しかし、高齢者の交通事故死傷者は、高齢者
の人口の伸び率を上回る勢いで増加し、高齢者
の人口当たりの交通事故死傷率は、年間およそ
200人に1人という率ですから、交通事故は「万
一の出来事」、つまり、1万分の1くらいの率
で発生するめったにないまれな災害などと思う
のは、とんでもない心得違いです。 
　高齢者が事故に遭ってけがをすると、死亡す
る率が非常に高くなります。高齢になるほど、
交通事故は、命を落とす危険性が非常に高くな
りますので、交通安全の確保に今まで以上の気
配りをすることが大切です。 
◇交通教室◇ 
　町と町交通安全対策協議会では、交通教室を
開いています。内容は、交通巡視員や警察官の
交通安全指導で、約1時間程度です。各自治会
の公会堂などへ出向きますので、自治会や子ど
も会、老人クラブなどの集まりのときに交通教
室を開きたいときは、監理課までご連絡くださ
い。 
問い合わせ／監理課 

交通安全意識を高めましょう 

防ごう高齢者交通事故 
Ｖol.1



図
書
館

図
書
館 

図
書
館 

食生活改善推進員協議会「久味の会」 

84キロカロリー／1人分 

【
問
い
合
わ
せ
】 

【
開
館
時
間
】 

 【
休
　
館
　
日
】 

　
図
書
館
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
が
絵
本
や
紙
芝
居
を
読

み
聞
か
せ
る
「
お
は
な
し
会
」
を
毎
月
開
い
て
い
ま
す
。
申
し
込
み

は
い
り
ま
せ
ん
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

日
時
／
4
月
22
日
g
　
午
前
10 
時
30
分
〜
11 
時
 

場
所
／
ゆ
う
ホ
ー
ル
2
階
お
話
し
室
 

問
い
合
わ
せ
／
図
書
館
 

お
は
な
し
会
 

黒酢とチーズのドレッシングサラダ 

■材料（4人分） 

作り方  
①　レタスは一口大にちぎる。水菜は
　ざく切り、セロリは斜め薄切りに。
　トマトはへたをとって2㌢角に切り
　ます。わかめは戻して、水気を切り、
　適当な大きさに切ります。にんにく
　は薄切りにします。 
②　フライパンにオリーブ油とにんに
　くを入れ、弱火にかけます。にんに 

 
　くが薄いきつね色になったら火を止 
　め、余熱でもう少し焦がします。 
③　ドレッシングの材料◯を混ぜ、①
　の野菜を彩りよく混ぜて盛り付けた
　上にかけます。さらにその上から②
　をかけて出来上がりです。 
※食べるときに全体を混ぜ、あればバ
　ジルの葉を散らしてもよい。 

★
ぜ
っ
た
い
に
つ
い
て
い
か
な
い
よ
！
 

（
嶋
　
政
男
監
修
）
 

　
い
ざ
と
い
う
と
き
、
自
分
の
安
全
を

守
る
た
め
に
、
ど
ん
な
こ
と
が
で
き
る

だ
ろ
う
。
 

◆
新
着
図
書
の
紹
介
 

レタス 
セロリ 
水菜 
トマト 

・・・・・・・・・・・・・・・・・3枚 
・・・・・・・・・・・・・・・・・1本 

・・・・・・・・・・・・・・・・・小2株 
・・・・・・・・・・・・・・・・・1個 

 

干しわかめ 
にんにく 
オリーブ油 

・・・・・・4グラム 
・・・・・・・・・・・・1カケ 
・・・・・・大さじ2

黒酢 
粉チーズ 
塩 
こしょう 
 

・・・・・・・・・・大さじ2 
・・・大さじ1と1/3 

・・・・・・・・・小さじ1/3 
・・・・・・・・・少々 

 

広報くみやま 平成18年4月1日 

★
あ
な
た
を
ず
っ
と
ず
っ
と
あ
い
し
て
る
 

（
宮
西
達
也
作
・
絵
） 

　
心
や
さ
し
い
マ
イ
ア
サ
ウ
ラ
の
お
母

さ
ん
に
育
て
ら
れ
た
テ
ィ
ラ
ノ
サ
ウ
ル

ス
の
子
・
ハ
ー
ト
。
あ
る
日
、
自
分
は

テ
ィ
ラ
ノ
サ
ウ
ル
ス
だ
と
知
っ
て
…
。
 

★
ア
コ
ギ
な
の
か
リ
ッ
パ
な
の
か
 

（
畠
中
恵
著
）
 

　
代
議
士
事
務
所
に
勤
め
て
い
る
佐
倉
聖
、

二
十
一
歳
。
元
不
良
の
彼
が
政
界
の
謎
・

日
常
の
謎
を
解
決
す
る
。
 

★
か
も
め
食
堂
 

（
群
よ
う
こ
著
）
 

　
サ
チ
エ
の
夢
は
„
素
朴
で
い
い
か
ら
、

ち
ゃ
ん
と
し
た
食
事
を
食
べ
て
も
ら
え

る
よ
う
な
店
を
作
る
こ
と
　
そ
の
夢
の

舞
台
は
ヘ
ル
シ
ン
キ
で
あ
っ
た
。
 

30

1
0
7
7
4（
4
5
）0
0
0
3
 

火
〜
金
曜
日
／
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
7
時
 

土
・
日
・
祝
日
／
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時
 

3
日
b
・
10 
日
b
・
11
日
c
〜
14 
日
f
（
特
 

別
整
理
日
）・
17 
日
b
・
24
日
b
・
30
日
a
 

 

今
月
の
テ
ー
マ
図
書
 

「
人
生
訓
か
ら
学
ぶ
」
 

　
図
書
館
で
は
、
毎
月
テ
ー
マ
を
決
め
て
本
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

　
今
月
は
、
人
生
訓
に
関
す
る
オ
ス
ス
メ
の
本
を
紹
介
し
ま
す
。
 

学
習
研
究
社
発
行
 

　
だ
れ
に
も
言
え
ず
に
悩
ん
だ
り
、
苦
し
ん
だ
り
し
て
い
る
問
題
の

解
決
の
糸
口
と
、
そ
の
実
行
方
法
等
に
つ
い
て
紹
介
 

◆
オ
ス
ス
メ
本
 

「
だ
れ
に
も
聞
け
な
い『
な
や
み
』相
談
の
本（
全
6
巻
）」（
児
童
書
） 

「
10
代
の
名
言
集
（
全
10
巻
）
」
（
児
童
書
）
 

ポ
プ
ラ
社
発
行
 

　
勇
気
を
ふ
る
い
た
た
せ
た
り
、
友
だ
ち
を
は
げ
ま
し
た
り
す
る
と

き
な
ど
に
使
え
る
、
古
今
東
西
の
有
名
な
人
の
名
言
を
多
数
紹
介
 

渡
部
昇
一
著
 

　
大
事
な
何
か
を
や
ろ
う
と
す
る
と
き
に
ぶ
ち
当
た
る
壁
。
破
れ
る

人
と
破
れ
な
い
人
の
違
い
を
わ
か
り
や
す
く
紹
介
 

「
自
分
の
壁
を
破
る
人
　
破
れ
な
い
人
」
 

斎
藤
茂
太
著
 

　
歌
人
（
故
）
齋
藤
茂
吉
の
長
男
で
、
精
神
科
医
で
も
あ
る
著
者
の

数
多
い
著
書
の
中
か
ら
、
お
す
す
め
の
一
冊
を
紹
介
 

「
ゆ
っ
く
り
力
で
　
す
べ
て
が
う
ま
く
い
く
」
 

A

„
 

◯ A



                
町
で
は
、
平
成
15 
年
3
月
に
「
生
活
安
全
条
例
」

を
制
定
し
、
生
活
安
全
ま
ち
づ
く
り
連
絡
会
を
発

足
さ
せ
ま
し
た
。
 

町
内
各
種
団
体
に
参
画
い
た
だ
き
、
団
体
の
活

動
内
容
な
ど
の
情
報
の
共
有
化
を
図
る
と
と
も
に
、

パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
を
お
こ
な
い
、
子
ど
も
た
ち
を

守
り
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
 

連
絡
会
で
は
、
子
ど
も
安
全
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事

業
に
取
り
組
み
、
各
小
学
校
区
単
位
に
「
子
ど
も

見
守
り
隊
」
を
編
成
し
て
、
登
下
校
時
な
ど
の
子

ど
も
の
安
全
を
守
り
、
あ
い
さ
つ
や
声
か
け
に
よ

る
パ
ト
ロ
ー
ル
を
お
こ
な
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
 

連
絡
会
へ
の
参
画
や
子
ど
も
見
守
り
隊
へ
入
会

い
た
だ
け
る
団
体
・
個
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
総
務
課
 

  
町
で
は
、
住
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
町
政
に
対
す

る
ご
意
見
な
ど
を
お
聴
き
し
、
町
政
運
営
に
反
映

さ
せ
る
た
め
、
町
政
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
の
20
歳
以
上
で
、
町
政

に
関
心
の
あ
る
人
（
前
年
度
町
政
モ
ニ
タ
ー

経
験
者
は
除
く
）
 

任
期
／
5
月
〜
翌
年
3
月
 

内
容
／
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
や
町
政
へ
の
意
見
・

提
案
な
ど
 

定
員
／
50
人
。
こ
の
ほ
か
、
無
作
為
抽
出
し
た
約

50
人
に
依
頼
を
し
ま
す
。
 

謝
礼
／
5
，
0
0
0
円
以
内
。
た
だ
し
、
ア
ン
ケ

ー
ト
に
回
答
が
な
い
と
き
は
、
減
額
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
4
月
28
日
f
（
当
日

消
印
有
効
）
ま
で
に
は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
職
業
・
電
話
番
号
・
在
勤
の
人
は
勤

務
先
の
住
所
と
名
称
、「
町
政
モ
ニ
タ
ー
希

望
」
と
ご
記
入
の
う
え
、
広
報
行
政
課
へ
。

電
話
不
可
 

  
生
き
が
い
の
あ
る
充
実
し
た
人
生
を
送
っ
て
い

た
だ
く
た
め
、
幅
広
い
分
野
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。
 

日
程
／
5
月
〜
翌
年
2
月
（
年
間
10 
回
）
 

場
所
／
中
央
公
民
館
な
ど
 

対
象
／
町
内
在
住
で
60
歳
以
上
の
人
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
4
月
25
日
c
ま
で
に

社
会
教
育
課
へ
。
電
話
可
  

※
老
人
ク
ラ
ブ
加
入
者
は
、
各
単
位
老
人
ク
ラ
ブ

で
申
し
込
み
を
取
り
ま
と
め
ま
す
。
 

  
さ
つ
き
苑
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
は
、
生

け
花
教
室
を
開
き
ま
す
。
 

日
時
／
4
月
〜
翌
年
3
月
（
6
月
〜
8
月
を
除
く

計
9
回
）
の
第
4
月
曜
日
（
2
・
3
月
は
第

3
月
曜
日
）
　
午
後
１
時
30
分
〜
3
時
30
分
 

場
所
／
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
さ
つ
き
苑
 

対
象
／
身
体
に
障
害
の
あ
る
人
 

定
員
／
10 
人
 

講
師
／
谷
村
昌
子
さ
ん
 

費
用
／
8
0
0
円
（
材
料
費
）
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
4
月
3
日
b
か
ら
町

社
会
福
祉
協
議
会
へ
。
電
話
可
 

※
通
所
の
困
難
な
人
は
送
迎
し
ま
す
。
 

  
町
商
工
会
で
は
、
役
場
庁
舎
5
階
の
展
示
コ
ー

ナ
ー
の
展
示
品
を
募
集
し
ま
す
。
 

製
品
／
町
内
の
企
業
、
団
体
等
が
製
造
し
た
物
（
展

示
期
間
中
に
変
質
し
な
い
物
）
 

展
示
期
間
／
5
月
〜
10 
月
 

費
用
／
展
示
に
か
か
る
必
要
経
費
は
、
出
展
者
の

負
担
と
な
り
ま
す
。
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
4
月
14 
日
f
ま
で
に

町
商
工
会
1
0
7
5
（
6
3
１
）
6
5
１
8

へ
。
 

      
町
で
は
、
こ
こ
ろ
に
病
の
あ
る
人
を
対
象
に
、

仲
間
と
交
流
し
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
過
ご
し
て
い

た
だ
く
サ
ロ
ン
活
動
を
毎
月
開
い
て
い
ま
す
。
 

今
月
か
ら
月
2
回
開
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

日
時
／
4
月
7
日
f
・
21
日
f
　
午
後
１
時
30
分

〜
3
時
30
分
 

場
所
／
中
央
公
民
館
 

内
容
／
ビ
デ
オ
鑑
賞
、
カ
ラ
オ
ケ
、
ゲ
ー
ム
、
ビ

ー
ズ
手
芸
な
ど
 

問
い
合
わ
せ
／
社
会
福
祉
課
 

 

  町
で
は
、
身
体
に
障
害
の
あ
る
人
が
活
動
す
る

一
助
と
し
て
、
タ
ク
シ
ー
利
用
券
を
交
付
し
ま
す
。
 

利
用
範
囲
／
町
と
契
約
す
る
タ
ク
シ
ー
事
業
者
 

対
象
／
身
体
障
害
者
手
帳
（
視
覚
・
下
肢
・
体
幹
・

じ
ん
臓
・
呼
吸
器
・
ぼ
う
こ
う
・
直
腸
・
小

腸
）
１
級
か
ら
3
級
の
人
、
療
育
手
帳
「
Ａ
」

の
人
 

申
請
・
問
い
合
わ
せ
／
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は

療
育
手
帳
、
印
鑑
を
ご
持
参
の
う
え
、
社
会

福
祉
課
へ
。
 

   
社
会
福
祉
法
人
の
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
た
と
き
、
利
用
料
の
一
部
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
 

対
象
／
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人
 

①
世
帯
全
員
が
町
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
 

②
居
住
用
等
以
外
に
活
用
で
き
る
資
産
が
無
い

人
 

③
親
族
等
に
扶
養
さ
れ
て
い
な
い
人
 

④
介
護
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
な
い
人
 

※
収
入
額
や
預
貯
金
額
な
ど
の
条
件
が
あ
り
ま
す
。
 

軽
減
を
受
け
ら
れ
る
事
業
所
と
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
 

・
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

 
 
訪
問
介
護
、
通
所
介
護
 

・
楽
生
苑
 

 
 
訪
問
介
護
、
通
所
介
護
、
短
期
入
所
生
活
介

護
、
介
護
福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス
（
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
）
 

軽
減
の
割
合
／
利
用
料
を
4
分
の
3
に
軽
減
 

軽
減
期
間
／
4
月
利
用
分
〜
6
月
利
用
分
 

申
請
・
問
い
合
わ
せ
／
印
鑑
を
ご
持
参
の
う
え
、

長
寿
健
康
課
へ
。
 

※
申
請
月
の
初
日
か
ら
軽
減
さ
れ
ま
す
。
 

町
生
活
安
全
ま
ち
づ
く
り
連
絡
会
 

町
政
モ
ニ
タ
ー
 

生
け
花
教
室
 

い
き
が
い
大
学
 

こ
こ
ろ
の
サ
ロ
ン
事
業
 

役
場
展
示
コ
ー
ナ
ー
 

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
の
交
付
 

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
 

利
用
者
負
担
の
軽
減
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住
民
票
な
ど
の
不
正
請
求
を
防
ぎ
、
個
人
情
報

を
保
護
す
る
た
め
、
今
月
か
ら
役
場
住
民
課
と
ゆ

う
ホ
ー
ル
で
窓
口
証
明
の
本
人
確
認
を
お
こ
な
い

ま
す
。
 

対
象
と
な
る
証
明
は
、
住
民
票
・
戸
籍
謄
抄
本
、

戸
籍
附
票
、
身
分
証
明
書
な
ど
。
証
明
請
求
の
際

に
は
、
運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
身
体
障
害

者
手
帳
、
外
国
人
登
録
証
明
書
、
健
康
保
険
証
な

ど
を
窓
口
で
ご
提
示
く
だ
さ
い
。
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
住
民
課
 

  
平
成
18 
年
度
国
民
年
金
保
険
料
は
、
左
表
の
と

お
り
に
な
り
ま
し
た
。
 

納
付
書
は
、
社
会
保
険
庁
（
国
）
か
ら
送
付
さ

れ
ま
す
の
で
、
各
金
融
機
関
や
郵
便
局
、
主
な
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
 

役
場
の
窓
口
で
は
納
付
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。
 

１
年
分
ま
た
は
6
か
月
分
を
ま
と
め
て
前
納
さ

れ
る
と
き
は
、
割
引
に
な
り
ま
す
の
で
、
5
月
１

日
b
ま
で
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
／
京
都
南
社
会
保
険
事
務
所
1
0
7
 

　
　
5
（
6
4
3
）
3
5
4
１
ま
た
は
住
民
課
 

          

   
町
で
は
、
在
宅
福
祉
の
推
進
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
、
平
成
18 
年
3
月
31
日
ま
で
の
期
限
付
き
で

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
や
生
活
支
援
サ
ー
ビ
の
利
用

料
を
助
成
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
、
次
の
と
お

り
内
容
を
見
直
し
、
引
き
続
き
助
成
事
業
を
お
こ

な
い
ま
す
。
 

期
間
／
平
成
18 
年
4
月
１
日
〜
平
成
21
年
3
月
31

日
 

助
成
額
／
利
用
者
負
担
額
（
食
事
代
・
室
料
代
・

日
常
生
活
費
・
交
通
費
な
ど
は
除
く
）
の
4

分
の
１
 

対
象
／
平
成
18 
年
4
月
利
用
分
か
ら
平
成
21
年
3

月
利
用
分
ま
で
 

問
い
合
わ
せ
／
長
寿
健
康
課
 

   
町
内
に
在
住
の
65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
、
は
り
・

き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
受
け
ら
れ
た
と
き
の
費

用
を
助
成
す
る
利
用
券
を
発
行
し
ま
す
。
 

助
成
金
額
／
施
術
費
の
う
ち
、
2
，
0
0
0
円
を

町
と
施
術
所
が
助
成
 

利
用
方
法
／
利
用
券
を
施
術
所
で
使
用
（
制
度
加

入
施
術
所
の
み
有
効
）
 

申
し
込
み
／
印
鑑
を
ご
持
参
の
う
え
、
長
寿
健
康

課
へ
。
代
理
人
の
場
合
は
、
代
理
人
の
印
鑑

も
必
要
で
す
。
 

※
申
請
月
が
遅
れ
る
と
利
用
券
の
枚
数
が
減
り
ま

す
の
で
、
お
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
／
長
寿
健
康
課
 

  
献
血
は
、
16 
歳
か
ら
69
歳
ま
で
幅
広
い
層
に
わ

た
っ
て
で
き
る
、
身
近
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許
証
、
健
康

保
険
証
な
ど
）
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
 

海
外
旅
行
か
ら
帰
国
後
や
海
外
に
滞
在
さ
れ
た

国
に
よ
っ
て
、
献
血
が
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、
京
都
府
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

1
0
7
5
（
5
3
１
）
0
１
１
１
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
 

日
時
／
4
月
5
日
d
　
午
前
10 
時
〜
正
午
　
午
後

１
時
〜
3
時
30
分
 

場
所
／
ジ
ャ
ス
コ
久
御
山
店
 

問
い
合
わ
せ
／
長
寿
健
康
課
 

                          

  
 今

月
か
ら
麻
し
ん
と
風
し
ん
の
予
防
接
種
は
、

混
合
ワ
ク
チ
ン
に
変
わ
り
ま
し
た
。
以
前
に
、
麻

し
ん
ま
た
は
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
の
ど
ち
ら
か
一
方

の
み
を
接
種
す
る
か
、
自
然
に
か
か
っ
た
満
１
歳

か
ら
2
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
は
、
保
護
者
が
希
望

す
れ
ば
、
も
う
片
方
の
単
独
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が

可
能
で
す
。
詳
し
く
は
、
長
寿
健
康
課
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
／
長
寿
健
康
課
 

      

居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
利
用
者
負
担
額
 

助
成
事
業
を
継
続
 

は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
 

費
用
を
助
成
 

窓
口
証
明
の
本
人
確
認
 

国
民
年
金
保
険
料
の
お
得
な
納
付
 

今
月
の
献
血
 

麻
し
ん
・
風
し
ん
 

単
独
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
 

ご家庭で飼われている生後91日以
上の犬は、生涯に１回の登録と毎年１
回の狂犬病予防注射を受けなければな
りません。 
右表の日程で登録と予防注射をおこ
ないますので、お近くの会場で受けて
ください。 
料金／注射料……………2，650円 
　　注射済票交付手数料…550円 
　　登録手数料…………3，000円　 
また、犬等の輸入検疫制度が改正さ
れたことにより、海外に犬を連れてい
き、短期間で帰国される人は、帰国時
の動物検疫における係留期間を大幅に
短縮するために、予防注射接種前に固
体識別等のマイクロチップを装着する
必要がありますのでご注意ください。
詳細は動物検疫所ホームページ 
http://www.maff-aqs.go.jp/または動
物検疫所1045（751）5921でご確
認ください。 
問い合わせ／環境保全課 

10：00～10：30 

10：40～11：10 

11：20～11：50 

13：10～13：40 

13：50～14：20 

14：30～14：50 

10：00～10：20 

10：30～10：50 

11：00～11：20 

11：30～11：50 

13：10～13：40 

13：50～14：20 

14：30～14：50 

10：00～10：30 

10：40～11：10 

11：20～11：50 

13：10～13：40 

13：50～14：10 

14：20～14：50

栄中央公園（2丁目） 

栄3・4丁目集会所 

佐古公民館 

松陽台集会所 

田井公民館 

島田公会堂 

大橋辺公民館 

北川顔公会堂 

藤和田公会堂 

坊之池公会堂 

元JA京都やましろ東一口事業所前 

御牧保育所前 

野村公会堂 

ミサワ林集会所 

佐山公会堂 

下津屋公民館 

久御山町役場前 

鈴間集会所 

市田公民館 

実 施 日 時  会　　場 

4
月
18 
日
c

4
月
19 
日
d

4
月
20
日
e

定額＋付加 

保　険　料 
（１か月分） 

13,860円 14,260円 

5
月
１
日
b
ま
で
に
前
納
 

前納額 
（6か月分） 

前納額 
（1年分） 

82,480円 
（680円割引） 

163,370円 
（2,950円割引） 

84,860円 
（700円割引） 

168,080円 
（3,040円割引） 

区　分 定　額 

32
親子サロンの開催日と時間が変わりました。 
毎週月曜日…午前１０時～正午　毎週火・木曜日…午前１０時～午後３時３０分 
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国
民
健
康
保
険
は
、
住
所
変
更
や
就
職
、
退
職

な
ど
を
し
た
と
き
、
14 
日
以
内
に
届
け
出
が
必
要

で
す
。
 

加
入
の
届
け
出
が
遅
れ
る
と
、
そ
の
間
の
医
療

費
が
全
額
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
遅
れ

た
分
の
保
険
税
は
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
 

資
格
が
な
く
な
っ
て
い
る
の
に
届
け
出
が
遅
れ
、

国
民
健
康
保
険
証
を
使
っ
て
診
療
を
受
け
た
と
き

は
、
国
民
健
康
保
険
か
ら
支
払
わ
れ
た
医
療
費
を
、

後
日
返
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

必
ず
期
限
内
に
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
／
国
保
医
療
課
 

   
旧
都
市
計
画
法
の
規
定
に
よ
る
既
存
宅
地
の
確

認
を
受
け
た
土
地
は
、
経
過
措
置
期
間
が
設
け
ら

れ
、
自
己
の
居
住
ま
た
は
自
己
の
業
務
の
用
に
供

す
る
建
築
物
の
新
築
、
改
築
ま
た
は
用
途
の
変
更

を
お
こ
な
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

期
間
内
に
建
築
行
為
に
関
す
る
工
事
に
着
手
し

て
い
な
い
と
、
新
築
、
改
築
ま
た
は
用
途
の
変
更

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
 

①
平
成
13 
年
5
月
18 
日
ま
で
に
既
存
宅
地
確
認
を

受
け
た
土
地
は
、
平
成
18 
年
5
月
17 
日
ま
で
 

②
平
成
13 
年
5
月
18 
日
ま
で
に
既
存
宅
地
確
認
の

申
請
を
お
こ
な
い
、
そ
の
後
確
認
を
受
け
た
土

地
は
、
確
認
の
日
か
ら
起
算
し
て
5
年
を
経
過

す
る
日
ま
で
 

問
い
合
わ
せ
／
府
土
木
建
築
部
建
築
指
導
課
1
0
 

　
　
7
5
（
4
１
4
）
5
3
4
7
ま
た
は
府
山
城

北
土
木
事
務
所
建
築
住
宅
室
1
0
7
7
4
 

　
　
（
6
2
）
0
6
2
4
 

 

  
携
帯
電
話
か
ら
の
１
１
9
番
通
報
を
町
消
防
署

で
直
接
受
信
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
 

し
か
し
、
電
波
状
態
等
に
よ
り
町
内
か
ら
通
報

し
て
も
、
町
外
の
消
防
署
が
受
信
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
携
帯
電
話
で
消
防
車
や
救
急
車
を

要
請
す
る
と
き
は
、「
久
御
山
町
大
字
○
○
小
字

○
○
・
○
番
地
ま
た
は
久
御
山
町
の
○
○
道
路
目

標
は
○
○
（
交
差
点
名
）
」
な
ど
、
久
御
山
町
で

あ
る
こ
と
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
尋
ね

ら
れ
た
こ
と
を
落
ち
着
い
て
伝
え
て
く
だ
さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
／
消
防
本
部
 

  試
験
の
種
類
／
全
種
全
類
 

試
験
日
／
6
月
4
日
a
 

場
所
／
京
都
科
学
技
術
専
門
学
校
（
京
都
市
下
京

区
堀
川
通
塩
小
路
下
ル
）
 

願
書
受
付
／
4
月
12 
日
d
か
ら
14 
日
f
ま
で
に
7

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
京
都
府
支
部
（
京

都
市
上
京
区
出
水
通
油
小
路
東
入
ル
府
庁
西

別
館
3
階
）
1
0
7
5
（
4
１
１
）
0
0
9
 

 
 
5
へ
願
書
（
消
防
本
部
に
あ
り
ま
す
）
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
／
消
防
本
部
 

  
警
察
署
等
の
再
編
整
備
に
よ
っ
て
、
今
月
か
ら

宇
治
警
察
署
の
管
轄
が
一
部
変
更
に
な
り
ま
し
た
。
 

先
月
ま
で
、
町
内
は
宇
治
川
を
境
に
宇
治
警
察

署
と
伏
見
警
察
署
に
分
か
れ
て
い
た
た
め
、
大
橋

辺
地
区
が
伏
見
警
察
署
の
管
轄
と
な
っ
て
い
ま
し

た
が
、
今
回
の
再
編
整
備
に
よ
り
、
町
内
全
域
が

宇
治
警
察
署
の
管
轄
に
な
り
ま
し
た
。
 

問
い
合
わ
せ
／
宇
治
警
察
署
1
0
7
7
4
（
2
１
）

0
１
１
0
 

     
町
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
で
は
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

教
室
を
開
き
ま
す
。
 

日
時
／
4
月
6
日
〜
5
月
18 
日
（
5
月
4
日
を
除

く
）
の
毎
週
木
曜
日
（
計
6
回
）
　
午
後
7

時
〜
9
時
 

場
所
／
総
合
体
育
館
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
高
校
生
以
上
の
人
お

よ
び
協
会
登
録
者
 

定
員
／
40
人
（
先
着
順
）
 

費
用
／
１
回
5
0
0
円
（
当
日
徴
収
）
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
4
月
6
日
e
ま
で
に

同
協
会
事
務
局
（
山
　
さ
ん
宅
）
1
0
7
7
 

　
　
4
（
4
5
）
0
7
6
3
ま
た
は
体
育
協
会
事

務
局
（
総
合
体
育
館
内
）
へ
。
 

   【
行
政
・
人
権
擁
護
相
談
】
 

4
月
11 
日
c
　
午
前
10 
時
〜
午
後
3
時
　
役
場
庁

舎
１
階
相
談
室
１
 

【
女
性
の
た
め
の
相
談
】
 

4
月
11 
日
c
・
25
日
c
　
午
前
10 
時
〜
午
後
１
時
 

中
央
公
民
館
１
階
教
養
室
3
号
 

※
面
談
・
電
話
相
談
と
も
に
前
日
ま
で
に
社
会
教

育
課
に
申
し
込
み
が
必
要
（
定
員
に
満
た
な
い

場
合
は
当
日
も
受
け
付
け
ま
す
）
 

【
司
法
書
士
相
談
】
（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）
 

4
月
6
日
e
　
午
後
１
時
〜
3
時
30
分
　
地
域
福

祉
セ
ン
タ
ー
　
定
員
6
人
（
先
着
順
）
 

【
心
配
ご
と
相
談
】
（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）
 

4
月
13 
日
e
・
27
日
e
　
午
後
１
時
〜
4
時
 

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
 

▽
ふ
れ
あ
い
テ
レ
ホ
ン
相
談
 

相
談
専
用
電
話
1
0
7
5
（
6
3
１
）
3
4
2
１
 

相
談
時
間
　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
 

【
無
料
法
律
相
談
】
（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）
 

4
月
20
日
e
　
午
後
１
時
〜
3
時
30
分
　
地
域
福

祉
セ
ン
タ
ー
　
定
員
8
人
（
先
着
順
）
 

   【
連
絡
先
】
 

　
　
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

　
　
1
0
7
5
（
6
3
１
）
0
0
2
2
 

【
譲
っ
て
く
だ
さ
い
】
 

▽
車
い
す
 

多
く
の
人
が
お
待
ち
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
協
力
く

だ
さ
い
。
 

 
     【

休
苑
日
】
土
曜
日
の
午
後
・
日
曜
日
・
祝
日
 

【
入
浴
日
時
】
 

　
　
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
（
休
苑
日
除
く
）
 

　
　
午
後
１
時
〜
3
時
 

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室
 

危
険
物
取
扱
者
試
験
 

既
存
宅
地
確
認
制
度
の
 

経
過
措
置
期
間
が
終
了
 

警
察
の
管
轄
が
変
わ
り
ま
し
た
 

国
民
健
康
保
険
の
届
け
出
 

携
帯
電
話
か
ら
の
１
１
９
番
通
報
 

〈3月1日現在〉 

総人口 
男　性 
女　性 
世帯数 

1 7 , 2 3 5人　 
8 , 5 9 4人　 
8 , 6 4 1人　 
6 , 5 8 2世帯 

〈2月中の動き〉 

出　生 
死　亡 
転　入 
転　出 

9人　 
1 0人　 
7 4人　 
5 5人　 

（
前
月
比
／
増
１８
人
）
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みるく�サロンの開催日と時間が変わりました。 
毎月第１月曜日…午後１時３０分～３時　毎月第３金曜日…午前１０時～１１時３０分 
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          〈
申
し
込
み
と
費
用
〉
 

各
教
室
の
参
加
申
し
込
み
は
、
来
館
ま
た
は
電

話
で
参
加
者
本
人
か
そ
の
保
護
者
な
ど
が
お
こ
な

っ
て
く
だ
さ
い
。
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り

ま
す
。
 

  
▼
パ
ソ
コ
ン
じ
っ
く
り
型
 

日
時
／
4
月
11 
日
c
・
18 
日
c
・
25
日
c
・
5
月

2
日
c
・
9
日
c
・
16 
日
c
・
23
日
c
・
30

日
c
（
8
回
コ
ー
ス
）
　
午
後
１
時
30
分
〜

3
時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
超
初
心
者
向
け
の
教
室
で
す
。
 

定
員
／
16 
人
 

費
用
／
4
，
0
0
0
円
（
資
料
代
含
む
）
 

▼
デ
ジ
カ
メ
入
門
 

日
時
／
4
月
12 
日
d
・
13 
日
e
・
14 
日
f
　
3
回

コ
ー
ス
　
午
後
１
時
30
分
〜
3
時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
初
心
者
向
け
の
デ
ジ
カ
メ
教
室
で
す
。
 

定
員
／
10 
人
 

費
用
／
2
，
0
0
0
円
（
資
料
代
含
む
）
 

▼
初
め
て
の
エ
ク
セ
ル
 

日
時
／
4
月
18 
日
c
・
19 
日
d
・
20
日
e
　
3
回

コ
ー
ス
　
午
後
7
時
〜
9
時
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
初
心
者
向
け
の
エ
ク
セ
ル
教
室
で
す
。
 

定
員
／
16 
人
 

費
用
／
2
，
0
0
0
円
（
資
料
代
含
む
）
 

▼
パ
ソ
コ
ン
自
習
教
室
 

日
時
／
4
月
15 
日
g
　
午
前
9
時
〜
正
午
　
19 
日

d
　
午
後
１
時
〜
4
時
　
27
日
e
　
午
後
5

時
〜
8
時
 

対
象
／
今
ま
で
に
ゆ
う
ホ
ー
ル
の
パ
ソ
コ
ン
教
室

を
受
講
し
た
人
 

内
容
／
教
室
の
パ
ソ
コ
ン
で
、
受
講
内
容
を
自
由

に
自
習
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
わ
か
ら
な
い

こ
と
は
、
指
導
員
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
 

定
員
／
16 
人
 

費
用
／
3
0
0
円
 

  日
時
／
4
月
12 
日
d
・
26
日
d
　
午
前
10 
時
〜
11 

時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
お
お
む
ね
50
歳
以
上

の
人
 

内
容
／
先
生
の
ピ
ア
ノ
に
あ
わ
せ
て
、
童
謡
な
ど

を
楽
し
く
歌
い
ま
す
。
 

定
員
／
各
60
人
。
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。
当

日
、
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

費
用
／
資
料
代
の
み
必
要
で
す
。
 

  日
時
／
4
月
12 
日
d
　
午
後
１
時
30
分
〜
4
時
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
自
然
・
紀
行
・
映
画
な
ど
の
ビ
デ
オ
を
鑑

賞
し
ま
す
。
今
回
は
「
世
界
遺
産
」
な
ど
で

す
。
 

定
員
／
各
25
人
 

  日
時
／
4
月
8
日
g
・
22
日
g
　
午
後
7
時
30
分

〜
8
時
30
分
（
受
け
付
け
は
終
了
時
間
の
30

分
前
ま
で
）
 

対
象
／
星
空
に
興
味
の
あ
る
人
な
ら
、
だ
れ
で
も

参
加
で
き
ま
す
。
小
学
生
以
下
の
人
は
、
保

護
者
同
伴
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
 

内
容
／
天
体
望
遠
鏡
で
星
空
を
観
察
し
ま
す
。
 

  日
時
／
4
月
8
日
g
・
15 
日
g
　
午
前
9
時
30
分

〜
11 
時
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
2
〜
6
年
生
 

内
容
／
漢
字
に
慣
れ
親
し
み
、
文
字
を
て
い
ね
い

に
書
く
こ
と
を
学
び
ま
す
。
 

定
員
／
20
人
 

  日
時
／
4
月
15 
日
g
　
午
前
10 
時
〜
正
午
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生
 

内
容
／
自
然
や
科
学
の
ふ
し
ぎ
に
つ
い
て
楽
し
く

学
習
し
ま
す
。
今
回
は
「
雪
の
王
者
シ
ベ
リ

ア
ト
ラ
」
と
「
樹
氷
作
り
」
で
す
。
 

定
員
／
15 
人
 

  日
時
／
4
月
14 
日
f
・
21
日
f
・
28
日
f
（
3
回

コ
ー
ス
）
　
午
前
10 
時
30
分
〜
11 
時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
の
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
 

内
容
／
子
ど
も
と
一
緒
に
遊
び
、
み
ん
な
で
子
育

て
に
つ
い
て
お
話
を
し
ま
し
ょ
う
。
 

定
員
／
18 
組
 

  日
時
／
4
月
22
日
g
　
①
午
前
9
時
〜
正
午
　
②

午
後
１
時
30
分
〜
4
時
30
分
 

※
①
・
②
か
ら
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
１
〜
3
年
生
。
た
だ
し
、

１
年
生
は
保
護
者
の
同
伴
が
必
要
で
す
。
 

内
容
／
コ
ン
パ
ネ
で
C
D
ボ
ッ
ク
ス
を
作
り
ま
す
。
 

定
員
／
各
12 
人
 

費
用
／
3
0
0
円
 

  日
時
／
4
月
23
日
a
　
午
前
9
時
〜
正
午
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
4
〜
6
年
生
 

内
容
／
コ
ン
パ
ネ
で
C
D
ボ
ッ
ク
ス
を
作
り
ま
す
。
 

定
員
／
16 
人
 

費
用
／
3
0
0
円
 

  日
時
／
4
月
29
日
g
　
①
午
前
10 
時
〜
正
午
　
②

午
後
2
時
〜
4
時
 

※
①
・
②
か
ら
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生
。
た
だ
し
、
１
〜
3

年
生
は
保
護
者
の
同
伴
が
必
要
で
す
。
 

内
容
／
顕
微
鏡
で
ミ
ク
ロ
の
世
界
を
観
察
し
ま
す
。
 

定
員
／
各
8
組
 

パ
ソ
コ
ン
教
室
 

大
人
ビ
デ
オ
鑑
賞
教
室
 

週
末
の
星
空
観
察
会
 

童
謡
を
楽
し
む
会
 

基
礎
か
ら
の
工
作
教
室
 

小
学
生
ビ
デ
オ
学
習
教
室
 

漢
字
の
達
人
教
室
 

小
学
生
工
作
教
室
 

小
学
生
（
親
子
）
科
学
教
室
 

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
「
ほ
ほ
え
み
」
 

申込は4月1日G

午前9時から 

【休館日】 
毎週月曜日 

（祝日の場合は、その翌日）  

10774（45）0002

コメディーNo.１の漫才
や松浦四郎若の浪曲・加渡
京子の歌謡ショーなどをお
楽しみいただきます。 

日時／5月3日- 
　　午後1時30分～3時 
対象／町内在住の人 
※幼児は保護者の同伴が必
要です。 

定員／200人（全席自由席） 
費用／満3歳以上一人1,000円 

※チケットは4月15日g午前9時 
　からゆうホールで発売します。 

コメディーNo.１ 
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費用は4月9日A（9日までの教室については開催日の前日）までに 
ゆうホール窓口（午前9時～午後8時）へお支払いください。費用の記載がない教室は無料です。 
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         日
時
／
①
4
月
16 
日
a
　
午
前
10 
時
か
ら
　
②
4

月
17 
日
b
　
午
後
7
時
か
ら
 

※
①
・
②
か
ら
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
電
話
不
可
 

対
象
／
15 
歳
以
上
の
人
（
中
学
生
は
不
可
）
 

内
容
／
体
育
館
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
の
使
用
方

法
な
ど
を
学
び
、
機
器
を
利
用
す
る
た
め
に

必
要
な
講
習
会
で
す
。
 

定
員
／
各
15 
人
（
先
着
順
）
 

費
用
／
5
0
0
円
 

  日
時
／
4
月
7
日
f
　
午
前
10 
時
〜
正
午
　
4
月

18 
日
c
　
午
後
6
時
30
分
〜
8
時
30
分
 

対
象
／
機
器
使
用
講
習
会
を
受
講
し
た
人
 

内
容
／
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
正
し
い
機

器
使
用
方
法
な
ど
、
体
育
館
の
ス
タ
ッ
フ
が

ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。
申
し
込
み
は
い
り
ま

せ
ん
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

  日
時
／
①
4
月
8
日
g
・
②
22
日
g
　
午
前
9
時

〜
正
午
 

種
目
／
①
小
学
生
用
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
等
　
②

小
学
生
用
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
等
 

内
容
／
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
を
無
料
で
開
放
し
ま
す
。

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

  日
時
／
5
月
9
日
か
ら
6
月
13 
日
ま
で
の
毎
週
火

曜
日
（
6
回
コ
ー
ス
）
　
午
後
7
時
〜
8
時

30
分
 

場
所
／
中
央
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
 

対
象
／
15 
歳
以
上
の
人
（
中
学
生
は
不
可
）
 

定
員
／
20
人
（
先
着
順
）
 

費
用
／
2
，
0
0
0
円
 

  日
時
／
5
月
11 
日
か
ら
6
月
１
日
ま
で
の
毎
週
木

曜
日
（
4
回
コ
ー
ス
）
　
午
前
10 
時
30
分
〜

正
午
 

対
象
／
15 
歳
以
上
の
人
（
中
学
生
は
不
可
）
 

定
員
／
40
人
（
先
着
順
）
 

費
用
／
1
，
5
0
0
円
 

  日
時
／
5
月
13 
日
か
ら
7
月
１
日
ま
で
の
毎
週
土

曜
日
（
8
回
コ
ー
ス
）
　
午
後
１
時
30
分
〜

3
時
 

対
象
／
町
内
在
住
の
4
・
5
歳
児
と
保
護
者
 

定
員
／
30
組
（
先
着
順
）
 

  日
時
／
5
月
13 
日
か
ら
7
月
15 
日
ま
で
の
毎
週
土

曜
日
（
10 
回
コ
ー
ス
）
　
午
後
2
時
〜
4
時
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
4
〜
6
年
生
の
女
子
 

定
員
／
40
人
（
先
着
順
）
 

  日
時
／
5
月
13 
日
か
ら
7
月
１
日
ま
で
の
毎
週

土
曜
日
（
8
回
コ
ー
ス
）
　
午
後
6
時
30
分

〜
8
時
 

場
所
／
中
央
公
園
野
球
場
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
１
〜
6
年
生
 

定
員
／
80
人
（
先
着
順
）
 

          日
時
／
4
月
10 
日
b
・
4
月
24
日
b
（
2
回
コ
ー

ス
）
午
前
10 
時
〜
正
午
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
シ
ャ
ク
ヤ
ク
、
ス
イ
ト
ピ
ー
で
、
か
わ
い

い
ブ
ー
ケ
を
作
り
ま
す
。
 

講
師
／
安
田
正
子
さ
ん
ほ
か
 

定
員
／
15 
人
 

費
用
／
2
，
5
0
0
円
 

  日
時
／
4
月
21
日
f
　
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
3

時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
春
の
花
で
、
寄
せ
植
え
の
楽
し
み
方
を
学

び
ま
す
。
 

講
師
／
石
川
敏
之
さ
ん
 

定
員
／
30
人
 

費
用
／
2
，
0
0
0
円
 

  日
時
／
4
月
28
日
f
　
午
前
9
時
30
分
〜
正
午
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
野
菜
カ
レ
ー
、
春
野
菜
の
サ
ラ
ダ
、
手
作

り
ご
ま
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
な
ど
を
学
び
ま
す
。
 

講
師
／
木
下
穂
支
子
さ
ん
 

定
員
／
20
人
 

費
用
／
8
0
0
円
 

  
各
種
年
間
講
座
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。
受

講
料
は
、
年
額
2
，
0
0
0
円
（
材
料
費
別
途
）

で
、
先
着
順
に
受
け
付
け
ま
す
。
 

▼
季
節
の
料
理
教
室
（
13 
回
コ
ー
ス
）
 

日
時
／
毎
月
第
2
火
曜
日
　
午
前
9
時
30
分
〜
正

午
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
旬
の
材
料
を
使
っ
て
料
理
の
基
礎
を
学
び

ま
す
。
 

講
師
／
大
谷
洋
子
さ
ん
 

定
員
／
30
人
 

▼
男
の
料
理
教
室
（
12 
回
コ
ー
ス
）
 

日
時
／
毎
月
第
2
土
曜
日
　
午
前
10 
時
〜
午
後
0

時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
男
性
 

内
容
／
男
性
が
料
理
作
り
に
挑
戦
し
、
料
理
を
作

る
楽
し
さ
を
学
び
ま
す
。
 

講
師
／
石
田
基
宏
さ
ん
 

定
員
／
20
人
 

▼
花
と
緑
の
教
室
（
12 
回
コ
ー
ス
）
 

日
時
／
毎
月
第
3
金
曜
日
　
午
後
１
時
30
分
〜
3

時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
家
庭
の
緑
化
と
花
作
り
の
基
礎
を
学
び
ま

す
。
　
 

講
師
／
柴
田
明
さ
ん
 

定
員
／
25
人
 

▼
ジ
ュ
ニ
ア
コ
ー
ラ
ス
教
室
（
14 
回
コ
ー
ス
）
 

日
時
／
毎
月
第
１
土
曜
日
　
午
前
10 
時
〜
正
午
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
１
年
〜
中
学
3
年
生
 

内
容
／
み
ん
な
で
楽
し
く
コ
ー
ラ
ス
し
ま
し
ょ
う
。
 

講
師
／
久
御
山
ハ
ー
モ
ニ
ー
 

定
員
／
30
人
 

費
用
／
無
料
 

  

体
育
館
開
放
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー
 

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
使
用
講
習
会
 

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
相
談
日
 

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室
 

親
子
体
操
教
室
 

小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
 

小
学
生
サ
ッ
カ
ー
教
室
 

大
人
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
 

（
ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
）
 

寄
せ
植
え
教
室
 

春
の
健
康
食
教
室
 

年
間
講
座
受
講
生
募
集
（
5
月
開
講
）
 

初
級
硬
式
テ
ニ
ス
教
室
 

 

申込は4月1日G

午前9時から 

【休館日】 
毎週水曜日 

10774（44）3700

申込は4月1日G

午前9時から 

【休館日】 
毎週水曜日 

1075（631）1000
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保健予防のコーナー 

36

10か月児健診（3月15日）で 
見つけたかわいい笑顔です。 

写真を差しあげます。 

広報行政課へお越しくだ 

さい。 

町公共機関電話番号 
■役場（代表） 
　1 075（631）6111/0774（45）0001 
　6 075（632）1899 
■各課（直通） 
　総　務　課　631－9991/45－3922 
　企画財政課　631－9992/45－3924 
　広報行政課　631－9993/45－3926 
　税　務　課　631－9926/45－3908 
　社会福祉課　631－9902/45－3902 
　長寿健康課　631－9903/45－3904 
　住　民　課　631－9904/45－3905 
　国保医療課　631－9913/45－3906

環境保全課　631－9917/45－3907 
監　理　課　631－9952/45－3910 
道路河川課　631－9961/45－3912 
産　業　課　631－9964/45－3914 
都市計画課　631－9966/45－3915 
学校教育課　631－9974/45－3917 
社会教育課　631－9980/45－3918 
水　道　課　631－9987/45－3919 
下 水 道 課　631－9990/45－3920 
議会事務局　631－9996/45－0105 
会　計　課　631－9932/45－3909

1消 防 本 部 
1ふれあい交流館ゆうホール 
 
1図　書　館 
1中央公民館 
1総合体育館 
1町体育協会 
1健康センターいきいきホール 
 
1老人福祉センター荒見苑 
 
1地域福祉センター 
　（町社会福祉協議会） 
1シルバー人材センター 

631－1515 
 

45－0002 
45－0003 
631－1000 
44－3700 
44－2205 

 
41－3466 

 
44－3405 

 
 

41－1881

6632－5382 
 

646－5610 
646－5690 
6632－0031 
644－2203 
644－2203 

 
644－1199 

 
644－7801 
631－0022 

6632－3001 
643－4546

広報くみやま 平成18年4月1日 

健 診 名 な ど 日（曜） 受付時間 対　　象 内　　　容 

会場は、保健センター（※1はゆうホール、※2は公団集会所、※3はいきいきホール）です。予防接種・健診には母子健康手帳を必ずご持参ください。 
問い合わせ／長寿健康課保健予防係 

健 　 診 ・ 相 　 談  

予　防　接　種 

※三種混合（ジフテリア・百日せき・破傷風）、麻しん・風しん混合、日本脳炎（現在見合わせ中）は、個別接種となっています。 
　年間を通じて、予防接種協力医療機関で接種できますので、医師と相談のうえ、受けてください。 
※予防接種を受けられるときは、「予防接種手帳」または「予防接種と子どもの健康」をよく読んで、母子健康手帳を必ずご持参ください。 

・生後3か月～7歳6か月未満（生後3か月から1歳6か月までに終
　了が望ましい） 
・6週間あけて2回服用。下痢をしている人は服用できません。 

ポ リ オ（ 服 用 ） 
27日E

5日D

11日C

25日C

保健師による健康相談 
栄養士による栄養相談 

午後1時45分～3時 

・6か月未満の乳児（3～4か月児健診対象者は健診時に接種） Ｂ Ｃ Ｇ 予 防 接 種  18日C 午後1時40分～1時55分 

健 康 ・ 栄 養 相 談  4 0歳以上の人 

歯科医師による健康診査、歯
科衛生士による歯みがき指導 成 人 歯 科 検 診  

40歳以上の人・
妊婦 

13日E
※3

午前10時～正午 

午後1時～1時30分 

予 防 接 種 名  日（曜） 受付時間 対 　 象 ・ 接 　 種 　 方 　 法  

18日C3 ～ 4 か 月 児 健 診  個人通知が届いた人 
医師による健康診査、ＢＣＧ予防接種、離
乳・保育・栄養などの指導、ブックスタート 午後1時20分～2時 

乳 幼 児 相 談  6日E 乳 　 幼 　 児  ことば・しつけ・栄養などの相談 午前9時30分～11時 

パパ＆ママ教室（第1回） 13日E 妊 婦 と 夫  
妊娠中の過ごし方、プレママ体
操、交流会 午後1時～1時15分 

14日F1 歳 8 か 月 児 健 診  平成16年7月生まれ 
医師、歯科医師による健康診
査、身体的・精神的な発達指導 午後1時20分～2時 

17日B1 0 か 月 児 健 診  平成17年6月生まれ 
医師による健康診査 
離乳・保育・栄養などの指導 午後1時20分～1時50分 

すくすくひろば（親子教室） 生後10か月～おおむ
ね1歳6か月の乳幼児 

1歳前後の育児遊びについて
のお話しと自由遊び 午前9時45分～10時 

パパ＆ママ教室（第2回） 19日D 妊 婦 と 夫  
調理実習（妊娠中の栄養）、交
流会 午前11時～11時15分 

乳 幼 児 相 談  乳 　 幼 　 児  ことば・しつけ・栄養などの相談 20日E
※2

午前9時30分～11時 

7日F
※1

3 歳 児 健 診  平成14年9月生まれ 21日F
医師、歯科医師による健康診
査、身体的・精神的な発達指導 午後1時20分～2時 

パパ＆ママ教室（第3回） 妊 婦 と 夫  25日C
歯科検診、赤ちゃんの歯の話、
交流会 午後1時～1時15分 

平成15年9月生まれ 2歳6か月児歯科健診 25日C
歯科医師による健康診査および予
防指導、身体的・精神的な発達指導 午後1時20分～1時40分 

母　子　保　健 
健 診 名 な ど 日（曜） 受付時間 対　　象 内　　　容 



 
 
　町では、ご家庭の電気・ガス・水道・ガソリン・灯
油などの使用量やごみの排出量を環境家計簿に記録し、
毎日の暮らしのなかで消費するエネルギーを節約する
ための取り組みを実践していただく環境モニターを募
集します。 
対象／町内在住・在勤で環境問題に関心のある人 
任期／5月～翌年4月 
内容／環境家計簿への記録・報告と年2回の学習会への
　　参加（環境家計簿は配布します） 
定員／30人 
申し込み／4月28日fまでに環境 
　　保全課へ。電話可 

 
 
　ご家庭の脱衣所やお風呂場、洗面所、門灯などで白
熱灯をお使いになっていませんか。もしお使いでした 
ら、電球型蛍光灯（省エネ電球）に取り換えてみまし
ょう。 
　購入する際の値段は高いですが、白熱灯に比べて電
力消費量は4分の1程度ですみ、寿命は6倍程度長持ち
するため、長期的に見ればお金の面でもお得になります。 
　省エネ製品を選び、賢く温暖化防止をすすめていき
ましょう。 
※調光機能のついたものなど、電球型蛍光灯（一部を
　除く）を取り付けられない照明器具もありますので、
　製品の説明をご覧いただくか、電気店にご確認くだ
　さい。 
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燃やすごみ 

環境保全のコーナー 

し　　尿 

燃やさないごみ リサイクルごみ 
佐古・新開地・津田電線社宅・

佐山・籾池・双栗・市田・鈴 

間・田井・荒見・下津屋・下津

屋サンハイツ・島田・東島田・

森・坊之池・野村・村東 

佐古・新開地・津田電線社宅・

佐山・籾池・双栗・松陽台・サ

ンタウン佐山・佐山サンハイツ 

市田・鈴間・栄１・２丁目・栄

３・４丁目・清水・林・西武西

林・ミサワ林・ハイツ西宇治 

田井・荒見・下津屋・下津屋サ

ンハイツ・下津屋団地・大橋 

辺・北川顔・藤和田・近協パレ

ス・島田・東島田 

坊之池・森・野村・村東・中 

島・西一口・東一口・相島 

松陽台・サンタウン佐山・佐山

サンハイツ・栄１・２丁目・栄 

３・４丁目・ハイツ西宇治・清

水・林・西武西林・ミサワ林・

大橋辺・北川顔・藤和田・近協

パレス・中島・西一口・東一 

口・相島・下津屋団地・東佐山

団地 

藤和田・島田・東島田・坊之池（府道以南）東一

口（国道１号以東）・森（国道１号以東）・野村・

村東・佐山・新開地・佐古・清水・林・市田・田

井・荒見・下津屋 

久御山団地（公団） 

東佐山団地・久御山団地（公団） 

北川顔（府道以東）・坊之池（府道以北）・森（国道１号

以西）・西一口・東一口（国道１号以西）・中島・相島 

月・木 

火・水・金 

月 

火・金 

火 

水 

木 

金 

缶 類  

ペットボトル 

紙 パ ッ ク 

び ん 類  

発泡食品トレー 

発泡スチロール 

5日 
（第１水曜日） 
19日 

（第３水曜日） 

12日 
（第２水曜日） 
26日 

（第４水曜日） 

大橋辺・北川顔（府道以西） 

くみもれの場合は、必ず収集口から確認のうえ、翌日（翌日が土曜日・日曜日・祝日の場合はそ

の翌日）に、城南衛生管理組合1075（631）5171へ連絡してください。 

4月のごみ・し尿収集日 

※簡単な水洗いをして、分別
　し中身の見える袋に入れて
　出してください。 
※びん・ペットボトルは、必ず
　ふたをはずしてください。 

ラクラク節約・快適エコライフ　Vol.11
省エネ電球はこんなにお得！ 

広報くみやま 平成18年4月1日 

17日 
 

18日 

21日 

環境モニターを募集 



  　
大
湫
宿
の
「
か
な
や
太
蔵
」
方
で
二

夜
を
過
ご
し
、
す
っ
か
り
旅
の
疲
れ
を

い
や
し
た
山
田
里
さ
ん
た
ち
一
行
は
、

三
月
二
十
二
日
早
朝
、
「
か
な
や
」
を

出
立
し
た
。
次
の
宿
場
の
大
井
（
現
岐

阜
県
恵
那
市
）
ま
で
は
三
里
半
（
約
一

四
キ
ロ
）
、
ほ
ぼ
直
線
に
近
い
道
筋
で

あ
る
が
、
「
十
三
峠
に
お
ま
け
が
七
つ
」

と
い
わ
れ
た
ほ
ど
、
尾
根
伝
い
に
高
低

の
激
し
い
難
路
が
続
く
。
 

　
寺
坂
・
山
神
坂
の
峠
を
越
え
る
と
、

地
蔵
坂
の
右
手
に
「
尻
冷
や
し
地
蔵
」

が
祀
ら
れ
て
い
る
。
地
蔵
尊
の
後
に
清

水
が
湧
い
て
い
て
、
ち
ょ
う
ど
地
蔵
尊

の
尻
を
冷
や
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る

の
で
、
そ
の
名
が
付
い
た
と
い
う
。
さ

ら
に
曽
根
松
坂
を
越
え
る
と
「
順
礼
水
」

が
あ
る
。
昔
、
順
礼
が
八
月
一
日
に
、

こ
こ
で
病
気
に
な
っ
た
が
、
石
の
間
か

ら
流
れ
出
る
水
を
飲
ん
で
命
が
助
か
っ

た
と
い
う
。
普
段
は
ほ
と
ん
ど
水
は
出

て
い
な
い
が
、
八
月
一
日
に
は
必
ず
出

る
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
た
。
 

　
こ
こ
か
ら
権
現
山
の
一
里
塚
を
経
て
、

橿
の
木
坂
・
炭
焼
の
五
郎
坂
・
権
現
坂
・

新
道
坂
・
茶
屋
坂
と
峠
が
続
く
。
私
も

平
成
三
年
五
月
、
旧
中
山
道
に
平
行
す

る
国
道
一
九
号
を
通
っ
て
、
国
道
に
近

い
西
行
塚
周
辺
を
歩
い
た
こ
と
が
あ
る
。

山
田
里
さ
ん
の
「
善
光
寺
参
り
道
中
諸

入
用
手
控
帳
」
を
読
ん
で
興
味
を
覚
え
、

そ
の
足
跡
を
た
ど
っ
て
み
た
い
と
い
う

思
い
か
ら
で
あ
っ
た
。
Ｊ
Ｒ
の
線
路
を

渡
っ
て
坂
を
登
る
と
、
木
々
の
繁
っ
た

小
高
い
所
に
西
行
法
師
の
墓
所
が
あ
り
、

五
輪
塔
が
祀
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
付
近

一
帯
は
整
備
さ
れ
て
公
園
に
な
っ
て
お

り
、
見
晴
ら
し
台
か
ら
の
眺
望
は
大
変

す
ば
ら
し
か
っ
た
。
 

　
さ
て
、
山
田
里
さ
ん
た
ち
一
行
は
、

十
三
峠
を
越
え
大
井
宿
ま
で
の
途
中
、

駕
籠
を
利
用
し
て
い
る
。
高
低
の
激
し

い
道
中
は
、
前
日
に
休
養
し
た
と
は
い

え
、
女
性
た
ち
の
体
力
は
限
界
だ
っ
た

と
み
え
、
一
日
三
里
半
の
歩
行
で
大
井

宿
に
投
宿
し
た
。
大
井
宿
は
、
天
保
十

四
年
（
一
八
四
三
）
の
家
数
が
一
一
○

軒
、
人
口
四
六
六
人
、
旅
籠
は
四
○
軒

の
宿
場
で
、
諸
街
道
の
分
岐
点
の
た
め
、

人
々
の
往
来
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
た
。
 

　
翌
朝
、
一
行
は
大
井
宿
を
出
立
し
、

次
の
中
津
川
宿
（
現
岐
阜
県
中
津
川
市
）

を
過
ぎ
る
と
、
美
濃
路
は
終
わ
り
と
な

る
。
次
の
落
合
宿
（
現
中
津
川
市
）
か

ら
い
よ
い
よ
木
曽
路
に
入
り
、
馬
籠
宿

（
現
中
津
川
市
）
、
妻
籠
宿
（
現
長
野

県
南
木
曽
町
）
へ
と
進
む
。
大
井
宿
か

ら
妻
籠
宿
ま
で
約
六
里
二
三
町
（
約
二

六
・
五
キ
ロ
）
、
一
行
は
妻
籠
宿
で
中

飯
を
と
っ
て
い
る
。
前
日
の
歩
行
に
比

べ
て
大
変
な
健
脚
で
あ
る
が
、
や
は
り

大
湫
宿
か
ら
大
井
宿
へ
の
「
十
三
峠
に

お
ま
け
が
七
つ
」
の
道
中
が
、
い
か
に

激
し
か
っ
た
こ
と
か
が
わ
か
る
。
 

　
一
行
は
馬
籠
宿
で
中
食
後
、
中
山
道

を
避
け
て
飯
田
（
現
長
野
県
飯
田
市
）

へ
の
大
平
街
道
を
進
み
、
街
道
沿
い
の

広
瀬
（
現
南
木
曽
町
）
の
「
き
く
や
源

兵
衛
」
の
旅
籠
に
泊
ま
っ
て
い
る
。
中

山
道
を
避
け
て
大
平
街
道
へ
向
か
っ
た

の
は
、
東
海
道
の
箱
根
、
新
居
（
現
静

岡
県
浜
名
湖
畔
）
、
中
山
道
の
碓
氷
（
現

群
馬
県
安
中
市
）
の
関
所
と
と
も
に
、

「
入
り
鉄
砲
に
出
女
」
を
厳
し
く
監
視

し
た
木
曽
福
島
（
現
長
野
県
木
曽
町
）

の
関
所
が
先
に
あ
り
、
不
安
な
思
い
か

ら
敬
遠
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
 

　
私
も
平
成
三
年
の
「
足
跡
探
訪
」
の

旅
で
、
妻
籠
に
着
い
た
も
の
の
、
「
大

平
街
道
の
運
転
は
大
変
で
す
よ
」
と
地

元
の
人
に
忠
告
さ
れ
、
中
山
道
と
併
走

す
る
国
道
一
九
号
を
木
曽
福
島
へ
と
向

か
っ
た
。
木
曽
福
島
の
関
所
は
町
の
入

り
口
に
復
元
さ
れ
て
い
て
、
案
内
板
の

説
明
か
ら
も
、
当
時
の
「
女
改
め
」
の

厳
し
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
 

　
さ
て
、
山
田
里
さ
ん
た
ち
一
行
は
、

二
月
二
十
四
日
の
出
立
時
か
ら
駕
籠
を

利
用
し
て
、
広
瀬
か
ら
飯
田
ま
で
三
里

の
道
を
進
ん
だ
。
駕
籠
賃
は
三
五
○
文

と
高
値
で
あ
っ
た
が
、
妻
籠
か
ら
飯
田

に
至
る
大
平
街
道
は
、
途
中
の
大
平
峠
、

飯
田
峠
は
七
曲
り
の
山
道
と
と
も
に
難

所
の
地
形
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
女

性
の
足
腰
で
は
踏
破
で
き
に
く
い
峠
道

を
無
事
に
越
え
ら
れ
た
の
だ
か
ら
、
高

額
な
駕
籠
代
は
仕
方
が
な
か
っ
た
こ
と

で
あ
ろ
う
。
 

　
一
行
は
、
途
中
の
「
し
ょ
う
ぶ
大
平
」

で
中
食
を
と
り
、
伊
那
街
道
の
飯
田
宿

に
入
っ
て
「
山
村
や
五
右
衛
門
」
の
旅

籠
に
旅
装
を
解
い
た
。
こ
の
飯
田
は
、

中
央
ア
ル
プ
ス
を
は
さ
ん
で
中
山
道
の

宿
場
と
相
対
す
る
伊
那
谷
の
町
で
、
現

在
は
天
龍
下
り
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
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女たちの善光寺参り（4） 鳩字の山門額 

　▲馬籠の宿場町 


